














デレない猫の愛しかた








水瀬結月





[image: ]

角川ルビー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。










　目次







デレない猫の愛しかた




　あとがき




ギャラリー
















『「もふ化」は感染うつりません』

　と、ポップな文字で記されたポケットティッシュの台紙を、山やま桜ざくら武たけ虎とらは無言で引き抜ぬいた。ティッシュはありがたく使わせてもらおう。だが、こんな広告はいらない。

　今朝、駅前で受け取った無料配布のポケットティッシュには、ウサミミ少女が話しているという形式で、いくつかのフキダシが描かれていた。

『「もふ化」の正式名めい称しようは、「ヒト突とつ発ぱつ性せい身しん体たい変異及および濃のう毛もう症しよう候こう群ぐん」だよ』

　知っている。嚙かまずに言える自信はないが、そもそも嚙まずに言う必要などない。

『「もふ化」って、耳が突とつ然ぜんケモミミに変化してしまう病気だよ。稀まれにシッポも生えるよ』

　知っている。ウサミミ、ネコミミ、イヌミミ、オコジョミミ。キツネにタヌキにハムスターエトセトラエトセトラ。さらにそれぞれの動物の中でも実在する様々な種類の特とく徴ちようを備えた、ありとあらゆるケモミミの発現が報告されている。

　シッポの情報はあまり表に出てこないが、少なくとも一例は、身をもって知っている。

『「もふ化」の原因は不明だけど、ストレス性という説が有力だよ。心身ともにリラックスして、規則正しい生活を心がけようね』

　知っている。原因不明で治ち療りよう法も不明。特効薬などなく、病院に行ってもビタミン剤ざいをもっともらしく処方されて「ストレスを溜ためないように、安静に」と言われるだけ。

　むしろ病院になど行こうものなら、臨りん床しようデータ収集のために採血だのレントゲンだのと余計な医い療りよう費がかかるだけだ。そんな無む駄だなところに大事な給料は使えない。

『「もふ化」は感染しないから、安心して！　外出を控ひかえたり、他人との接せつ触しよくを避さけたりしなくて大だい丈じよう夫ぶだよ』

　知っている──が、安心して、だと？

　思わず、台紙をクシャッと握にぎりつぶしていた。他人ひと事ごとだと思って、簡単に言ってくれる。

　確かに『もふ化』に関する正しい知識が世間に広く知られるようになった今、数年前のように、パンデミックを恐おそれて発はつ症しよう者が隔かく離りされたり学校が閉へい鎖さになったりというパニックはもう起こらないだろう。研究者が口にした「『もふ化』は蕁じん麻ま疹しんのようなものだ」というフレーズが定着したこともあり、ケモミミが生えたからといって奇き異いの目で見られることもなければ迫はく害がいされるようなこともない。場合によっては、かえって人気者にさえなれるようだ。今では『もふ化』した者だけで結成されたアイドルグループまで存在する。

　だがしかし、できることなら『もふ化』したことを知られたくないと考える発症者も少なくない。そんな人々が試行錯さく誤ごの末に編み出した「ケモミミを一時的に引っ込める方法」はインターネットを介かいして共有され、実行している者も多いと言われている。慣れてくると、ある程度の発現コントロールも可能になる。

　武虎もそのうちの一人だ。

　二十八歳、会社員、しかも営業マンにケモミミはないだろうと思うから。見た目の滑こつ稽けいさもさることながら、それよりも、ケモミミを生やしているということは即すなわち「僕はストレスを溜めていまーす！」と大声で吹ふい聴ちようしているに他ほかならないのだ。恥以外の何物でもない。

『もふ化』はある日突然発症するが、治る時も突然らしい。それならば治るまで隠かくし通してみせると、武虎は細心の注意を払はらって生活している。

　コントロール方法は意外と単純だ。

　精神統一。緊きん張ちようの維い持じ。喩たとえるなら、おなかの贅ぜい肉にくを誤ご魔ま化かす方法に似ている。気を抜いている時にはだらしなくたゆんと出ているおなかの贅肉が、背筋をのばしてキュッと腹に緊きん張ちよう感かんを与あたえると引っ込むのと同じ要領だ。

　ケモミミに対して、「引っ込め」と念を送る。そしてその意識を維持し続けるのだ。

　成功率には個人差があり、完かん璧ぺきに思い通りになる人もいれば、まったくコントロールが利きかずに生えっぱなしの人もいるという。武虎は自宅にいる間はケモミミのみならずシッポまで生えてしまうというていたらくだが、外出時にはほぼ完璧にコントロールできる。ただし、ふと気が抜けた瞬しゆん間かんが危ない。

　会社で最大に警けい戒かいせねばならないのは、用を足し終えた瞬間だ。

　ぷるっ、と小さく身み震ぶるいした武虎は、ハッとして勢いよく鏡を見る。

　案の定、そこにはネコミミの生えた自分が映っていた。

　濃のう紺こんスーツのサラリーマンの頭に、ネコミミ。髪かみと同じ栗くり色いろの毛に覆おおわれた、ネコミミ。おまけにひょこひょこ動いている。

「くっ……！」

　武虎は奥歯を嚙みしめた。

　屈くつ辱じよくだ。こんなファンシーな自分の姿を既すでに見慣れていることも恥ち辱じよく極きわまりない。

　必ず人気のないフロアのトイレまで足を運び、無人であることを確かめた上で用を足しているが、排はい泄せつ行こう為いごときで緊張が途と切ぎれることが情けない。

　せっかくピシッと後ろに撫なでつけて固めている髪が、この忌いま々いましいミミのせいで乱れてしまったことにも腹が立った。

　──どうして、僕が。

　何百回呟つぶやいたか知れない恨うらみ言を、胸中で吐はく。

　こういう心の乱れこそが『もふ化』にはよくないと専門家は偉えらそうに言うが、この程度の乱れでケモミミに生えられたら、世界中はケモミミ人間だらけになっているはずだ。

　武虎にネコミミとシッポが生えたのは、半年と少し前のこと。

　ストレスが溜まっているような自覚など一いつ切さいなかったのに、ある日突然、帰宅して玄げん関かんを施せ錠じようした瞬間、ポンッとやわらかいゴムボールでも当たったかのような衝しよう撃げきとともにそれらが現れた。

　信じられなかった。しばらく無視して現実逃とう避ひしてみたが、ミミもシッポも勝手に動きまわる。観念するしかなかった。いつも仰あお向むけで姿勢よく就しゆう寝しんしていた武虎は、この日から横向きで寝ねるハメになった。仰向けだと臀でん部ぶがごろごろして落ち着かない。

　せめて我が子でもいれば、「パパはなんの動物さんかなー？　にゃー」くらいの遊びに昇しよう華かできたかもしれないが、あいにく子どもなどいなければ嫁よめもいない。彼女さえいない。いない歴十八年だ。十八年前、小学校四年生の時に同じクラスの女子児童三人に告白されたのが武虎のモテ期ピークだった。そのうちの一人と手を繫つないで下校するという淡あわい恋こいを育はぐくんだが、クラス替がえで自然消しよう滅めつしてしまった。五年生になった彼女にはいつの間にかサッカー部の彼氏ができていて、武虎の仄ほのかな恋心は砕くだけ散った。甘あま酸ずっぱい思い出だ。それ以来、恋はしていない。

　──恋なんてしてる暇ひまはないんだ。僕が家族を支えないと。

　親に多額の借金があると知った中学生の時から、武虎は家族のために生きると決めている。そのためにお金が必要だった。

　高校を卒業してすぐに就職することを考えたが、それには両親が揃そろって大反対をした。医者か弁護士になることを望まれたが、一人前になるまでに多額の費用がかかる上に将来必ず稼かせげるとは限らない。それ以前に、医者や弁護士という職業に就つくには正義感が第一に必要だと武虎は考えていた。家族のことしか慮おもんぱかれない自分は、不適合者だ。

　理工学部に進んで多数のアルバイトを掛かけ持ちしながらなんとか自力で大学を卒業し、文具業界で日本シェア一、二を争う『梅うめ印じるしぶんぐ』に入社して六年。開発部という希望は叶かなわず営業部に配属されてしまったが、苦難を乗り越こえなんとかここまで続けてこられた。地道なルートセールスを担当する営業二課でありながら、武虎の成績は、主に新規開かい拓たくや大口の単発取り引きを担当する営業一課にも引けを取らない。主任の肩かた書がきを戴いただいたのも同期で一番乗りだった。とはいえ、同時にもう一人同期から主任に昇しよう進しんしたため、一番だと胸を張って言うことはできないのだが。

　──あいつにだけは、絶対にコレを知られてなるものか……！

　武虎は鏡の中のネコミミを睨にらみつけた。

　ピルピルッと怯おびえたようにミミが震ふるえる。それがまるで、あいつ──宮みや尾お直なお衛えへの自分の深層心理のように思えて、武虎はカッとなった。

「消えろ」

　怒いかりを籠こめた声で言い、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　そして一つ、大きく深呼吸をしてから目を開けると、ネコミミは跡あと形かたもなく消えていた。代わりに人間の耳が、誇ほこらしくあるべき場所にある。このまま気を引き締しめていれば、大丈夫だ。

　ヨシッ、と気合いを入れて、手を洗った。櫛くしを内ポケットから取り出して髪を整え、ネコミミの痕こん跡せきを消してから澄すました顔でトイレを出る。

　資料室や会議室が並ぶフロアから一階上がって営業部のオフィスに戻もどると、何やら人だかりができていた。

　一課の一係の主任デスクを中心に、華はなやかな男女の笑い声。

　それ以外のオフィス内はがらんとしていて、少し離はなれた管理職デスクに部長と、二課の総そう括かつ事務デスクに鈴すず原はら和わ歌か子こが座っているだけだ。和歌子は黙もく々もくと仕事をしている。黒いニットセーターに黒いスカート、艶つや々つやな黒髪に黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。好き嫌きらいは分かれてしまうようだが、百人いれば百人が彼女は真面目まじめで勤勉だと評する。入社四年足らずで二課の営業事務を総そう轄かつする立場になったのも頷うなずける。仕事以外のことをしている和歌子を、武虎は見たことがない。表情が動くところも見たことがない。彼女はいつも「無」だ。無駄口を叩たたかず、無表情、無感動、無む欲よく、無私、それでいて正確、臨機応変な対応もできる。武虎をはじめ、二課の営業員たちは幾いく度どとなく和歌子に助けられている。彼女は営業アシスタントの鑑かがみだ。

「だから主任ー、おれも『かわいこちゃん』でしょう？　彼女にばっかり貢みついでないで、おれにも奢おごってくださいよー」

　営業部のマスコット的人気者、一課の冬ふゆ木きが甘えたように言った。彼らの中心に立つ長身の男、宮尾に向かって。

「馬ば鹿か者。冬木は確かに可愛かわいいが、俺の『かわいこちゃん』は……」

　続きの科白せりふをかき消すように、「きゃー！　やだぁ、宮尾主任ってばー」「冬木君のこと可愛いだって～」「冬木君、逃にげて逃げてー」などと色めきだった声が上がった。

　武虎は眉まゆをひそめる。

　もう定時は過ぎているのだから私語をしようが別に構わないが、騒さわぎすぎはどうかと思う。ここはオフィスなのだ。時間外とはいえ、節度は必要だ。

　武虎は人だかりを無視して、二課二係の主任デスクに腰こしを下ろした。

「あーっ、宮尾主任！　この写真って先週の『かわいこちゃん』と違ちがうじゃないですか。また替かわったんですか～？」

　ピクッと反応してしまった。この手の話題が、武虎は嫌いすぎて。

「前の子、主任にメロメロだし、お似合いだったのに」

「替わってないぞ。増えただけだ。この子だけじゃなく、みんな俺にメロメロだぜ？　一度愛した子は、ひとり残らず最後まで愛し抜ぬくと決めている」

　芝しば居いがかった艶あでやかな声で宮尾がそう言うと、「きゃーっステキー」「うおぉーっ抱だいてー」等々、歓かん声せいが上がった。

　武虎は反射的に、人だかりの中心を睨みつける。

　バチッと目が合った。火花が散ったように感じた。

　漆しつ黒こくの眸ひとみがナイフの刃は先さきを思わせる鋭するどさで自分を見つめてきて、心臓が、摑つかまれたみたいにぎゅっと収縮する。

　一瞬、怯ひるみそうになった自分を、武虎は叱しつ咤たした。ギリッとまなざしを強くする。目を逸そらしたら負けだ。奴やつにだけは負けたくなかった。同期入社で、同じ営業部で、性格も外見も売上の出し方も正反対なのに同じタイミングで昇進して、ことあるごとに比べられてきた。

　宮尾の口角がにやりと意味ありげに持ち上がる。眸の鋭さは変わらないのに、余よ裕ゆうを漂ただよわせる。まるで自分が王様だと、おまえにないものを俺は持っているとでも言わんばかりの笑えみ。

　腹の底が熱くなった。女性をとっかえひっかえ遊んでいる不誠実な男にも、そんな奴を英えい雄ゆう扱あつかいする周囲の人たちにも、腹が立って仕方がない。

　これ以上聞いていられない、と立ち上がろうとした。けれど武虎より先に、少し離れた場所にある部長デスクの巨きよ体たいが動いた。

「おい、おまえら」

　部長の低い声に、胃の辺りがヒヤッとなる。

　自分は明らかに部外者なのに、叱しかられることを予感した子どものように硬こう直ちよくしてしまう。

　が、しかし。

「俺も仲間に入れろよ。俺の『かわいこちゃん』も見ろ」

　ズンズン近づいてきた部長はなぜかそんなことを言いだして、タブレット端たん末まつを彼らに見せつけた。

「きゃーん、相変わらず可愛い！　双ふた子ごちゃん！　お孫ちゃん！」

　女性社員の黄色い声を皮切りに、タブレットにワッと人が群がる。部長はフフンと宮尾を見た。

「どうだ？　おまえさんの『かわいこちゃん』に負けてねぇだろう？」

「勘かん弁べんしてくださいよ。いくら俺の『かわいこちゃん』たちが天使だと言っても、本物の天使に敵かなうわけがないじゃないですか」

「フン。さすが営業一課のエースだな。おまえさんの切り返しは百点満点、模も範はん解答だ」

「いやだな、部長。本心ですよ」

　──けっ。

　武虎は胸中で吐き捨てた。そんな薄うすっぺらいおべんちゃらが本心だというのなら、自分は絶対に奴を信用しない。

「その『かわいこちゃん』たちに、かなり貢いでるらしいじゃねぇか」

　ドキッとした。それはかなりデリケートな話ではないのだろうか。タブレットにみんな夢中とはいえ、彼らにも普ふ通つうに聞こえる声量だ。現に、自分にも聞こえてしまっている。

「いやぁ、お恥はずかしい。部長までご存じでしたか」

　苦笑いしているものの、宮尾から後ろめたさは窺うかがえなかった。

　武虎は少し、いやな気持ちになる。

「ほどほどにしとけよぉ。ほらよ」

　なぜかそんなことを言いながら、部長は財さい布ふを取り出して諭ゆ吉きちを数人、宮尾に握にぎらせた。

　まさかそれは小こ遣づかいなのか。彼らは一体どんな関係なのだ。武虎は動どう揺ようする。

「ノー残業デーだ。みんなで楽しんで来い」

「部長が連れて行ってくださいよ。みんな部長の武勇伝を伺うかがうの、楽しみにしてるんですよ」

「言ってろ。俺ァ今から『かわいこちゃん』たちの顔見に行くんだよ。ガキらの子こ守もりはおまえさんに任せた」

　フフンと笑う部長に、宮尾は「ごちそうさまです」とまさしく体育会系のビシッとした礼をする。そして握らされた札を扇おうぎ状じように広げ、タブレットに夢中な同どう僚りようたちに掲かかげて見せた。枚数が一いち目もく瞭りよう然ぜん、諭吉はなんと五人もいた。

　思わずゴクッと喉のどが鳴る。それだけあれば、優に食費三ヶ月分は賄まかなえるのに……。

「皆みなの者ー、部長から御ご芳ほう志しをいただいたぞ。お礼申し上げて、酒しゆ宴えんの準備に取り掛かれー」

　突とつ然ぜんの時代劇のような言い回しに、オフィスは笑い声に包まれた。

　口々に部長に礼を言い、彼らは銘めい々めいのデスクに戻って帰り支じ度たくを始める。

　武虎も我に返り、手早くデスクを片付けた。成り行きを見守ってしまったことが悔くやまれる。再び奴と目が合う前に、とっとと帰ろう。武虎は内心焦あせりながら、しかし悠ゆう然ぜんと見えるように心がけて、鞄かばんを手に立ち上がった。

「サクラ」

「山桜だ！」

　──しまった。

　反射的に言い返してしまった。入社から六年、何百回となく繰くり返してきたやり取りだったばかりに。

　これ以上の会話をする前に立ち去ってしまいたいが、それではまるでシッポを巻いて逃げるみたいではないか。

「妙みような省略をしないでくれ。迷めい惑わくだ」

「おまえも飲みにいくだろ、サクラ？」

「人の話を聞け」

「なんだ？　悩なやみ事ならいつでも聞くぞ、サクラ」

「そんなものない。あってもおまえに相談なんかするか。それ以前に、人の、話を、聞け。捻ねじ曲げず、正確に、聞き取れ」

　区切って語気を荒あらくすると、一課の冬木が吹ふき出した。他の社員たちもクスクス笑っている。

「主任たち、本当に仲がいいですね。羨うらやましいです」

　──どこが。

　武虎は思わず冬木に胡う乱ろんな目を向けてしまった。人の苗みよう字じを変に略してコンプレックスを刺し激げきしようとしてくる奴となんて、仲良くなれるわけがない。そもそも宮尾も、自分などと仲がいいと誤解されては迷惑だろうが、それは奴の自じ業ごう自得だ。

　武虎は子どもの頃ころから、「女の子みたい」「可愛い」と言われることが大だい嫌きらいだった。屈くつ辱じよくだと言ってもいい。「サクラちゃん」などと呼んでからかってきたいじめっこたちには、果か敢かんに立ち向かっていった。『武虎』という名前に恥じぬよう、立派な猛者もさになることが人生の目標だ。営業マンとして社会の荒あら波なみに揉もまれ、少しずつではあるが前に進めていると思う。それなのに、猛者への栄光の道をこの男が邪じや魔ましてくる。

「サクラ、何食べたい？　この人数でこれから予約できるとこっていったら居酒屋系は確定だが、和風と洋風どっちがいい？　和風創作、フレンチ系、イタリアン系、無む国こく籍せき……」

「僕は山桜だ。歓かん送そう迎げい会と忘ぼう年ねん会以外の飲み会には参加しない主義だ。よって、失礼する」

「つれないお方だねぇ」

　ツン、と髪かみを引っ張られた。ドキッとする。きっちり櫛くしを通して整え直したはずだが、そこはネコミミで乱れてしまった場所だった。

「やめてくれ」

「宮尾主任、時代劇ブームなんですか？　その言い回し、ちょっと可愛かわいいですね！」

　冬木がズイッと割って入ってくる。しかも男の上司に向かって、可愛いなどとＮＧワードを朗ほがらかに口にして。

「おっ、サンキュー。『かわいこちゃん』すぎて、抱き締しめたくなるだろう？　いいぜ、抱き締めても」

「きゃー主任ー」

　ばふっと音がするほど勢いよく宮尾の胸に飛び込んでいった冬木に、武虎は驚おどろいた。

　冬木は宮尾の腕うでの中にすっぽりと収まる。自分と宮尾だったら、のこったのこったーと相撲すもうの組み手になるだろう。

「冬木、それは抱き締めるじゃなくて、しがみつくだ」

「じゃあ、主任がおれを抱き締めてください」

「俺の子こ猫ねこちゃんになりたいのか？　ハードル高いぜ？」

「きゃー」とまたしても黄色い声が方々で上がる。そして帰り支度を整えた社員たちが続々と集まってきて、「子猫ちゃんじゃなくて『かわいこちゃん』でしょう？」「禁断の愛ですか～？」と、楽しそうに話に加わる。

　そこに、リーダーミーティングを終えた課長と係長たち総勢八名がゾロゾロとオフィスに戻もどってきた。主任クラスはまだ参加できず、部長は加わらない中間管理職だけのミーティングだ。早くここに参加できるようになりたいと武虎は思う。

「お疲つかれさまです」

　心からそう思って、真っ先に挨あい拶さつした。他ほかの社員たちもそれに倣ならう。課長たちは余よ裕ゆうのある笑えみで「おう」「お疲れさん」と挨拶を返してくれる。部長が「おまえさんたち、ノー残業デーにリーダーミーティングとか、物好きだねぇ。早く帰れ」と追いたてる。いつもの営業部の和なごやかな雰ふん囲い気きだ。

　と、その時。

「お疲れのお兄様方、朗報です。義ぎ賊ぞくが札束を恵めぐんでくださいました」

　ビラッと諭吉の扇おうぎを掲げると、「誰だれが義賊だ」と苦く笑しようする部長に、課長係長たちが一いつ斉せいに「ごちそうさまです！」と頭を下げる。これで、彼らも飲み会参加が決定だ。ワッと盛り上がったと思うと、あっという間に宮尾が全員の希望を聞いて意見を取りまとめていく。

　胸の奥がモヤモヤとした。

　自分は参加しないと言っているし、できるはずもないのだからとっとと去ればいいのに、リーダーシップを発揮する宮尾をつい睨にらみつけてしまう。

　これは嫉しつ妬とだと、自覚していた。自分にはできないことを軽々とやってのける宮尾を、素す直なおにすごいと認めればいいのに、プライドが邪魔をする。

「山桜主任、お先に失礼します」

　淡たん々たんと背後から声をかけられて、武虎は我に返った。

　帰り支度を整えた和歌子が、クールに挨拶をしながら浮うかれている人々の間をすり抜ぬけていく。

「あっ、お疲れさま、鈴原さん」

　慌あわてて遅おくれてしまった挨拶を返すと、一いつ瞬しゆん振ふり返って会え釈しやくをしてくれた。

　──僕も帰ろう。

「お疲れさまです。お先に失礼します」

「お疲れさまでーす」

　口々に、笑顔で挨拶が返ってくる。誰も武虎が帰ることに驚かないし、引きとめない。宮尾は幹事として活かつ躍やく中で、もう武虎を見たりしない。

　武虎も和歌子も、歓送迎会と忘年会以外の飲み会に参加しないことは、営業部では既すでに常識だ。無理に参加を促うながされたりもしない。

　和歌子から数分遅れて、武虎もオフィスを出た。

　頰ほおを撫なでた秋風が、少し冷たく感じられた。
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「ただいまー」

　薄うすっぺらい木の扉とびらを開けて、室内に足を踏ふみ入れる。その途と端たん、ポンッとズボンが窮きゆう屈くつになった。

　帰宅して気が抜けると、ネコミミのみならずシッポも生える。ミミが生えた感かん触しよくはないが、シッポはズボンの中でパタパタ動くのですぐに分かる。幸いにも、まだ自室以外でシッポまで生えてしまったことはない。

　革かわ靴ぐつとスニーカーの二足で埋うまってしまう小さな三和土たたきを越こえて、畳たたみに乗る。四畳じよう一間、押入れ一間。風ふ呂ろなし、トイレ共同だが、嬉うれしいことに小さな流し台がある。カセットコンロで室内調理も許可されている。以前は火災予防のため火気厳禁だったが、店たな子こが一人減り、二人減り、今や定住者は武虎一人きりとなったおかげで、様々なことを融ゆう通ずうしてもらっている。

　築五十年を軽く超こえた、二階建てのひょろりと瘦やせたアパートは、昨今は貧びん乏ぼう学生にも見向きもしてもらえないらしい。大家夫ふう婦ふがこまめに手入れしてきたおかげで、なんとかひっそりと佇たたずんでいるが、いつ取り壊こわしが始まってもおかしくないかもしれない物件だ。

　武虎はこのアパートに、大学入学時から通算十年暮らしている。社会人になった時に家賃が値上がりする条件での入居だったが、一階に住んでいる老ろう齢れいの大家夫婦に代わって雑用をこなすという条件の追加で、学生時代の格安家賃を据すえ置いてくれた。いくら取り壊し寸前のアパートとはいえ、東京ではありえない破格だ。雨あめ露つゆを凌しのげて、布ふ団とんで眠ねむれる。それだけで武虎には充じゆう分ぶんだった。

　十八歳の時から武虎を見守ってくれている老夫婦は、おそらく家庭の事情をすべてお見通しなのだろう。

　武虎は給料のほとんど全部を、親の借金返済に充あてている。同年代の平均的な給料に比べるとかなりの額を貰もらっているが、まったく追いつかない。

　自分の生活を切り詰つめて切り詰めて、さらには造花作りの内職までしていたが、『もふ化』したせいで内職はできなくなってしまった。どんなに細心の注意を払はらっていても、ネコの毛が付着してしまうのだ。

『もふ化』を発はつ症しようした当初は、そのこと自体に動どう揺ようしていたせいもあるのだろう。納品した造花にネコの毛がついているクレームを二度受け、三度目に、ネコを手放すか内職を辞やめるかの選せん択たくを迫せまられた。

　手放せるものなら、ネコなど手放してしまいたい。その願いは今も変わらない。それなのにアパートの自室に一歩足を踏み入れたら、部屋を出るまで、どんなにがんばってもネコミミとシッポをコントロールできない。内職を諦あきらめるしかなかった。

　内職分の収入が減り、事情は言えないが仕送りもその分減ってしまったことを、両親は責めたりしなかった。悪い人たちではないのだ。ただ、金銭面で多少だらしないところがあるだけで。

　武虎からの仕送りが減った分を、父は自分が稼かせぎ出そうと、内ない緒しよで怪あやしい儲もうけ話に手を出したらしい。その結果、借金は二倍近くに膨ふくれ上がってしまった。武虎が就職してから五年以上、コツコツ返済してきた額を一瞬で吹ふき飛ばし、元の木もく阿あ弥みどころかさらにマイナス方向に雪だるま式に転がっていった。

　あまりにもショックで、生まれて初めてだというくらい腹が立って、怒ど鳴なってわめき散らしたい衝しよう動どうに駆かられた。こんなにも自分はがんばっているのに、それを台無しにする両親に裏切られた気がした。なぜどう見ても怪しい儲け話なんかに引っかかるのか、どうして手を出す前に一言、自分に相談してくれなかったのか、腹が立って、悔くやしくて、悲しくてたまらなくて、武虎の目には涙なみだが滲にじんだ。

　夜行バスに飛び乗って帰省し、両親と話をした。とことん追つい及きゆうするつもりだった。しかし「武虎を楽にしてやりたい一心でなァ」と男泣きする父を怒鳴りつけることなどできなかったし、「まあ、まあ、なんとかなるわよ～」とおおらかに微笑ほほえむ母を責めることもできなかった。

　自分は、この人たちの一人息子むすこなのだ。産んで、育ててもらった。親として、精せい一いつ杯ぱい愛してくれた。ただちょっと金銭にルーズなだけで、決して悪い人間でないことは、誰よりも自分が一番よく分かっている。だから、自分が彼らを助けなければ。だって、家族なのだから。彼らを助けられるのは、自分だけなのだから。

　父には、もう二度と怪しい儲け話に手を出さないよう約束してもらった。非公式なものではあるが、証文まで交かわした。これから心新たに、また一から三人でがんばって返済していこうと気持ちを確かめ合った。

　父は宮大工という素晴らしい技術を持っているし、母は機はた織おりの職を得ている。伝統工芸の世界は莫ばく大だいな富を築くことは難しいが、贅ぜい沢たくさえしなければ人並みの生活を送れるだけの収入はある。それに父は愛あい嬌きようがあって、どうも憎にくめない人だ。不器用な武虎とは違ちがって友人が多く、愚おろかなことをしそうになったら止めてくれる人もいる。母だって地域の婦人会では中心人物になれるほど、周囲の人たちから慕したわれている。武虎は子どもの頃ころ、そんな両親が自じ慢まんだった。だから彼らの再起を信じて、支え続けようと心に誓ちかった。

　両親を心配させたくなくて、『もふ化』のことは話していない。隠かくそうとするあまり、一時期、連れん絡らくが減っていたことに武虎は気がついた。もっと密に連絡を取っていれば、あんな大事になる前に気づけたに違いないのに。父が愚ぐ行こうに走ってしまったのは、連絡を怠おこたった自分がいけなかったのだと反省した。

　今はもう大だい丈じよう夫ぶだ。『武虎』の名の如ごとく勇ましい虎になりたい自分にファンシーなネコミミとシッポが生えていることに、猛もう烈れつな違い和わ感かんと屈くつ辱じよくを味わったりもするが、随ずい分ぶん慣れたし手て懐なずけられてきたと思う。そもそも電話では姿は見えないのだから、下手なことさえ口走らなければ問題ない。

　武虎はカセットコンロでモヤシ雑ぞう炊すいを作りながら、実家に電話をかけた。

「……もしもし、母さん？　元気？　変わりない？」

『はいはい、変わりないわよー。お父さんも元気よー。武虎は？　元気？』

「うん、元気だよ」

　おっとりとした母の声を聞くと、ホッとする。ゆるゆるの総ゴムジャージから飛び出したシッポが、ピーンと天を衝ついているのが気き恥はずかしくて、こっそりと羞しゆう恥ちの汗あせを拭ぬぐった。

『もふ化』した者のミミやシッポは、「本音」を表しているという俗ぞく説せつがある。

　それを鵜う吞のみにしたわけではないが、武虎は自分の意思に関係なく勝手に動くミミとシッポが不思議だった。図書館で『猫ねこの飼い方』の本を借りてきて調べたところ、なんとシッポがピーンと立つのは甘えているサインであるなどと書かれていた。

　信じたくなかった。それが本当だとしたら、母親との電話でシッポを垂直に立ててしまう自分はなんなのだ。マザコンか。そんな馬ば鹿かな。間違いに決まっている。……何度も否定しようとしたが、それ以外の動きは、内省してみると確かに己おのれの本音を暴あばきたてていた。これはもう、認めざるを得ないのではないか。極きわめて恥ずかしい事実だからこそ、最後は潔いさぎよくありたい。

　ネコミミとシッポは様々な動きを示した。そのせいで武虎は、自覚していなかった自分の本音を突きつけられることが度たび々たびある。自己啓けい発はつなど望んでいなかったのに、強制的にセミナーにでも参加させられている気分だ。

『晩ごはんは？　ちゃんと食べたの？』

「うん。自じ炊すいしてるよ」

『ほんとにー？　武虎は偉えらいねぇ。何作ってんの？』

「ええと……まあ、適当に、煮にたり焼いたり」

　節約メニューのモヤシ雑炊、今夜は豪ごう勢せいに玉子を溶とき入れて一食五十二円也なり──とは、言えなかった。そんなにまで節約しなくていい、ちゃんと食べなさい、と叱しかられるのは目に見えている。

『ええー？　そんな曖あい昧まいなこと言ってー。ほんとにちゃんと自炊しよるのー？』

　楽しそうな笑い声に、雑炊が煮えるまでのほんの短い電話でもかけてよかったと思わされる。

「してるよ。男の料理なんてそんなもんだよ」

『そうだー、テキトーテキトー！　山さぁ入ってイノシシ仕留めて、煮て焼きゃ腹もイッパイだー』

　母の後ろから、父の陽気な声が聞こえてきた。酒が入っているらしい。お金どうしたのかな、と一瞬考えた。しかしすぐに、一いつ生しよう懸けん命めいに働いて帰ってきて、父が唯ゆい一いつ楽しみにしている晩ばん酌しやくに対してそんなことを考えてしまった自分がいやらしく思えて、恥ずかしくなった。

　頭に手をやると、ネコミミがぺしゃりと横を向いてヘタッていた。やはり、気持ちが如によ実じつに表れてしまう。ということは逆に、ミミをピンと立てれば気持ちも上向かないだろうか。空元気も元気、病も気から、というように。

　武虎はネコミミを摑つかんで上に引っ張った。意思に反して手の中で暴れるが、痛くはなかった。人間の耳を引っ張っているような感覚と同じで、痛気持ちいい程度の刺し激げきだ。

「……父さんに、代わってくれる？」

『ハイハイ、お父さんですよー。立派な息子を持って、お父さんは幸せですよー。ありがとなー武虎ちゃん、ありがとなー。んじゃ、電話代かかるだろー、もう切るわー。おっやすみー』

「あ、うん、風邪かぜとか……切れた」

　風邪とか引かないように気をつけてよ、朝晩が冷えるようになってきたから。

　そう続けるつもりだった。父は夏中、窓を開けて寝ねる人だから。そろそろ窓を閉めた方がいいよ、と少しだけ会話するつもりだった。

　膝ひざの上に置いた電話機から、無機質な音が聞こえる。『もふ化』しているから、電話を肩かたに挟はさんでしゃべることはできなくなった。電話中でも両手を使えるようになって便利だけれど、なんとなく、耳から電話機が離はなれた分だけ、両親との距きよ離りも開いてしまったような気がした。

　熱々の雑炊を食べて、流し台で行水をして、二十二時には床とこに入った。

『もふ化』の治ち癒ゆには睡すい眠みんが大事だというから、八時間はきっちり眠ねむるように心がけている。以前は内職していた時間を、今はすべて睡眠に当てている。

　四畳じよう一間のこの家には、テレビもなければ他ほかの娯ご楽らくもない。布ふ団とん一組と、小さな卓袱ちやぶ台だい、アイロンと少しの洋服があるくらいだ。スーツだけは各シーズン、三着ずつ持っている。ルートセールスだから、毎回同じスーツで訪問するわけにはいかない。

　家には帰って寝るだけだから。それで充じゆう分ぶんだった。
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「おーい、サクラ」

　営業先に向かおうと社用車にエンジンをかけたところで、窓を外からコツコツ鳴らされた。

「おっ？　ちょっと待て。なんでアクセル踏ふもうとしてるんだよ！」

　無視して発進したら怒おこるだろうと思いきや、なぜか声を上げて笑っている。閉めた窓越ごしでもはっきり聞こえるのだから、駐ちゆう車しや場にいる他の社員たちの注目が集まるのは道理だった。

　このまま無視を貫つらぬくのはさすがに大人げないと、武虎はアクセルから足を外す。

　無表情で窓を開けてやると、あろうことか宮尾はすかさずロックを解除して助手席に乗り込んできた。

「っ!?　なんの真似まねだ」

「悪い。そこの大通りまで便乗させてくれないか？　通り道だよな？」

　ルートセールスである武虎の予定は、スケジュールボードを見れば誰だれでも分かる。予定納品の他にも、急な注文にもある程度対応できるよう主力商品の在庫を持っておく必要があり、二課の営業マンには一人一台の社用車が割り当てられている。

　対して、一課は新規開かい拓たくや単発契けい約やくを取ることがメインの仕事であるため、公共交通機関での移動が原則となっている。社屋は私鉄駅の真正面で、地下鉄にもＪＲにもアクセス良好な沿線だ。大通りに一体なんの用があるのか。

「架か線せんトラブルで、私鉄がストップしてるんだ。迂う回かいして行きたい」

　大通りから少し進んだ地下鉄の駅に行きたかったらしい。

「行き先は地下鉄の沿線なのか？」

　ひとまず車を発進させて、大通りに向かいながら尋たずねた。なんとなく宮尾の様子がおかしい気がして。

「ん、Ａ駅」

　さらっと答えが返ってきたが、それは私鉄を使えば楽に行けるのに、迂回すると倍以上の時間がかかる目的地だ。

「……時間、大丈夫なのか？」

「まあ、ギリ？　いつも一時間は余よ裕ゆう見て出てるから……おい？　なんで曲がるんだ？」

　直進すべき信号を急に左折した武虎に、宮尾が不ふ審しんの声を上げる。

「ばか、迂回してたら一時間の余裕じゃ危ないじゃないか。私鉄の架線トラブル、どの区間だ？　どこから電車が動いてるか調べろ」

　法定速度ギリギリまでアクセルを踏む。普ふ段だんから渋じゆう滞たいが起こるような道路でもないから、迂回するより動いている私鉄駅まで行った方がきっと早い。

「……まさか、そこまで送ってくれるのか？」

　呆ぼう然ぜんとしたように、宮尾が呟つぶやく。

　チラッと一いち瞥べつすると、宮尾は見たことのない表情をしていた。鹿しか爪つめらしい顔をしたいのに失敗してしまったというような、宮尾らしからぬ変な顔。

「なんだよ」

　何かおかしなことをしているだろうか。ハンドルを握にぎりながら、武虎は眉まゆをひそめた。

「いや……」

　そう言って顔を隠すように鼻をくしゅっとこすった宮尾の頰ほおは、どう見ても朱しゆが差している。まるで照れているみたいに。

　武虎は動どう揺ようした。こんな宮尾は初めてで。

「……なんだよ。とっとと調べろよ」

「いや、うん……サンキュ。おまえのそういうとこ、好きだよ」

「はっ!?」

　思わずアクセルを踏み込んでしまった。グインッと急にスピードが増す。車間距離を充分に取っていて助かったが、前の車がグンと迫せまってきて冷ひや汗あせをかいた。

「ばっ、ばかっ！」

　幼よう稚ちな悪態が口を衝つく。そのことにも羞しゆう恥ちを覚えて、冷汗と相あい俟まって真っ赤になってしまった。

　それなのに宮尾はすっかりいつもの調子で、声を上げて笑っている。

　──なんてやつだ。

　心臓がバクバクと激しく鼓こ動どうを打ち鳴らす。親切心なんか出すんじゃなかった。

「電車は四つ先の駅から動いてる。折り返し運転で、ほぼ通常ダイヤで走ってるそうだ」

　それなら二十分もあれば余裕で着ける。ふっ……とハンドルを握る手から力が抜ぬけかけて、咄とつ嗟さに強く握り直した。

　この男がいる場所で帰宅した時のようにリラックスすることなどありえないが、緊きん張ちようのピークからの落差で、用を足した直後のようにひょこっと生えてしまっては困る。一いつ瞬しゆんたりとも気を緩ゆるめてはいけない。

「最初はそこまでタクシーで行こうと考えたんだが、すべて出で払はらっていて配車までに最速でも三十分はかかると言われて……だから、本当に助かる。でもサクラの仕事の方は大だい丈じよう夫ぶか？」

　やけに真しん剣けんな口調で問われて、一瞥すると、視線が絡からんだ。すぐに引き剝はがしてフロントに戻もどす。これは、逃にげじゃない。自分は今、運転中なのだから。

「山桜だ」

　クッと宮尾が小さく吹ふきだす。「悪い」と謝りつつ、笑いの尾おを引きずっている。

「ルートセールスを舐なめるな。渋滞、天候不順、その他もろもろ、不測の事態に備えて僕だって一時間は……一時間半は、余裕を見て動いている」

　言った途と端たんに、なぜまたしても吹きだすのか。

　車はスムーズに流れていて、危機を脱だつした安心からか、宮尾が纏まとっていた不思議な違い和わ感かんは霧む散さんしていた。いつも通り、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で、人を食ったような笑えみさえ浮うかべてこちらを凝ぎよう視ししてくる。

　普段なら睨にらみ返しているところだが、今は運転中の身だ。これは負けじゃない。

　──いや、むしろ、僕が優位であるべきじゃないのか？　こいつを送っていくところなんだから。

　なんだか腑ふに落ちない。

「サクラって実は負けず嫌ぎらいだよなぁ」

「そんなことない。……山桜だ」

　腹を抱かかえて笑われてしまった。なんなのか、一体。

「訂てい正せい。負けず嫌いで、律りち儀ぎ。それから……優やさしい」

「送ってもらえるからといって、おべんちゃらを言う必要はない」

　律儀なのは宮尾の方だ。

「心外だな。サクラが優しいことなんて、入社した時から知ってるぜ？」

　──噓うそつけ。

「新人研修の最終日の一件なんか特に、鮮せん烈れつすぎて忘れられないよ。……あの時、俺は──」

　何か特別なことでもあっただろうか。武虎にはまったく心当たりがなかった。

　宮尾の言葉の続きを待ってみたが、奴やつは口を閉とざしてしまう。中ちゆう途と半はん端ぱなところで止められたら気になって気持ち悪いのだが。

「あ、猫ねこ？」

「……っ、……っっ!?」

　唐とう突とつにそんなことを呟いた宮尾に、心臓が止まりそうになった。

　うっかり自分の頭にネコミミが生えたのだと思った。それを見られてしまったのかと。

　しかし宮尾は武虎の肩に手を伸のばすと、何かを摘つまみ上げて観察し始める。

「このコシ、毛け艶づや、なにより迸ほとばしる猫感、これ絶対、猫の毛だろ。サクラ、猫飼ってたのか？」

「まさか」

　ピシャッと扉とびらを閉じるように言い切った。その話はここで終わり。そう伝わらないはずがない強さで。

　それなのに宮尾は、「なんで隠かくすんだ？」とまったく応こたえていない。

「写真見せろよ」

「そんなものない」

「おまえ、にゃんこ様のしもべの風上にもおけないぞ？」

　しもべになどなったつもりはない。なんなら強制的に配下に組み入れられた格好だ。

「俺の珠しゆ玉ぎよくのにゃんこ様フォルダ、見せてやろう」

「運転中だ」

「じゃあ今日の終業後、ゆっくりと。飲みにいこうぜ」

「断る」

　飲みになんて行けるわけがない。そんな金銭的余裕はないし、酒なんか飲んで気が緩んだらいくら宮尾の前とはいえ『もふ化』を抑えていられなくなるかもしれない。

「そこをなんとか。送ってもらえてマジで助かったんだ。礼くらいさせてくれ」

　つまり奢おごるということか。それこそ断る。いくら赤せき貧ひんでも、施ほどこしを受けるほど落ちぶれてはいない。ましてや宮尾にだけは、絶対に、絶対に、下に見られたくなかった。

「これは社用車で、僕は同どう僚りようだ。会社の利益を守るために、一社員として自分にできることをしたに過ぎない。プライベートで礼などされる筋合いはない。──着いたぞ。早く行け」

　目的の駅は、人でごった返していた。タクシーを待つ行列や、運行停止区間のバスでの代だい替たい輸送を待っている人たちらしい。

　ここで降ろして本当に大丈夫だろうかと不安を覚えたが、宮尾は無む駄だ口ぐちを叩たたきながらも運行状じよう況きようを調べていたらしい。問題ないようで、一安心だ。

　宮尾はまだ何か言いたげな表情をしていたが、降車専用口に着けると、後ろ髪がみを引かれるように降りていった。

「本当にありがとう、助かった。……おまえのそういう考え方、俺も同じ会社の一員としては尊敬する。……だが俺個人としては、結構──淋さびしいな」

　意味不明な言葉を残して、宮尾は駅舎へと吸い込まれていった。

　武虎は思わずその背を見送ったが、後続車にクラクションを鳴らされて、慌あわてて場所を空ける。

　それから本来のルートを回る間、宮尾の「淋しい」という言葉が耳に残ってひどく困った。
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　駅まで送り届けてやった、あの日以来、なぜか以前にも増して宮尾に絡まれている。

「サークラ、いい加減に観念して、会わせろよー、おまえの『かわいこちゃん』に」

　デスクで報告書を記入していると、珈琲コーヒーの芳かんばしい香かおりを漂ただよわせながら宮尾が近づいてきた。

　両手に持っているマグカップのうち、一つは武虎のマイカップだ。『梅印ぶんぐ』では福利厚こう生せいの一いつ環かんとして、各部署に無料のコーヒーメーカーを設置している。

　無言でトンとカップを置くから、武虎も無言で引き寄せた。礼なんて言ってやらない。今日までに既すでに十回以上、

「淹いれてくれなんて頼たのんでない」

「でもそろそろ休きゆう憩けい入れるだろ？」

「なぜ知っている」

「見てりゃ分かる。サクラの行動は規則正しいから」

「……いやみか」

「どこが？　ところで写真、お願いだから見せてくれよ。あの毛は絶対、美猫だろ」

「猫なんかいない」

「またまた。今日も付いてるぜ？　……それにしてもおまえん家ちのにゃんこの毛、サクラの髪とそっくりな色……」

「いただきます」と遮さえぎって珈琲を啜すする。──という一連の流れを、ほぼこの通りと言っていいくらい正確に繰くり返している。

　意味が分からない。

　だいたい同じ時間にオフィスに戻って報告書を書く武虎とは違ちがい、一課の帰社時間は不規則だ。直帰の日も多い。にも拘かかわらず、宮尾は連日のようにこうして絡んでくる。

　しかも、猫、猫、とやたらうるさい。

　はじめは『もふ化』がバレたのではと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたが、宮尾の態度を見た同僚たちが、

「宮尾の猫好きは病気だから、しょうがない。『かわいこちゃん』を奪うばわれないように気をつけろよ」

　などと冗じよう談だんをまじえて当然のように流しているから、単に武虎が猫を隠していると思い込んでいるのだと理解した。

　それにしても、宮尾がそんなに猫好きだなんて知らなかった。そしてそのことを、自分以外の人たちはみんな知っていたということも知らなかった。

　マグカップの取っ手を握にぎり締しめ、珈琲を啜る。小さく眉まゆをひそめた。今日の珈琲、いつもより苦くないだろうか。

「お願いです。見せてください。この通り」

　拝み倒たおしてくる宮尾に、武虎はどう対処すればいいか分からない。

　人付き合いは苦手だ。

　営業トークだっていつも事務的にしかできないことが、本当はコンプレックスだ。

　宮尾のように、息をするくらい自然に心地ここちいい言葉を返せたら、ネコミミなんて生えなかったのだろうか。

「サクラの『かわいこちゃん』を見せてくれたら、お礼に俺の『かわいこちゃん』たちの写真も見せてやるから。な？」

　我知らず、宮尾を見る目がじっとりと据すわる。

「一いつ緒しよにするな」

　なぜ飼かい猫の写真の礼が、宮尾の爛ただれた女性遍へん歴れきの写真になるのか、理解に苦しむ。

「うちのにゃんこ様を、おまえごときの『かわいこちゃん』たちと一緒にするなって？　──ほら、やっぱり飼ってんじゃねぇか。いつからだよ？　種類は？　あの毛は高貴な血統書付きだろ？」

　目を輝かがやかせて、ぐいぐい迫せまってくる。

　武虎は椅い子すの上で仰のけ反った。近い、近い、と胸中で繰り返して硬こう直ちよくする。

　ふと、先日の「淋しい」という呟つぶやきが耳に甦よみがえってきた。

　どこが、と詰つめ寄りたい気分だ。あんな思わせぶりに言い置いていくから気になってしまったが、こうしている限り、宮尾と淋しさはもっとも縁えん遠どおい感情に思える。

「なあ、写真見せてくれたら、安心安全かつリーズナブルなペットホテルとか紹しよう介かいするから」

「なんだそれ」

「ペットホテル使ったことないのか？　もしかして飼いたて？　それなら尚なお更さら、ペットホテルはちゃんと信しん頼らいのおけるところを押さえといた方がいいぞ。動物病院はチェック済みか？　オス？　メス？　何歳？　去勢は？　エサはどうしてる？」

　矢や継つぎ早に聞かれて、武虎の頭は真っ白になる。

「写真の件は一いつ旦たん横に置いておいて、マジでペットホテルは紹介するぞ。たった一いつ泊ぱくとはいえ、社員旅行の時に困るだろ？」

　不意に出てきた馴な染じみの単語に、武虎の思考はようやく回復する。

「行かない」

「ん？」

「社員旅行、不参加だから」

　慰い安あん目的の社員旅行は、極力参加が望まれるものの、強制ではない。武虎は初年度だけ参加したが、後はずっと不参加を続けている。付き合いが悪いのはあまりいいことではないと、上司からチクリとやられたこともあるが、そんな武虎でも同期最速で主任に昇しよう進しんできたことで、「仕事以外のことは査定に影えい響きようしない」という社の方針が建前ではない証明にもなったと囁ささやかれている。

「それ却きやつ下かだぞ。サクラ、今年は幹事だから。強制参加だ」

「……は？」

「同期であと幹事やってないの、サクラだけだからな。人事部長からのご指名」

「そんなの聞いてない」

「二ヶ月前に任命書が書類で回ってくるから、そろそろだろ。だいたいその前に雑談で知るんだけどな。緘かん口こう令れい敷しかれるような類たぐいのもんじゃないし、早ければ早いほど余興の計画練れるから、人事部に知り合いがいれば決まり次し第だい教えてくれる」

　あまりの事態に言葉が出てこない。パクパクと口を開け閉めしながら、一度だけ参加した初年度の社員旅行を思い出す。社会人の無礼講とはこういうことかと嚙かみ締めるしかなかった、あの宴えん席せき。

「いいじゃん、幹事は旅費全額会社負担だしさ。今年は石川県の温泉旅館らしいぜ。間ま違ちがいなく美味うまい海の幸さちを無料で食べ放題なんて、サクラはラッキーだよな」

「え、や、いや、でも……」

　だんだんと顔が青くなってくる。

　社員旅行なんて、絶対に無理だ。たった一泊二日とはいえ、温泉旅館で、宴席もあって、『もふ化』が露ろ見けんしそうなトラップが今考えただけでも山ほど思いつく。

「無理！」

「猫ねこがいるから？」

　コクコクと勢いよく頷うなずいた。この際もうなんでもいい。行けない理由にさえなれば。

「安心しな。だから、信頼できるペットホテル紹介するから。なんと獣じゆう医いが常じよう駐ちゆうで無料で基本の健けん康こう診しん断だん付き、トリマーもペットシッターも充じゆう実じつしててリピート率九十六パーセント。生まれたてのまだ手がかかる子猫ちゃんでも安心して預けられるぜ」

「……おまえも、リピーターなのか？」

「いや、俺は飼ってないから。でも行きつけの店で教えてもらったから、情報は確か」

「……店？」

「ああ、『かわいこちゃん』たちの」

　ムカッとした。宮尾の言う『かわいこちゃん』は、普ふ通つうに女性遍歴だと思っていたのに……もしかしてキャバクラとか、そういう夜の店の女性たちのことだったのだろうか。

　宮尾が接客業の女性たちに入れあげて、貢みついでいるところを想像したら、ムカムカが腹の底から湧わいてくる。

「紹介なんか結構だ」

　知りたくもない。

「でも、困るだろう？　慣れてる成猫なら一泊くらい留守番させられるが、飼いたてなんだよな？　ひとりで残すのは可哀かわい想そうだし、危険だ。預けられる相手もいないだろう？」

　うっかり、猫を飼っていると頷いてしまったから、今後はその設定で話をしなければいけないのか。

「それくらい、いる」

「誰だれだ？」

　スッ……と、宮尾のまなざしが鋭するどくなった。

　驚おどろいて、鼓こ動どうが跳はねる。自分は今、何か宮尾の気に障さわるようなことを言っただろうか。

　思い返してみたが、そんな覚えはない。

　それなのになぜか、責められているような錯さつ覚かくを覚える。

「おまえがそこまで大事にしてる子を預けるほど、信頼してる相手って、誰？」

　背筋を冷ひや汗あせが流れた。

　おまえに関係ない、なんて、口が裂さけても言えないような重圧感だった。

「……お、大家さんだ」

「サクラのマンションの？　男？　女？　何歳くらい？」

　猫の写真を見せてくれと拝み倒されていた時以上の熱心さで、ぐいぐいと尋たずねられる。

　何がしたいのだろう、宮尾は。まさか武虎の『飼い猫』を絶世の美猫だと勝手に理想を描えがいていて、その預け先に嫉しつ妬としているのだろうか。それほどまでに猫が好きなのか。

「……マンションなんてご大層なものじゃなくて、アパートだけど。年配のご夫ふう婦ふだよ。学生の頃ころからお世話になってるから、実の祖父母みたいな感覚で……」

　言わなくていいことまで、つい口にしてしまった。

　おまえのそんな情報なんて聞いてない、と鼻で笑われるかと思ったが、意外にも宮尾は頰ほおを綻ほころばせる。

「へぇ、サクラ、実はじいちゃんばあちゃんっ子？」

「別にそういうわけじゃないけど……どうでもいいだろ。仕事しろよ」

　定時はもう過ぎている。営業部は基本給以外は歩ぶ合あい制で、その代わり残業代はつかないというシステムであるため、給料ドロボウというわけではない。けれど仕事すべき場所で雑談するというのは、どうも落ち着かない。

　武虎がデスクに向き直ると、宮尾は肩かたを竦すくめて苦く笑しようする。

「今日のところはこれくらいにしておいてやるよ。その代わり社員旅行までに、サクラん家ちに行くから」

「は？　なんで」

「サクラんとこの大家さんに、にゃんこ様のお世話のレクチャーするために」

「ねっ、猫飼いのプロだから、大家さんたち」

　口を衝ついて飛び出してきた噓うそに、武虎は自分で動どう揺ようした。

　人はこうして、一つ噓をつくと、その噓を守るためにさらに噓を塗ぬり固めていくのか。

　営業マンのくせに対人スキルが低い武虎には、こういう経験さえ乏とぼしくてヒヤヒヤする。

「へぇ、それはぜひとも、一度『かわいこちゃん』たちについて語り合いたいな」

　意味が分からない。

　これ以上話していたら墓ぼ穴けつを掘ほりそうで、武虎は書類に集中するフリをした。

　宮尾の気配をしばらく傍かたわらに感じていたが、やがて武虎の肩を励はげますようにポンと叩たたいて、離はなれていく。

　なぜか、奴やつの触ふれた肩が、じんわりと温かいような感覚を覚えた。

　せっかく一人になれたのに、なかなかいつもみたいに仕事に集中できない。マグカップを洗いに給湯室へ行こうかと顔を上げたところに、部長と一課二課の課長たちが揃そろってオフィスに入ってくる姿が見えた。

「おーい、今いる奴ら、ちょっと集合。緊きん急きゆうで相談したいことがある」

　緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きではないが、トラブルであることは分かった。オフィス内にいた誰もが手を止め、部長デスク前に集合する。宮尾もいた。なぜか一人だけ一課長に手招かれて話している。

「実は、ついさっき山やま村むらが急性虫ちゆう垂すい炎えんで病院に担かつぎ込まれて、今手術を受けてるところだ」

　驚きと心配の声が同どう僚りようたちから上がる。

　山村は二課一係の係長だ。自社製品の知識が群を抜ぬいていて、会社創設以来の廃はい番ばん商品まで全すべて把は握あくしているのではないかと噂うわさされるほどの生き字引だ。

「腹ふく膜まく炎えんも起こしてないし、手術自体は簡単なものだから心配ないらしい。ただ、十日ほどしっかり休養を取らせることにした。仕事の割り振ふりについては週明け以降に追って連れん絡らくするが……宮尾」

「はい」

　宮尾が一歩、前に出る。

「明日あしたと明後日あさつての土日、大おお阪さか文具博覧会に、東京営業部から俺と山村さんが出席する予定でした。──サクラ、山村さんの代打、頼たのめないか？　俺と大阪に行ってほしい」

　なんで僕が、などとこの場で吐はき捨てられるほど、武虎も空気が読めないわけではなかった。

「猫は、大家さんに安心して預けられるんだよな？　問題ないだろう？」

　問題なんて大有りだ。

　けれどとりあえず、ここは『梅印ぶんぐ』の社員として、二課の営業マンとして、頷かないわけにはいかないのだろう。

「何か外せない用があるなら言えよ、山桜？」

　部長が頼もしい巨きよ体たいでズイッと迫せまってくる。

「……僕でお役に立てるのでしたら、行かせてください」

　ちょっと泣きたい。『もふ化』がバレないだろうかという不安で。

　だが考えようによったら、社員旅行の予行演習と捉とらえられなくもない。出張は温泉旅館ではなくビジネスホテルだし、気が抜ける機会は格段に少ないだろう。

「すまんな。だが山桜なら山村も安心だろう。休日出張分の代休は、今月中に振り替かえて取ってくれ。今日の急ぎの仕事はあるか？　ないなら宮尾と打ち合わせして、早めに帰れ」

「はい……ありがとうございます」

　ちゃんと、営業スマイルを浮うかべられているだろうか。







　　　　＊　　＊　　＊




　怒ど濤とうの二日間だった。

　大阪の港に面した大きなイベントホールは、『夢、描け書け、ぶんぐ博』とポップな文字と可愛かわいいデコレーションで彩いろどられた横断幕とはかけ離はなれ、『大坂夏の陣じん』を連想させられるほどの熱気と熱量に満ちていた。

　国内の主要文具メーカーのみならず、海外からの企き業ぎようも多数参戦していて、来場者の目も血走っていた。

『梅印ぶんぐ』は日本の文具シェアのトップ争いを長年繰くり広げている優良企業だ。ブースも広く、ひっきりなしに客が訪おとずれ、一いつ瞬しゆんたりとも休きゆう憩けいを挟はさむ暇ひまがなかった。

　この博覧会は大阪本社の管かん轄かつで、設営も人員もそちらから出されている。武虎と宮尾は、東京本社管轄の取引先や人脈に対応するための、いわば助すけっ人とだった。とはいえ、大阪の社員たちと同様に来客対応をこなし、商品説明をし、商談ブースで詳くわしい話をしまくった。おかげで何件か、今後の取り引きに発展しそうな案件が出てきた。

　──新規開かい拓たくとか単発取り引きも……結構、楽しいものなんだな。

　自分には二課のルートセールスがピッタリだと、自他共に認められていたわけだが、意外な発見が嬉うれしかった。

　そして宮尾のことも、少し、素す直なおに尊敬してしまった。奴の営業手しゆ腕わんは本物だ。言葉選びが巧たくみで、つい聞き入ってしまう。ちりばめられた言葉の端はし々ばしに興味をそそられ、前向きに検討を始めると、その客の態度の変化を宮尾は見み逃のがさない。すかさず、営業よりも商品知識の豊富な開発部や商品管理部の社員をさりげなく同席させて、客と彼らの橋はし渡わたしをする。適度なところで宮尾は下がり、新たに訪れた客の対応を始める。

　対人スキルというものの意味を、見せつけられた格好だ。

　オフィスで同僚たちをまとめあげるシーンを何度も見てきて、その時は嫉妬から彼のすごさを認めることができなかったが、こうして初めて一いつ緒しよに仕事をしてみて分かった。格が違ちがう。

　同期入社とか同じ主任だとか、張り合う要素は山ほどあって、だからこそ絶対に奴にだけは負けたくないと反発心を抱いだいてきたが……ここまで差を見せつけられると、もはやそんな気も起きなかった。

　自分は宮尾のライバルだと思ってきたが、そんなふうに思っていたのは、自分だけだったのかもしれない。

　──完敗だ。……宮尾は、本当にすごい。

　必死に目を背そむけていた事実を、とうとう認めてしまったような気がした。

　武虎のプライドはズタズタで、もっと落ち込んだり、宮尾に劣れつ等とう感を煽あおられたりするだろうと思ったが、なぜかまったく逆だった。まるで憑つき物が落ちたみたいに、すとんと気持ちが楽になる。

　そして残ったのは、少しの悔くやしさと、それを凌りよう駕がする尊敬の念だった。

　見習いたいと思う。宮尾の長所や、人への接し方を。

「いやー、お疲つかれさんでした。おかげさまで二日間、無事に乗り切ることができました。大阪本社のみんな、おおきにな。ほんで、東京から来てくれはった宮尾さんと山桜さん、ほんまにありがとうございました。みんな、拍はく手しゆ！」

　閉会して、撤てつ収しゆうが始まる前の締しめの挨あい拶さつは、出店責任者である大阪本社のチームリーダーだ。

　誰だれもが精せい一いつ杯ぱいの拍手をしていた。全力を尽つくしたことが、自然とこの力の籠こもった拍手として表れているのだろう。

「なんとびっくり、過去最高の契けい約やく件数、商談件数です。商談予約も例年と比べてめちゃくちゃ多い。なんじゃこりゃ？　のレベルです」

　具体的な数字の報告があると、おおーっと歓かん声せいが上がる。武虎も驚おどろいた。やたらめったら忙いそがしかったが、こうして結果に繫つながっていると分かると疲れも吹ふき飛ぶ気がする。

「二日間見てて思たんやけど、宮尾さんと山桜さんは、アレやねぇ、ボケとツッコミ」

「え」

　漫まん才ざいをした記き憶おくはないのだが。そもそも宮尾と長く話す機会などまったくなかった。

「ちゃうわ。なんて言うたらええんやろ……聞き手としゃべり手？　動と静？　ええとつまり、展示してる新商品の情報がほしいとか、とにかく目的が明確で『聞きたい』人は宮尾さんに引き寄せられて、話術にすっかり嵌はまるんやね」

　うんうん、と大阪の社員たちが頷うなずいている。武虎も納なつ得とくした。宮尾の手腕は、誰の目にも明らかなのだなと、同僚として少し誇ほこらしい気持ちになる。

「ほんで、山桜さんとこには、『聞いてほしい』人が引き寄せられていくんやなぁて思た。ピンポイントの商品やなくて、『梅印ぶんぐ』に興味はあるけど、どれを使つこたらええか分からへん人たちが、自分とこの会社はこういう環かん境きようでこういう使い方ができそうな商品を探してるんやけど……っていう漠ばく然ぜんとした話をしに山桜さんとこに行かはるんや」

　うんうん、と大阪の社員たちが再び頷く。宮尾も頷いていた。武虎にとっては目からウロコだ。対応している客にそんな違いがあるなんて、気づいていなかった。確かに話を聞いて、幅はば広ひろい商品ラインナップの中から、目的に応じられそうなものをいくつかピックアップして紹しよう介かいしていたが。

「せやから、宮尾さんは当日契約の件数が多くて、山桜さんはルートセールスの顧こ客きやくに繫がりそうな、日を改めての商談予約が多いんやなぁて思いました。一課と二課から一人ずつ助っ人って聞いてたけど、なるほど納得やわ。お二人とも、さすがです」

「適材適所でしょ？」

　宮尾の自じ慢まんげな発言に、ドッと笑いが起こる。

「ほんまに！　二人揃そろて大阪本社に来てほしいわ」

「だってさ、サクラ。どうする？　俺らがコンビ組んだら、大阪乗っ取れるぜ？」

「させへんわ！」

　鋭するどいツッコミが手刀とともに宮尾を襲おそい、場はさらに笑いに包まれる。

「ほな、撤収して、打ち上げに行きましょか。大阪ナイトを、心ゆくまで楽しんでもらいまひょ～」

　悪代官のような芝しば居いがかった笑えみに、武虎もつい笑ってしまった。

　撤収を終えて連れて行ってもらったのは、たこ焼きやお好み焼きなど大阪名物の『粉モン』メニューが豊富な居酒屋だった。何を食べても美味おいしい。出汁だしが利きいているとはこういうことかと感動すら覚えた。

『もふ化』してから酒の席に挑いどむのは初めてで、かなり緊きん張ちようしていたが、大阪の人たちの会話があまりにもおもしろくて武虎も次し第だいに打ち解けていった。宮尾の話術には感心させられるが、大阪人の話術はまた違った方向にすごいと思う。台本があるのではとか、事前にネタの打ち合わせをしてきたに違いないとか、何度も思わされた。そういうものは一いつ切さいないそうだが、本当だろうか。

　満腹とほろ酔よいの状態で打ち上げはお開きとなり、このまま二次会へなだれこもうと誘さそってもらえたが、「明日の始発で帰らないといけないので」と宮尾が上手うまく断ってくれた。実際には午後に出社できる時間に大阪を出ればいいが、これも社交術なのだろう。武虎はこういう受け答えを咄とつ嗟さにすることが苦手だ。現に今も「今日はもう充じゆう分ぶんです」と、事実だが、あまり上手いとはいえない断り文句を口にするところだった。

　また飲みに行こうと約束を交かわして、宮尾と二人でホテルに戻もどった。

　幸いなことに、出張の際のビジネスホテルは基本的にシングルと決まっている。状じよう況きようによりツインになってしまうこともあるらしいが、今回は無事に隣となり同どう士しのシングルだった。

　部屋の前で「お疲れ」と別れようとすると、引きとめられる。

「サクラこそお疲れ。今から俺の部屋で、もうちょっと飲まないか？」

　慣れた様子で、宮尾が誘う。出張の時はいつもそうしているのだろうか。武虎は泊とまりがけの出張など片手に足りるくらいしか経験がないが、宮尾がちょくちょく出張で社を空けることは知っている。

「いや、今日はもう充分だから」

　口から零こぼれたのは、やはり芸のない断り文句だった。せめてもう少し気の利いたことが言えないものかと、自分で呆あきれる。

　けれど宮尾は「そうか」とやわらかく微笑ほほえんだ。

「明日あしたの朝食は、一緒に摂とってもいいか？」

「……バイキングだろう？　時間が合うなら、別に」

「サンキュ。サクラが食堂に行く時、ケータイ鳴らしてくれよ。すぐに出るから」

　偶ぐう然ぜん時間が重なったら、という意味で口にしたつもりだったが、宮尾の解かい釈しやくは違ったらしい。なぜそうまでして一緒に朝食を摂ろうとするのだろう。そういえば今朝も、武虎が先に朝食を終えてしまったことをやたら悔しがっていた。同行者と一緒に食事するというのが、宮尾のポリシーなのだろうか。これが対人スキルの違いというものか。つまり宮尾の真似まねをすれば、自分も対人スキルアップを図はかれるのだろうか。

「分かった。鳴らす」

「今ちょっと、鳴らしてみて？」

　やわらかな笑顔の大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。どこか浮うき浮きとした様子の宮尾に、なんだかこちらが落ち着かなくなってくる。

「なぜ？」

「いいから」

　意図がまったく読めないが、これもスキルアップの一助となるかもしれない……と、渋しぶ々しぶ、ケータイを取り出した。営業マンの電話番号は、すべて登録済みだ。言われた通りにかけてみると、目の前で「はい」と応じる。そして数秒の沈ちん黙もくの後、宮尾は通話を切った。

　なんの意味があるのかと視線で問うと、宮尾はやたら嬉しそうに笑う。

「サクラからの、初電話だな」

「は？　それだけか？」

　頷かれて、ムカッとした。なんたる電話代の無む駄だ遣づかいか。

「おまえ、酔ってるのか？」

　見た目がまったく変わらないから気づかなかったが、そう考えたら合が点てんがいく。

「ちょっとね。サクラだって酔ってるだろ？」

「酔ってない」

「負まけず嫌ぎらい」

「とっとと寝ねろ」

　吐はき捨てて自分に宛あてがわれた部屋へ入ろうとしたら、手首をガシッと摑つかまれた。

　ビクッと体が揺ゆれてしまう。摑まれたのは手なのに、心臓まで鷲わし摑づかみにされたみたいに激しく反応した。

「酔ってなくても、今夜は風ふ呂ろに入るなよ。軽くシャワー程度ならいいが、湯ゆ船ぶねは駄だ目めだ」

「余計なお世話だ」

「こういう仕事の飲み会って、気を張ってる間は気づかないが、意外と酒を過ごしてるものなんだ。気が緩ゆるんだら酔いが一気に襲ってくるし、風呂はさらに酔いが回るから、本当に危険だ。絶対に駄目だ」

「……分かったよ」

　心配してくれていると気づいたら、酔っていないと言い張るのも大人げない気がした。

「サンキュ。……じゃ、おやすみ」

　手首から宮尾の手が離はなれていった。武虎も「おやすみっ」と返して、部屋に飛び込む。

　ドアが音を立てて閉まった瞬しゆん間かん、ポンッと小さな破は裂れつを起こしたみたいな勢いで、スラックスの臀でん部ぶが盛り上がった。そして窮きゆう屈くつになる。

　シッポだ。疑いようもなく、間ま違ちがいなく。

　やっぱり今夜も生えてしまったか……という落らく胆たんが少なからずあるが、部屋に入るまでもっただけマシかとも思う。

　スーツを丁てい寧ねいにハンガーにかけ、浴衣ゆかたを持ってバスルームに入った。鏡に映った自分の頭にも、やはりネコミミが生えている。気にしないことにしてシャワーを浴びる。

　図書館で借りた『猫ねこの飼い方』本によると、猫は水が苦手らしいが、武虎のミミとシッポはそれらしき様子は見せなかった。むしろ伸のび伸びとして、喜んでいるようだ。「本音」が表れているという説がまたしても証明されたようで、なんだかいやだ。

　全身を洗い終えて、バスルームを出ようとした。

　けれど……湯船が武虎を呼んでいる。

　昨夜、出張一いつ泊ぱく目の夜、ここにたっぷりの湯を張って、まったりと過ごした至福の時間が思い出される。

　湯船に浸つかるのは、半年ぶりくらいだった。

　以前は流し台での行水の他ほかに、十日に一度の贅ぜい沢たくとして銭湯に通っていたが、『もふ化』して行けなくなってしまった。そして明日、東京に戻ったら、今度いつ湯船に浸かれるか分からない。『もふ化』している限り不可能なのだから。たとえ家を出る時に引っ込めることに成功したとしても、湯船に浸かってからも緊張を保ち続ける自信などなかった。

　シャワーの雫しずくで濡ぬれている湯船を見つめ、ゴクッと喉のどが鳴る。

　宮尾が心配してくれたことは分かっているが……本当にまったく酔っていないから、大だい丈じよう夫ぶのような気がする。

「……半身浴とか、なんなら足湯でやめとけばいいんだし……」

　それなら万が一、急に酔いが回ってきたとしても、すぐに風呂から出ることができる。

　言い訳のようにひとりごちて、武虎は蛇じや口ぐちをいっぱいに捻ひねった。ドドド……と勢いよく湯が出てきて、湯船にたまっていく。待ちきれなくて足を浸けた。足だけで既すでに幸せを感じる。太ふと腿ももまで浸かっても、湯が腰こしまでの高さになっても、意識は明めい瞭りようで酔いを心配する必要を感じなかった。

「うん、大丈夫だ」

　確信して、武虎は本格的に湯船に浸かることを決めた。

　たっぷり湯を張って、肩かたまで沈しずみこむ。

「はー……極楽」

　呟つぶやいた時、かすかにケータイが鳴っているような気がした。だが、時間的に両親はもう寝ている頃ころだ。気のせいだろうと、湯の中で手足を伸ばす。シッポもリラックスしている。

　風呂ってすごい。本当に久しぶりに癒いやされた気分になる。

　このままずっとこうしていたい……と願い、そんなことは不可能だと気分が沈んでしまった。

　──いつまで続くんだろう。

　こうして一人で秘密を抱かかえた生活は。

　随ずい分ぶん慣れたつもりだが、時折、無む性しように不安になる。

　思わず、バシャッと勢いよく湯に顔を浸けていた。ぶくぶくと空気の泡あわを吐く。こんなふうに目に見える形で、不安も吐き出してしまえたらいいのに。

　顔を上げて、もう一度同じ動作を繰くり返そうとした……その時。

　ドンッ！　と、唐とう突とつに壁かべが激しい音を立てた。そしてかすかに「サクラ」と呼ばれた気がする。

　──あっ！　こっち側、宮尾の部屋だ。

　部屋の音おと漏もれがないから油断していたが、湯を張る時の大きな音は筒つつ抜ぬけだったのかもしれない。湯船は駄目だと言われていたのに、ちゃっかり入っていることがバレバレなのか。

　武虎は息を潜ひそめた。大人なのだから自己判断で入浴したところで叱しかられる筋合いはないが、心配してくれている人に対して不誠実なのは人としていけないことだ。

　ドンドンッと続けて壁を叩たたかれ、武虎はひたすら息を殺した。やがて、宮尾がバスルームを出ていったらしい音が伝わってくる。

　──い、今のうちに出とこう。

　慌あわててバスタオルで体を拭ふく。厄やつ介かいなのはネコミミとシッポだ。頭とう髪はつと同じくらい乾かわきが遅おそい。それでも一応は下着をつけて、バスルームを出る。もう少しシッポの水気を切ってから浴衣を着ようと、ベッドに乗る。そこに置いてあったケータイが不在着信を報しらせる光を点てん滅めつさせていた。電話が鳴っている気がしたのは、勘かん違ちがいではなかったらしい。

　着信履り歴れきを確かめて、目を見張った。画面は宮尾直衛の名前で埋うめ尽つくされている。

「え？　え？　何事……？」

　動どう揺ようしている武虎に、玄げん関かんのドアノブをガチャガチャさせる音が聞こえてきた。

　チャイムではなく、鍵かぎが開く音。そして……。

「サクラ！」

　血相を変えた宮尾が部屋に飛び込んでくる。

　玄関の脇わきにあるバスルームを目指していた宮尾の体が、時を止めたように固まった。

　武虎も固まる。

　視線が絡からみ合い……宮尾の視線がぎこちなく、武虎の頭上と、臀部の辺りを順に辿たどった。　>>>♥

「………………なるほど」

　金かな縛しばりが解けたみたいに、ハッとした。慌ててバスタオルをかぶるが、もう遅い。

　開け放たれている玄関の、死角になっている廊ろう下かから、「お客様？」と遠えん慮りよがちな声が聞こえた。どうやらホテルマンにスペアキーを借りてきて開けたらしい。

「すみません、大丈夫でした。泥でい酔すいしてたから、心配しすぎました」

　誰だれが泥酔だ、と文句を言いたいところだが、ホテルマンには早く立ち去ってもらわねば困る。

「どっ、同どう僚りようがお騒さわがせしてすみませんでした。風呂に入ってて、電話に出られなかったから……その、まだ、服を着てなくて……」

　もごもごと言い訳になってしまった。

「あ、それは失礼しました。ご無事でよかったです」

　宮尾からスペアキーを受け取り、ホテルマンは戻もどっていった。

　ひとまずホッとしたが、まだ、大きな問題が部屋の中にいる。

「……出ていけ」

　強く言うつもりが、やけに細い声になってしまった。

　宮尾がゆったりと歩み寄ってくる。逃にげたいけれど、逃げ場はない。逃げたいと思っていることを知られたくもない。

「写真、どんなに頼たのんでも見せてもらえないはずだ。まさか──こんな美猫だったとは」

　突とつ然ぜんの甘い声こわ音ねに、武虎は再び固まる。

　どうやら自分は、理解の範はん疇ちゆうを著いちじるしく逸いつ脱だつする出来事に遭そう遇ぐうした時に、固まってしまう性質を持っているらしい。

「いつから？」

「……何が」

「『ヒト突とつ発ぱつ性せい身しん体たい変異及および濃のう毛もう症しよう候こう群ぐん』」

　久しぶりに正式名めい称しようを聞いた。しかも嚙かまずに言い切るとは。

「誰か、俺以外に知ってる人はいるのか？」

　半年ほど前に発はつ症しようしたなんて答えずにいると、別の質問をされる。

「……いない、って言ったら、秘密にでもしてくれるのかよ」

「取り引きしないか？」

「は？」

　にやり、と宮尾が意味ありげな笑えみを浮うかべる。

　全身の産うぶ毛げがよだつような、嫌いやな感覚を覚えた。

　──脅おどすつもりなのか……？

　黙だまっている見返りに金銭を要求されるとか、何かとんでもない悪事に加担させられるとか。

　そんな予感に、武虎はショックを受けた。

　宮尾に限ってそんなことを言うはずがないと信じたいが、キャバクラに通って女の子たちに貢みついでいるという一面をつい先日知ってしまったばかりだ。決してキャバクラ自体が悪いとは思わないが、貢いでいるとか、その相手が一人や二人ではないらしいとか、そういうことは武虎には受け入れられない。

「別に、言えばいいだろう。会社にだってその辺の人にだって、こいつはネコミミを生やしてますって吹ふい聴ちようすればいい。発症して半年になるが、業務に支障はきたしていない。このミミとシッポは帰宅時間以外は僕が油断さえしなければ消えてくれるんだ。業務以外のことは査定に影えい響きようさせないと会社では規定されている」

「落ち着け、サクラ。そんなに怯おびえるなよ」

「おお怯えてなど、いない！」

「シッポとミミ」

　指差されて、武虎はシッポを見下ろした。シッポはいつの間にか、脚あしの間に挟はさまって硬こう直ちよくしていた。

「シッ、シッポがどうした。こうやって収納だってできるぞ！」

　宮尾が吹ふきだす。武虎はカーッと赤くなった。

　笑われたこともそうだが、自分の格好にようやく気がついて。パンツ一丁の素すっ裸ぱだかだった。しかもトランクスに、シッポの穴を開けているという間ま抜ぬけな姿。

「やばい。限界。サクラ──触さわらせて」

「……は？」

　たった二歩で、宮尾は武虎の前に立った。

「優やさしくするから」

　まるで懇こん願がんするような、甘い声。

　ドッと汗あせが噴ふきだしてきて、武虎はベッドに跳とび上がって逃げた。逃げたいという気持ちを悟さとられたくないなんて、そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではない。

「へっ、変態！」

「分かってる。俺、本当に変態なんだ。猫ねこが好きで好きでたまらない。だってもう、見てくれよこの『かわいこちゃん』たちを！」

　突然、宮尾のケータイ画面を突つきつけられる。心なしか呼吸が速い。奴やつが『かわいこちゃん』と書かれたフォルダを開いて自動再生すると、次々に猫の写真が現れる。

「な!?　天使だろう!?」

　宮尾の目が爛らん々らんと輝かがやいている。

　オフィスで何度も見かけたことのある……こうして『かわいこちゃん』たちを同僚に見せびらかしている時の、いかにも嬉うれしそうな表情だった。

「…………これが『かわいこちゃん』？」

「なんだよ、どう見ても『かわいこちゃん』だろ？　近場の猫カフェ一軒にひとりずつ、この子って決めて貢いでんだよ。エサ代寄き附ふしたり、ケージ新調に一口乗ったり、おもちゃ差し入れたりさ。最近の猫カフェは、保健所から引き取った子を売上で養ってるってパターンも多いから、遊びに行って指名することでその命が救われたりもするんだぜ？」

　──…………猫だったのか……っ！

　真実が、ようやく見えてきた。

　宮尾の『かわいこちゃん』は、みんな猫。キャバクラの女の子に入れあげていたわけではなかったのだ。貢いでいると言ってもブランド物のバッグや宝石なんかの高級品を買い与あたえているのではなく、エサや飼育の必ひつ需じゆ品。

　だから同僚たちも上司もみんな『かわいこちゃん』に対して寛かん容ようだったのだと、ようやく理解する。

　恥はずかしくてたまらない。こんな誤解を何年もしてきてしまった自分が。

　そして、ずっと軽けい薄はくな遊び人だと思い込んできた宮尾の印象が覆くつがえる。遊び人どころか、むしろもう少し人間の女の子に時間を割さいてあげようよ、という感じではないだろうか。いや、彼女とのデートで猫カフェに行っているのかもしれないが。どちらにしても、不誠実な軟なん派ぱ男とは程ほど遠い。

「……そんなに猫が好きなのか」

「ああ、好きだ」

　ドキッとした。そういう意味じゃない。これは自分に対しての言葉じゃない。

　分かっているのに、やけに気持ちが籠こもっているように聞こえて、動揺してしまった。

「こ、こんな、『もふ化』なんて言っても人間の、妖よう怪かいみたいなネコでも撫なでたいと思うのか」

「撫でたい。サクラ……撫でさせてくれ。あわよくば、俺だけの専属にゃんこになってくれないだろうかと願っている」

「はっ!?　なんだそれ」

「猫カフェの相場は、入室がワンドリンク付き一時間で千円、子猫ちゃんと密室ふたりきりで戯たわむれるのが一時間千五百円前後、その他ほか、確実に撫でさせてくれるおもてなしにゃんこは、その子によって値段が違ちがう」

　一体なんの話を始めたのか、分からなかった。だが子猫なのにそんなに稼かせぐのか……造花の内職よりも確実に稼いでいる……と、羨うらやましくなってしまった。

　同じミミとシッポが、自分にとっては厄やつ介かい者でしかないこの現実がつらい。

「サクラにゃんこ……『サクにゃん』の値段はいくらだ!?」

　突とつ拍ぴよう子しもない質問に、武虎は固まった。というか、その意味不明のふざけたネーミングはなんなのだ。衝しよう撃げきのオンパレードで何がどうなってどういう質問をされているのか、頭が真っ白になってしまう。

「え、その、……三百、円？」

「三百円!?」

　ガバッと宮尾もベッドに片かた膝ひざを乗り上げてきた。

　反射的に逃げようとするが、壁かべに阻はばまれてもう逃げられない。宮尾がずいずいと迫せまってくる。目がありえないくらいキラッキラと輝き、明らかに呼吸が荒あらい。変態的な身体反応が露ろ見けんしているのに、爽さわやかに見えるのがずるい。

「たった三百円でいいのか!?　本当に!?」

「え、あ、うん……？」

　そういえばさっき、猫カフェの相場は入室一時間千円と言っていた気がする。それに比べると三百円とは、自分を貶おとしめてしまったような屈くつ辱じよくを一いつ瞬しゆん覚えたが、武虎は決して可愛かわいい猫ではなく、ただの『もふ化』したネコもどきだ。三百円でも釣つりが来る。

　──っていうか、え、三百円、払はらうつもりなのか？

　恵めぐんでもらうほど落ちぶれていないという反発心は湧わいてこなかった。

　目の前の男が、あまりにも変態だからだろうか。ただネコミミとシッポが生えただけの同どう僚りようの男と同じ部屋にいるために、心から喜んで三百円払おうという意思が伝わってくるからかもしれない。

　猫が猫というだけでその存在に価値があるのなら、ネコもどきにも存在そのものに価値を見み出いだす奇き特とくな変態がいてもおかしくないのかもしれない。

　それに三百円あれば、二日分の弁当が作れる。なんならファストフードなどという贅ぜい沢たくだってできてしまう。

「サクラ、無理してないよな？　……できれば多少の無理をしてでも俺の切なる願いを叶かなえてほしいが、それよりも、おまえの嫌がることは絶対にしたくない」

「え？　まあ、別に……」

　同じ部屋の中にいるくらい。宮尾にはもう、ネコミミもシッポもバレているのだから。

　さっきから少し動どう悸きが激しいが、驚おどろいたせいだろう。慣れれば鼓こ動どうも治まるはずだ。

「ありがとう、サクラ……」

　え？　と、今度は声にならなかった。

　腕うでを緩ゆるく摑つかまれ、ベッドに転がされたから。仰あお向むけに寝ね転ころがった武虎の上に、宮尾がのしかかってくる。

　見下ろしてくる宮尾の表情は、あまりにも真しん剣けんで──それでいて明らかに興奮していた。

　──な、に？　どういう、こと……？

　バクバクと心臓が乱れ打つ。

　自分の身に何が起こっているのか、まったく理解できない。

「怯えないでくれ……痛いことはしないから」

　──い、痛いこと？　痛いことって、なんだ？

　頭の中でぐるぐると考えているうちに、手が伸のびてきた。長い指を見せ付けるように武虎の顔の上で止め、囁ささやく。

「触るよ、『サクにゃん』」

　語ご尾びにハートが乱らん舞ぶしているような、甘い声。そして、すいっと頭を撫でられた。

「にゃっ!?」

　ピリッと静電気のようなものが髪かみの上を走った気がして、妙みような声が飛び出していた。

　慌あわてて口を押さえると、ふっ、と宮尾が微笑ほほえむ。とろけそうな甘い笑えみ。

　ぎゅっと心臓が収縮する。なんだこれ、と武虎は狼ろう狽ばいした。髪の上に感じた静電気なんて、心臓の痛みに比べれば瑣さ末まつなことだ。

「可愛い」

「っ!?　誰だれが！」

「ん。ネコミミが」

「あ!?　……うん」

　可愛いという言葉は、子どもの頃ころから武虎の敵だった。しかしネコミミが可愛いのは、仕方ないかもしれない。しかもそう言う相手は変態レベルに猫好きなのだから。きっと三角形のおにぎりや積み木を見ても、ネコミミを連想して可愛いと言いだすに違いない。それなら『もふ化』のネコミミくらい、奴にとっては普ふ通つうに可愛い範はん疇ちゆうだろう。

「やばい……こんな、たった一撫でで指の先から幸せが広がってくるような感覚、味わったことがない。もう一回、いいか？　一回というか、何回か撫でていいだろうか？　ちゃんとカウントしてるから。一撫で三百円、後でちゃんと払うから」

「はっ!?」

　驚きすぎて目が飛び出すかと思った。

　一撫で三百円？　何を言っているのだろう、この変態男は。

「やっぱり安すぎたか？　悪い。一撫で五百円払うから、お願いだ。撫でさせてくれ！」

　懇こん願がんしてくる宮尾に、武虎は必死にかぶりを振ふる。

「待て待て、ちょっと落ち着け、宮尾」

「っ！　も、もう一回、呼んでくれ」

　宮尾が目を見開く。

「何を？」

「俺の名前」

「宮尾？」

「クッ……！」

　バフッと布ふ団とんを拳こぶしで叩たたき、何やら身み悶もだえている宮尾が怖こわい。

「俺、『宮尾』って苗みよう字じの家に生まれてきたこと、今初めて心から神に感謝した」

「ハハハ……」

　意味が分からないことが、普通に思えてきた。

「一撫で五百円でいいか？」

　いきなり話が戻もどったらしい。

「ちょっ、ちょっと待て。それだけど、僕は、入室料が三百円だと言ったつもりだったんだ。一撫でごとに三百円も取るなんて、そんなあくどいこ……」

「俺の『サクにゃん』はそんなに安くない！」

　怒ど鳴なられた。それはもう、真剣に。

「俺の『サクにゃん』は、この世にふたりといない天使の中の天使なんだ！　入室料三百円だと？　侮ぶ辱じよくしないでくれ！」

「……ハハハ」

　その天使は僕ですけどね、と乾かわいた笑いを漏もらすしかない。

「入室料を取るなら最低でも一万円からだ」

「いち……っ!?　……いや、いや、落ち着いてくれ」

　一万円なんて大金、受け取れるはずがない。

「落ち着け、おまえ今かなりおかしいぞ？　判断力に定評のある営業一課のエースはどこへ行ったんだよ」

「ここにいるのは、『サクにゃん』に恋こいするただの男だ」

「こ……っ!?」

　頰ほおが熱くなる。恋などという言葉は、そんなに軽々しく使っていいものではないはずだ。

「っ、ばかっ！」

「ああ、恋する男は馬ば鹿かになるものだ」

　そこでとろけるように笑われたら、もうどうしたらいいのか。

　自分のボキャブラリーの貧ひん困こんさに、武虎は泣きたくなる。

「ぼ、僕はただの、同僚の男だぞ。しかも二十八歳のオッサンだ」

「『サクにゃん』は確かに二十八歳のオッサンかもしれないが、ただの同僚の男などではない」

　つまり同僚の山桜武虎と、『もふ化』した『サクにゃん』は別の存在として見ているということか。ネコミミとシッポが武虎の「本音」だとも知らず。

「一撫なで五百円で……！　どうか頼たのむ……！」

　──ああ……こいつ、可哀かわい想そうな変態だな……。

　生温かい目で見てしまった。

　ほんの数時間前、ようやく仕事で敗北を認めたというのに、その夜にこんな展開が待ち構えていようとは。

　金額については、宮尾が冷静になってから改めて交こう渉しようすればいいか、と思った。

「分かったから。撫でていいか……っ、んっ！」

　言い終わらないうちに撫でられた。毛並みに沿って、ただ、軽く。

　ピリッと、またしても静電気が発生したかのような感覚に襲おそわれる。自分で触さわった時はなんともなかったのに、なぜこんな反応が起こるのだろう。

　一撫で、二撫で、三撫で……はじめは恐おそれるような手つきでゆっくりだった動作が、四撫で五撫で六撫で……だんだん速くなってくる。それに比例して、宮尾の呼吸もなんだか速くなっていないだろうか。

「そっ、そろそろやめ……」

「九撫で、十撫で……大だい丈じよう夫ぶだ、ちゃんと数えてるから。これで十三撫で六千五百円……」

　──ろっ、六千五百円!?

　鼓動が奇き妙みように跳はねた。

　ベッドで同性の同僚に押し倒たおされてネコミミを撫でまくられるなんて屈くつ辱じよくを覚えるべきだけれど、別に見下されるわけでもなく、乱暴に扱あつかわれるわけでもなく、むしろ崇すう拝はいレベルで求められて、ほんの一分足らずじっとしているだけで、六千五百円。

　──っ、いやいや、宮尾の金銭感覚おかしくなってるから。金額については後で交渉し直すだろう!?

　心の中で自じ戒かいしつつも、なぜか武虎の呼吸まで心なしか速くなってくる。

「……三十五、三十六、三十七……ご、ごめん、『サクにゃん』」

　手を動かしながら、宮尾が突とつ然ぜん謝る。明らかにハァハァしている。呼吸が速いとか荒あらいとかオブラートに包んだ表現ができなくなる程度に、変態丸出しになっている。

「……っ、この、変態……っ」

「ごめん！　もう興奮しすぎて数えられない。パック料金でお願いします！」

　とうとう宮尾はほとんど武虎の頭を抱かかえ込むようにして、両方のミミを撫で始めた。

　さっきまでどんなに速くても毛並みに沿って撫でてくれていたのに、髪を搔かき乱すみたいにくしゃくしゃと搔き混ぜられる。ネコミミがもみくちゃにされる感覚。ネコミミだけでなく頭全体が静電気の薄うすいベールをかぶったように、ピリピリした。不快ではないが、落ち着かない。髪と一いつ緒しよに鼓こ動どうまで乱される。

「ぱっく、りょうき……？」

　──あれ？　なんか……くらくらしてきた。

　武虎まで何も考えられなく……。

「一撫で二秒くらいだと思うから、一分間約三十撫での一万五千円として、十分間撫で放題十五万円パックでお願いします！」

「アホかーッ！」

　目が覚めた。

　思わず武虎は大声で叫さけび、宮尾を蹴けり上げていた。武虎の膝ひざがヒットした鳩尾みぞおちを押さえ、宮尾が「ウッ」と呻うめく。酷ひどくしただろうかとおろおろしたが、宮尾は苦く笑しようしていた。

「サクラ、関西弁うつってるぞ。……でも、おかげでちょっと冷静になれた。十分十五万はさすがに非常識だったな……。十分間撫で放題、一万五千円パックでお願いします」

「どこが冷静だ」

　武虎の方が冷静にツッコんでしまう。

　武虎も身を起こし、宮尾と向き合った。ワイシャツとスラックス姿の宮尾に、パンツ一丁で対たい峙じするのはなんとなく落ち着かなくて、シーツを手た繰ぐり寄せようかと思ったが、それは「隠かくしたい」という心理を暴ばく露ろする行こう為いに思えて、武虎は密ひそかに耐たえた。

「おまえ、お金を甘く見すぎだ。お金で苦労したことがないんだろう？　こんな妙みようなことに大金を出すな。ちゃんと貯金しろ」

「支し払はらい能力を心配しているのか？　大丈夫だ」

「そういう意味じゃ……」

「俺は毎月給料が振り込まれると、最初に必要な生活費と『かわいこちゃん』たちとの交際費を引いて、すぐさま貯金に回すタイプだ。浪ろう費ひなどより資産が増える方が楽しい。定期預金のみならず財形貯ちよ蓄ちく、外貨預金、個人年金保険、投資信しん託たく、余よ剰じよう資金での株取引にも挑ちよう戦せんしたら幸運なことに上手うまくいって今やそれだけでも不自由なく食っていけるくらいだが、仕事を辞やめて遊び呆ほうけるつもりはない。仕事は己おのれを磨みがくために、俺の人生に必要なものだ。そして『かわいこちゃん』たちは俺が人生を歩む上で必要不可欠なものだ。癒いやしがあるから、心の支えがあるから、俺は仕事という戦場に向かえる。分かってくれるかこの気持ち？　そんな心の支えに、多少なりとも貢みつぎたくなるのは当然のことだろう!?」

「おっ、おう……？」

　そういう話ではなかったはずなのに、わけの分からない迫はく力りよくに気け圧おされて頷うなずいてしまう。

　それにしてもなんという予想に反した堅けん実じつっぷりと、想像もしていなかった裕ゆう福ふくさだろう。いくら歩ぶ合あい制とはいえ、一いつ介かいのサラリーマン六年生がそれほどの資産を持てるものなのか。常に借金返済しか考えていない武虎には分からない。

「ものの値段というのは需じゆ要ようと供給で決まる。俺にとって唯ゆい一いつ無二の俺だけのにゃんこ『サクにゃん』は十分間撫で放題十五万円の価値が充じゆう分ぶんにある。そこは高らかに主張したい。だが確かにサクラの言う通り、市場の相場というものを鑑かんがみるといささか掛かけ離はなれていたかもしれない。かえって不信感を抱いだかせてしまっただろう。すまない。だから訂てい正せいして、十分間撫で放題一万五千円パックという価格設定でお願いしたい。しかし気持ちとしては、本当に十五万円支払いたいくらいなんだ。疑わしければ今すぐ払おう。サクラの口座番号を教えてくれ」

　携けい帯たい端たん末まつをスラックスのポケットから引っ張り出してきて画面を操作し始めた宮尾に、武虎は慌あわてる。

「待て、落ち着け。僕はそんなこと望んでいない」

　インターネットバンキングの画面を呼び出して、今にもログインしそうになっていた宮尾の手を握にぎって止めた。

　自分より大きな手にドキッとなる。いや、大きさ自体はさほど差がないかもしれない。指の太さとか、握あく力りよくの強さを感じさせる節々とか、漲みなぎる生命力のようなものが奴やつの手を自分のものより大きく見せていた。六年も同どう僚りようとして過ごしてきたのに、こんなふうに感じたのは初めてだった。そしてこの手に、ネコミミを撫でられたんだな……と考えると、妙に落ち着かない気分になる。

　宮尾は何かに気づいたように、ハッとした顔つきで武虎を見つめた。

「もしかしてサクラも、自分で資産を増やすことに燃えるタイプか？　……そうだよな。営業二課の稼かせぎ頭がしらが、金なんかで『サクにゃん』を撫でさせてくれると思った俺が傲ごう慢まんだった……同僚として情けをかけてくれてたんだな……ありがとう」

　そんな事実などないのだが、「お、おう……」と武虎はまたしても気圧されて頷く。

「その情けに、どうか縋すがらせてくれ。頼む！　十分間撫で放題、一万五千円パックで……！」

　深々と土下座されてしまった。

　この事態をどう収しゆう拾しゆうつけたらいいのか、武虎の低すぎる対人スキルではお手上げだ。

「個人的な猫ねこカフェビジネスだと考えてくれるのはどうだろう？　頼む……！」

　──なるほど。その発想はありかもしれないな……。

　同僚から金銭を受け取るなんて、どうしても違い和わ感かんが残るけれど、ここまで懇こん願がんされているのだし……。

　それにどうせ、今日、この場だけのことだ。

　宮尾にとっての一万五千円は、きっと少々贅ぜい沢たくなランチを摂とったという程度の金額だろう。目くじらを立てて突つっぱねるよりも、堂々と受け取ってやろうじゃないかという気になってきた。本音を言えば、お金なんて、あればあるほどありがたい。恵めぐんでもらうなんて冗じよう談だんではないが、たとえば武虎が持っている家電を使い古しでもいいから一日レンタルさせてくれと言われていると考えたら、使用料を受け取ってもなんらおかしいことではない。確かに、需要と供給の問題だ。

「──分かった。僕も男だ。同僚で同期のおまえがそこまで望むなら、叶かなえてやろう」

「サ……！」

「ただし！」

　感激に破顔して両手を広げて跳とびかかりそうになった宮尾を、武虎は制する。

「『十分間撫で放題一万五千円』じゃない。『撫で放題料金込み、入室料一万円』だ。撫でる回数は常識の範はん囲い内で。猫カフェの通常のシステムは知らないが、ここは『山桜カフェ』だ。僕のルールに従ってもらう」

「もちろんだ。すべてサクラの言う通りにしよう」

　即そく答とうだ。神しん妙みように頷こうとしているようだが、その端はしから笑えみが零こぼれている。

　こんな顔で笑うやつだったのか、と、なんだか胸の中がざわざわした。

　営業スマイルは何度も見たことがあるし、オフィスで同僚たちに笑いかけている姿だってしょっちゅう見ているのに、全然違ちがった。どこか懐なつかしいような気がするのは、垣かい間ま見られる少年っぽさのせいだろうか。子どもの頃ころ……まだ両親に多額の借金があるなんて知らなかった頃、アニメキャラクターのトレーディングカードを集めていた自分を思い出した。宮尾にとってネコミミは、それくらい心をくすぐるものなのか。

「ところで、質問です。撫なでていい部位にはシッポも含ふくまれますか？」

「シッポ？　……ミミだけじゃなく、シッポにも興味があるのか？」

「もちろん。俺はかねて、一度でいいから思う存分シッポと戯たわむれたいと願ってきた」

　真しん剣けんな顔で、深く頷く。目が本気すぎて怖こわい。

　こんなシッポなんかのどこが楽しいのだろう。先ほどからベッドの上を、タシッ、タシッと叩たたいている己のシッポを捕つかまえ、武虎は首を傾かしげた。摑つかまえられたことが不満なのか、手の中でビチビチ動くシッポを宥なだめようと、軽く握った状態で上下に撫でる。

「ウッ！」

　なぜか宮尾が真っ赤になって、口元を押さえた。

「サッ、サクラ、それは駄だ目めだ。ヤバすぎる」

「それ？　これ？」

　こすこす。筒つつ状じようにした手の中のシッポを再び上下に撫でたら、なぜか宮尾が前のめりになって身み悶もだえている。変態級猫好きのツボはよく分からない。

「……別に、シッポも含んでいいけど。どうせなんの感覚もないし」

「え、そうなのか？　自分で動かしてるわけじゃなくて？」

「勝手に動いてる」

　そのせいで自覚していなかった本音を突きつけられ、羞しゆう恥ちに悶えることが多々あるなんてことは、教えてやらない。

「痛覚とかは？　どこかにぶつけて痛かったこととか」

「そういえば、ぶつけた記き憶おくとかないなぁ……痛っ」

「なにやってんだ!?」

　宮尾が慌てて武虎の手首を摑む。それと同時にシッポがぶわっと膨ふくらみ、武虎の手から逃のがれた。どうやら武虎は今、びっくりしたらしい。

「握りつぶしたら痛かった。痛覚はあるようだ」

「ばか。もっと自分を大事にしろよ」

　シッポも「自分」に入るのか。あまり認めたくないが。

　宮尾は武虎の手首を摑んだまま、やけにせつなそうな目で見つめてくる。

「『サクにゃん』のシッポ、ミミと同じ色だな……毛並みも一いつ緒しよだ」

　熱い吐と息いき交じりにうっとりと呟つぶやくなり、再び押し倒たおされた。

　驚きよう愕がくして、息が止まるかと思った。

　行動そのものよりも──自分を見下ろしてくる、宮尾の表情に。

　ただ真剣なだけではない。捕ほ食しよくされるような危機感を、武虎は本能的に抱いだいた。背筋がゾクッとして、宮尾の下から這はい出そうとしたが……宮尾の顔が不意にとろけた。

「サクにゃん……」

　抱だき締しめられた。頭を抱かかえ込まれ、狂くるおしく撫でまわされる。反射的に蹴けり上げようとしたが、ここは『山桜カフェ』だったと気づいて耐たえた。けれど四し肢しまで絡からめてくるのはいかがなものか。宮尾の両りよう脚あしは武虎の胴どうに巻きついてきて殆ほとんど拘こう束そく状態で、両りよう腕うでは武虎の肩かたを抱えて腕やら脇わき腹ばらやらをさすってくる。そんなところに期待されるほどの毛は生えていないのに、ネコミミを撫でる熱心さで肌はだをこすられた。こういう接せつ触しよくに慣れていないどころか初めての武虎は、硬こう直ちよくするしかない。

　全身がざわざわする。触ふれられているところも、触れられていないところも、宮尾の体温を感じてざわめく。

　──あ、あれ？　でも、手が僕の体を撫でているということは……ネコミミをもみくちゃにしているのは、なんだ？

　荒あらい呼吸がものすごく近くに聞こえるのも気になって、見上げてみると……なんと宮尾は、ネコミミに頰ほおずりしまくっていた。

「サクラ」

「……っ！　耳元でしゃべるな……！」

　抗こう議ぎした瞬しゆん間かん、ミミが生暖かいものに包まれて、引っ張られた。

　食はまれている。ネコミミを。宮尾の唇くちびるに。

「やめっ、……あっ、にゃっ、……んっ、んっ、んっ……!?」

　身を捩よじって逃にげようとしたが、ガッチリと四肢でホールドされている。そればかりか、ふぅっと息を吹ふきかけられた。たぶん、ミミの中に。ゾクゾクッと電流のようなものが背筋を駆かけ抜ぬける。

「にゃあぁ……っ！」

「気持ちいい？」

　そんなわけがない。背筋がゾクゾクして気持ち悪いざわめきが全身を這い回り、こんな、鳥とり肌はだが立ちまくってじっとしていられない感覚を、どうしてそんなふうに誤解できるのか。

「やめっ、やっ、やぁ……っ！　だめっ！　それ、契けい約やく、いはんっ……！」

「分かった。罰ばつ金きんを払はらう。一食み五百円でいいか？」

「だめぇ」

「じゃあ、千円」

「だっ、んっ、んんっ……」

　たぶん、ミミに舌を捻ねじ込まれた。ヒトの耳でもそんなことされたことがないから推測でしかないが、耳の中を舐なめられるという異常体験に背筋が跳はねる。

「ぁうん……っ！」

「千円で協議終しゆう了りような？」

　ガサガサガサッとミミの中で派手な音がする。それだけでなく、濡ぬれた音も。ぺちゃぺちゃ、じゅるっとひっきりなしに続く合間に、ますます速くなった呼吸がダイレクトに伝わってきて、体だけでなく感情までもみくちゃにされる。

「あっ、あぁっ、やだぁ……宮尾っ、みやぉっ」

　カリッと歯を立てられた。

「──っ！」

　ビクビクッと、仰のけ反って痙けい攣れんする。

　なぜか下肢が熱くなった。前も、後ろも、熱を帯びたようにジンジンして、腰こしが重くなる。熱はじわじわと全身に広がっていく。もどかしくて、苦しくて、どうすればいいか分からない。　>>>♥

　思考まで熱に冒おかされたように、何も考えられなかった。

「も、やだぁ……」

「……なあ、もう一回呼んで？　俺の名前」

　甘い声で懇こん願がんされる。呼べばこの熱をどうにかしてくれるのだろうか。

「宮尾」

「もう一回」

「み、やお……」

「なあ、もう一回」

「みやぉっ」

「そうやって鳴いててくれ」

「みゃ……ッン!?」

　最後まで呼べなかった。唇を塞ふさがれていたから。

　何が起こったのか分からなかった。

　ただ、自分以外の人間の体たい臭しゆうというものを初めて口の中で感じた。どこか獣けものじみていて、反射的に恐おそれを感じた。それはテリトリーを侵おかされることへの怯おびえだったのかもしれない。それなのに同時に、力が抜けた。肉厚の舌を捻じ込まれて、口の中を舐められるという異常行こう為いを、武虎は拒こばむことができなかった。舌と舌が触れ合う。これを食べてしまいたいと思った。本能に従って歯を立てようとしたが、それより先に舌を搦からめ捕とられて吸い上げられる。

「ああぁ……っ」

　ビリビリと甘い痺しびれが全身を襲おそった。

「……みゃ、お……」

　声に出たかどうか分からない。ただ、呼ぶと舌を吸ってくれる。そのことを、何度か繰くり返すうちに理解していた。

　宮尾の舌は強ごう引いんに武虎を奪うばっていく。舌も、吐息も、荒あら々あらしいくらい情熱的に吸って、それでいて今度は武虎の口こう腔こうを貪むさぼる。その繰り返し。何度も、何度も繰り返されて、舌が痺れた。

「……な、んで……？」

　ボーッとした頭で尋たずねると、少し顔を引いた宮尾が、至近距きよ離りから見下ろしてきた。

　そこに笑えみはなかった。漆しつ黒こくの眸ひとみが濡れている。涙なみだなどが浮うかんでいるわけでもないのに濡れていると思った。その眸で見つめられると、わけもなく体が熱くなる。

「……一食み、千円……協議の結果、合意しただろう？」

「ハ、ミ……ハミ？」

「っ！　……なんつー可愛かわいい言い方を……。部位の指定はなかっただろ？　……舌、出して？　おまえの舌、ハミハミしたい」

「……え？　あ、うん……？」

　言われるまま、宮尾に向かって舌を出した。宮尾はなぜか、怖こわいくらいのまなざしで凝ぎよう視ししてきて……数すう瞬しゆんの後、食くらいついてきた。

「ん──っ！」

　めちゃくちゃに吸われた。舌の付け根が痛いくらい、このまま宮尾に食われてしまうのではと怖くなるくらい、吸って、甘く歯を立てられて、また吸われた。

　涙が滲にじむ。体内で暴れる嵐あらしのような熱を持て余し、目の前の男をぽかぽか殴なぐる。力なんか入らないけれど、じっとしていられなかった。

　宮尾は武虎の上を移動していく。武虎は呼吸を弾はずませながら、奴やつを視線で追った。鎖さ骨こつや胸を時折啄ついばみながら、落ち着いた先には……いつの間にか下着を取り去られて露あらわになった、自分のはしたないものが。

「っ！　何やって……」

「悪い。我が慢まんできない」

　腹を打つほど反り返っていたそれを、握にぎられた。宮尾の口に、豪ごう快かいに頰ほお張ばられる。視覚の羞しゆう恥ちを訴うつたえるより先に、腰がとろけるほどの快感が襲ってきた。そして武虎は「ああんっ」と嬌きよう声せいを上げて、精を放っていた。ついさっきまで武虎の唇を貪っていた、宮尾の口の中へ。

　──う、そ……。何が起こって……。

　下肢が甘く痺れる。射精後の倦けん怠たい感だけではなく、それ以上の快感を覚えて。

「っ、あっ、あっ、あっ……」

　快感などという生易しいものではなかった。剝むき出しの神経を弄いじられるような、鋭するどい感覚に、武虎の体が勝手に跳ねる。

　宮尾はまだ武虎のものを咥くわえていた。のみならず、まるで骨付き肉を味わうようにしゃぶっている。じゅぷじゅぷと卑ひ猥わいな音が聞こえる。舌を絡めて吸い上げられて、残ざん滓しを一いつ滴てき残らず吸い出されるのを感じた。

　目の前が真っ赤になる。羞恥なのか怒いかりなのか分からない。ただ、ただ、涙が溢あふれた。

「もっ、やらぁっ……やぁーっ」

「シッポは喜んでるぞ？」

　低い声で言った宮尾は、自分の腕を上げて武虎に見せつけてきた。

　そこには、栗くり色いろの毛に覆おおわれたシッポが、甘えるように絡みついていた。

「っ！」

　信じられない。『もふ化』のミミやシッポの行動は、「本音」であるはずなのに。

「そんなの僕のシッポじゃない！」

「分かってる。サクラの意思で動かしてるわけじゃないんだよな？　シッポはケモノだから、ただ快楽に流されているだけだ。『サクにゃん』は倒とう錯さく的な愛を覚えて、俺の変態行為に快感を見み出いだしてしまっているだけなんだ。サクラは何も悪くない」

　そうなのだろうか。霞かすみがかかった頭で、必死に宮尾の言葉を理解しようとする。

　ただ、悪くない、という科白せりふだけが耳に残る。

「それに、考えてみてくれ。『もふ化』がストレス性だというなら、シッポが喜ぶことは即すなわちストレス解消になるんじゃないか？　実はミミも喜んでいる。『かわいこちゃん』たちが大好物のマタタビをもらって陶とう酔すいしている時と同じ反応を示している。つまりサクラの中の『もふ化』部分──『サクにゃん』は、俺のこの行為を受け入れてくれているんだ。このまま続けたら……もしかしたら『もふ化』が治るかもしれないな？」

　──『もふ化』が、治る？

「もちろんただの憶おく測そくだ。だが、ミミとシッポの声なき声を聞いてあげるという治ち療りよう方針は、あながち間ま違ちがっていないと思わないか？　なぜならミミとシッポこそがストレスの具現化した姿なのだから」

「……う、ん？　確かに……？」

　宮尾の仮説は間違っていないように思えた。少なくとも方向性は合っていると思える。

「でも、……こんなの、変だ」

「こんなの？」

　緩ゆるく握ったままの武虎の屹きつ立りつを、宮尾はねっとりと舐なめ上げた。

　瞠どう目もくして息を詰つめると、宮尾は武虎と目を合わせたまま微び笑しようして、舌先で括くびれをチロチロ舐める。変な声が飛び出しそうで、唇くちびるを引き結んだ。そんな武虎の目の前で、シッポはますます宮尾に絡からみつく。まるでその行為をもっとしてくれとせがむように。

「変なことをしたがる変態で悪い。でも、シッポは確実に喜んでいる」

　嬉うれしそうにそう言って、先せん端たんを口に含ふくむ。武虎の目に、新たな涙が浮かんだ。悲しいわけでもないのに涙が製造されるなんて、二十八年もこの体と付き合ってきたのに知らなかった。

「そういう表情、するんだ？　──俺、自分がここまで変態だなんて知らなかった」

　同じようなことを考えていたらしい。武虎が見知らぬ自分に翻ほん弄ろうされているように、宮尾もまた、何かしら戸と惑まどいを感じているのだろうか。

「……『かわいこちゃん』には、したことないのか？」

「あるわけないだろう。猫ねこだぞ？」

　啞あ然ぜんとしたような表情と声は、噓うそではないと感じた。

「だって、ネコミミとシッポに興奮するんだろう？」

　言いながら、なぜか胸が痛くなった。

「ああ。この、前のシッポにもやたらと興奮する」

　それはシッポじゃない。思わず訂てい正せいしそうになったが、そんなこと宮尾も分かっている。

「おまえ、その……男が、好きな人なのか？」

「ゲイってことか？　たぶん違うと思う。サクラ以外の男にネコミミとシッポが生えたとしても、こんなに夢中にならないだろうな」

　なぜか頰ほおがじわじわと熱くなってくる。

「『サクにゃん』のシッポだから興奮する。舐めて、しゃぶって、達いかせて、飲みたい」

「飲……っ!?」

　そういえばさっき、奴の口の中に放ってしまった精はどうなったのだろう。考えるのが怖い。

「俺は確かに変態級の猫好きだが、俺を本物の変態にするのは『サクにゃん』だけだ。──あ、ミミが喜んでるぞ」

「えっ!?」

　咄とつ嗟さにネコミミを触さわってみると、ピーンと立ってまっすぐ正面を向いていた。明らかに宮尾に対して好意を示している。

　ケモミミとシッポは「本音」だというが──何かの間違いではないだろうか。その関係性に納なつ得とくしていたはずなのに、あまりにも武虎が考えていることと違う反応をしすぎていて、再び疑念が生じる。

「なぁ、サクラ。この変態を哀あわれだと思って、ご奉ほう仕しさせてくれよ。ミミとシッポの反応、ちゃんと見てるから。『サクにゃん』が嫌いやがることは絶対にしない。サクラの体がたとえどんなふうになっても、それは『サクにゃん』のせいだって分かってる。『もふ化』してる時は、サクラであってサクラじゃない」

　サクラであって、サクラではない。その言葉が、耳に残る。

　隠かくされた「本音」などではない、ただのケモノ──ミミとシッポが喜んでいるからといって武虎が望んでいるわけではない──それが真実だとしたら、武虎の気持ちを裏切って勝手に宮尾の腕うでに絡みついてしまう忌いま々いましいシッポにも説明がつく。

　熱いまなざしで見つめていた宮尾は、またしても武虎の屹立をぱくんと咥えた。尿によう道どうを抉えぐるように舌先を動かされて、「あんっ」と甘い声が口から飛び出してしまった。慌あわてて口を押さえたら、宮尾は再び真顔で深く頷うなずく。

「ほらな、『サクにゃん』だ。男の中の男、山桜武虎がそんな可愛い声で鳴くはずがない」

　この変な声も、『サクにゃん』のせい？

「そして今の反応で明らかになったな？『サクにゃん』は俺の愛あい撫ぶを喜んでいる。ならば治療に用いない手はない。『もふ化』が治るまで、俺が『サクにゃん』をこうして喜ばせてやるよ」

「なっ!?　ばかなこと言うな。そんなこと頼たのんでない！」

「だが、自然治ち癒ゆだけを祈いのってビクビク暮らすより、治る可能性に積極的に働きかけた方がよくないか？」

　それは確かに。何ヶ月も悩なやまされ、もしかしたらこのまま一生消えないのではと暗あん澹たんたる気持ちにさせられたミミとシッポが、努力次し第だいで早く消えてくれるというなら尽じん力りよくしたいが……。

「もちろん『山桜カフェ』の正規料金もきちんと支し払はらう。だからお願いだ、サクラ。『サクにゃん』が消える瞬しゆん間かんまで、俺に『サクにゃん』と過ごさせてくれ」

　そんな焦こがれるみたいなせつなげな声で頼まれたら、一いつ蹴しゆうすることに罪悪感を覚える。

「……おまえにとっては、早く消えない方がいいんじゃないのか」

「否定はしない。だがサクラを苦しめてまで存在し続けてほしいなんて、絶対に願わない。俺はいつも『かわいこちゃん』に出で逢あった瞬間から、いつか別れがくることも覚かく悟ごしている。だからこそ、ともにいられるわずかな時間、全身全ぜん霊れいで愛し尽つくしたいんだ」

　変態の主張なのに、心を打たれた。猫カフェの猫を『かわいこちゃん』などと呼んでメロメロになっている宮尾だ。武虎のネコミミとシッポを喜ばせる術も、熟知しているだろう。

「…………分かった。おまえに任せる」

「ありがとう、サクラ……！」

　感激に眸ひとみを輝かがやかせる。

「好きだよ」

　ドキッとした。

　これはサクラに言ったのではない。ネコミミとシッポに対しての告白だ。分かっているのに、鼓こ動どうが逸はやる。

　けれどそんな心臓の乱れなど、次の瞬間に襲おそわれた屹立をしゃぶられる快感の前には瑣さ末まつなことになってしまった。めちゃくちゃに舌を這はわされて、何度も吸われる。卑ひ猥わいな音が響ひびく。

「んっ、んっ、ンッ、ぅんンッ」

「声、我が慢まんしないで……『サクにゃん』」

　そうだ、この変な声は武虎のせいではない。『サクにゃん』だ。

「我慢したりしたら、逆にストレスになるぞ？」

　それは困る。武虎は引き結んでいた唇を、おずおずと緩めた。

「ンッ……ぁ……あっ、アッ、ああんっ、あんっ」

　途と端たんに裏返ったみっともない声が飛び出す。それなのに宮尾は、「それでいい。可愛かわいい」と、褒ほめるみたいに尻しりを撫なでてきた。それだけで腰こしが浮うく。

「やっ、宮尾、それ、っ変」

「大だい丈じよう夫ぶだ。気持ちいいとシッポが言ってる」

　撫でまくられて、溶とけてなくなりそうなくらい屹立をしゃぶられて、武虎はまた白はく濁だくを吐はき出してしまった。

「──っ！　……も、やぁ……みやぉ……吸わな、……でっ……」

「可愛い。──ごめん」

　ぐったりと四し肢しを投げ出していると、なぜか体をくるりと反転させられた。

　ベッドにうつ伏ぶせになる。尻を……シッポの付け根を、ぎゅっと握にぎられた。

「にゃああっ!?」

「やっぱり、ここ、感じるんだ？」

　いやだいやだと泣いて訴うつたえたのに、宮尾は刺し激げきをやめてくれない。

　シッポの付け根を刺激され、なぜか尻を荒あら々あらしく揉もまれて、嫌なのにまた勃ぼつ起きしてしまう。

「──悪い、サクラ」

　不意に謝られた。それは『サクにゃん』に対してではなく、武虎自身にだと察した。

　もうまったく力の入らない足を、うつ伏せのまま開かされる。そして腰を後ろに引かれた。

　上半身がずるずるとシーツの上をすべる。四つん這ばいのなりそこないのような、腰だけを高く掲かかげた変な格好をしているのではと……朦もう朧ろうとする頭で思ったが、太ふと腿ももの間に潜もぐり込んできた質量のあるものに意識のすべてを持っていかれた。

「……な、に……？」

「すまない。もう少しがんばってくれ。少しだけだから……痛いことはしないから」

　太腿を外側から押さえられて、足を閉じる。太腿の間に、熱くて、猛たけ々だけしいものがある。

「え？　やっ、……なに？」

「気持ち悪かったらやめるから。ミミとシッポの反応、ちゃんと見てるから。──サクラ」

　にゅるっ、と、その塊かたまりが動いた。武虎の脚あしの間を行き来するように、にゅるっ、にゅるっ、と動いて……いきなり、パンッという音と軽い衝しよう撃げきを感じた。

　──え？　え？

　朦朧としながらも戸惑い、背後を振ふり返ろうとした。けれどできなかった。背中に宮尾が覆おおいかぶさってくる。しっとりとした素す肌はだの感かん触しよく。宮尾も服を脱ぬいでいたことに今いま頃ごろ気づいた。

　太腿に軽い衝撃が続く。小刻みに打ちつけられるのが宮尾の太腿だと……自分の脚の間に挿さし込まれているのが、奴やつの充じゆう溢いつしたペニスだと……気づいた瞬間、腰からガクンと力が抜ぬけた。

「サクラ！」

　力強い腕に抱だきとめられる。四つん這いで、背中にのしかかられて、ケモノみたいな格好で雄おすを擦こすりつけられている。信じられないくらい鼓動が荒あれ狂くるった。唇くちびるから「あんあん」という嬌きよう声せいがひっきりなしに零こぼれていることを、なかなか認にん識しきできなかった。　>>>♥

　体が熱い。既すでに二回も達していたはずの武虎のものまで、熱い塊にこすられて再び張り詰つめている。シッポが身み悶もだえているのが分かった。シッポの動きを感じたのは初めてだった。

　腰を荒々しく打ちつけられて、ミミを後ろから食はまれて、「みやぁぉ……っ！」と抗こう議ぎの声を上げた。その瞬間、頤おとがいを摑つかまれて無理に後ろを向かされる。肩かた越ごしにキスをした。かぶりつかれて、口の中を侵おかされて、すべてを奪うばいつくされるような熱ねつ烈れつなキスに、武虎はぶるぶると身を震ふるわせた。

「また達ったね。……可愛い」

　離はなれていこうとする唇を、武虎は無意識のうちに追いかけていた。上半身を限界まで捻ひねり、ドサッとベッドに崩くずれ落ちる。そのまま仰あお向むけにされた。

　両りよう脚あしを抱かかえ上げられ、力を無くしてぐっしょり濡ぬれている武虎のものに、見たこともない大きさの宮尾の昂たかぶりがこすりつけられるのを、目まの当たりにしてしまう。

「も、やっ、みゃお……」

「うん、そうやって、可愛く鳴いてて」

　武虎の膝ひざをぎゅっと合わせて抱だいた宮尾は、腰を動かし始めた。

　脚の間から、狂きよう暴ぼうなくらいの熱い塊が現れては消える。自分のものと全然違ちがった。宮尾のものはこんなに大きくなるのかと、こんなになっているのは自分に生えているネコミミとシッポのせいなのだと、わけの分からない興奮を覚えた。

　自分を見下ろしてくる宮尾の目はギラギラと獰どう猛もうな輝きを湛たたえ、なぜかネコミミではなく武虎の目を見つめてくる。

「みっ、宮尾……？」

　せつなそうに眸が揺ゆれた。どうしてそんな目をするのだろう。

「みや……アッ！　……あっあっああんっ……みやおぉ」

　めちゃくちゃに腰を打ちつけられる。揺さぶられて、息苦しくて、漆しつ黒こくの眸がちゃんと見えない。けれどシッポが悶もだえながら逞たくましい腕に巻きついているのは分かった。武虎のシッポは明らかに喜んでいる。だから宮尾がこの行こう為いをやめてくれるはずがなかった。

「あんっ、あんっ、っも、出ない、よぉ……っ」

　達したばかりの武虎のものが、大きな塊にぬこぬことこすられ翻ほん弄ろうされている。こんないやらしい自分の姿、見たことがなかった。みっともなくて、恥はずかしくてたまらなくて、宮尾は嫌じゃないのだろうか……と考えたところで思い出した。

　これは『サクにゃん』だ。宮尾にとって「サクラ」ではなく『サクにゃん』なのだ。

「──悪い。達いく」

　脚の間から現れた屹きつ立りつが、ひときわ存在感を誇こ示じした……と思ったら、白濁が降ってきた。仰向けに転がる武虎めがけて、胸にも顔にも、きっとネコミミにも、白い雨を降らせる。

　自分のものではない精液の匂においに、武虎は熱い息を吐いた。

　武虎の両脚を解放した宮尾が、ドサッと倒たおれこんでくる。

　やたら真しん剣けんな表情で、どこか気まずそうな色を宿していて……その理由を知りたいと思ったのに、焦しよう点てんが合わなくなる。近づきすぎた宮尾の顔は、武虎の頰ほおに着地していた。頰を舐なめられる。そしてそのままキスされた。

　妙みような味が広がる。すでに口の中で嗅かぎ慣れた宮尾の体たい臭しゆうではなかった。もっと生なま臭ぐさくて、まずくて……頰に飛んだ宮尾の精液を舐めさせられたのだと気づく。

「……俺の舌、そんなに夢中で吸うんだ？」

　わけの分からないことを言われた。ちゅ、ちゅ、と武虎の唇を啄ついばみながら。

「サクラ……今、理性飛んでるだろ？　……そんな子こ猫ねこみたいに可愛い吸い方されたら、素す股またで済ませてやれなくなるぞ？」

　スマタってなんだろう。マタタビの仲間だろうか。ぼんやりと思考に霞かすみがかかる。

「いいぜ。そのまま寝ねちゃいな。……おやすみ、俺だけの──」

　揺りかごみたいに優やさしいその声を最後まで認識できぬまま、武虎はすとんと眠ねむりに落ちていた。
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　目が覚めると、武虎はベッドで一人だった。

「荷物まとめてくる」という簡単な走り書きのメモがあった。宮尾は隣となりの自室で、チェックアウトの準備をしているらしい。

　時間はまだ早い。朝食をゆっくり摂とっても午後から出社できる新幹線に余よ裕ゆうで間に合ったが、武虎は逃にげるように一人でホテルを飛び出した。新幹線の中から、いったん帰宅して出社するから別行動にしようとメールを送ると、「了りよう解かいした」という簡潔な返事が返ってきた。

　ホッとしたような、肩かた透すかしを食くらったような、なんとも言えない気持ちになる。

　──どんな顔をして、宮尾に会えばいいんだ……？

　できることなら会いたくないくらいだ。

　昨夜の痴ち態たいは『サクにゃん』のものであって自分ではないと気持ちを整理しようとするけれど、やはり体は自分のこととして認識している。

　同じ男に組み敷しかれて、気持ちよくさせられて、あられもない声を上げてしまった。しかもそのすべてを見たのが、あの宮尾だ。以前のような反発心はもうないけれど、奴が同期の同どう僚りようであるという事実は変わらない。これからもずっと顔を合わせていかなければならないのに、どんな顔で宮尾に会えばいいのだろう……と、思考は堂どう々どう巡めぐりだ。

　いったん帰宅して荷物を置いてから、会社へ向かった。

　ちょうど昼休みの時間帯に会社に着くと、宮尾は既に出社していた。

　不自然に硬こう直ちよくしてしまった武虎に、よっ、と軽く手を上げて、自然に歩み寄ってくる。金曜日までとまったく同じ態度で。

「お疲つかれさん、サクラ。土日はサンキュ。これ、出張報告書まとめといたから、二課の所感のところ書き足して、全体的に問題なければ上に提出しといてほしいんだが……頼たのめるか？」

　朝食を一いつ緒しよに摂る約束を反ほ故ごにしたとか、一人で先にチェックアウトしたことを非難するとか、そんな様子は微み塵じんもなかった。

「分かった。うちとおまえのところと、それぞれの上司に上げておく」

「サンキュ。これから外回りだから、何かあったら連れん絡らくしてくれ。それと夜、何食べたいか考えといて。行ってきます」

　うっかり無言で見送ってしまったが、宮尾は今、晩ごはんがどうとか言い置いていかなかっただろうか。まさか今夜も、『サクにゃん』と戯たわむれるつもりなのか。

　呆ぼう然ぜんとしていると近くの席の女性社員が椅い子すごとこちらを向く。

「ふたりで飲みに行くんですか？　ずるーい。だったら飲み会にも参加してくださいよぅ」

「えっ。……いや、そういうのじゃないから」

「でも、今、宮尾主任と晩ごはんの話してたじゃないですかぁ」

　他ほかの社員たちもチラチラと興味津しん々しんという顔でこちらを窺うかがっている。時間帯が昼休みということもあり、仕事を続けている者たちもリラックスムードだ。

　妙な誤解は避さけておきたい。今後、もし『もふ化』が治った後で飲み会に誘さそってもらったとしても、金銭的理由でやはり参加は無理なのだから。

「いや、晩ごはんといっても……猫ねこ。そう、猫のことなんだ。うちの猫に、急な出張で留守番をさせたお詫わびをやりたいなんて宮尾が言うものだから……ハハハ」

「なーんだ、猫ちゃんですか～。宮尾主任は猫ちゃんに目がないですもんね。自分で買うのはもったいないくらいの高級フードをリクエストしちゃうといいですよ！　きっと大喜びで買いに走りますよ」

　こちらに視線を投げていた社員たちも、なんだ猫か、というやれやれ感で自分の仕事に戻もどっていく。我ながら、いい誤ご魔ま化かし方だった。

　その中で一人だけ、こちらの話が終わったのを察して近づいてくる。二課の総そう括かつ事務、鈴原和歌子だ。

「山桜主任、お疲れのところ申し訳ありませんが、週末に指示されていたデータ抽ちゆう出しゆつが終わりました。共有フォルダに入れてありますので、ご確認をお願いします」

「ありがとうございます。午前中、何か変わったことはありませんでしたか？」

「通常通りです。連れん絡らく事じ項こうはデスクに付ふ箋せんを貼はってあります。ご確認ください」

　キビキビと報告すると、和歌子は自分のデスクに戻っていった。今日も安定の、上下黒の服だ。おそらく昼食も既に終えて仕事を再開しているのだろう。だらだらすることが嫌きらいな武虎でさえ、もう少し肩かたの力を抜ぬいてもいいのにと思ってしまう。

　デスクに着いて、付箋とメールをチェックした。続いて報告書を片付けて提出し、スケジュールの再チェックを始める。出張の代休を今月中に取るように言われたが、なかなか難しい。月末に近づくほど固定客からの発注が増える。できれば早めに消化しておきたかった。

　武虎は急ぎの仕事をすべて終えると、代休申しん請せい書しよを手に、上司のデスクへ行く。

「今よろしいですか？　代休ですが、もしご迷めい惑わくでなければ、本日と明日あしたで取らせていただきたいのですが」

「え、今日？　さっきからバリバリ働いてたのに、それでいいのか？」

「はい。午前は何もしていませんし、今日は働いたうちに入りません」

　午前中は移動だっただろ、と苦く笑しようしながらも、上司は承認印を捺おしてくれた。

　昼下がりの長閑のどかな電車に揺られてアパートに辿たどり着くと、気が緩ゆるんだのか、急激な睡すい魔まに襲おそわれる。

　かろうじてジャケットとスラックスは脱ぬいで布ふ団とんに倒れこんだ。パジャマに着き替がえる気力はなかった。シッポは、下着をズラして出してやる。

　シッポが喜んでいる気がしたが、睡魔に夢の世界へと引きずりこまれていた。
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　太ふと腿ももの間を、何かが這はっている。

「……あっ、あぁん……」

　鼻にかかったような、甘えた声が聞こえた。にちゅにちゅと淫いん靡びな水音まで耳に届いて……ハッと気づく。脚あしの間を這うこれは、奴やつの……勃ぼつ起きしたもの。カァッと全身の体温が上がる。

　武虎は朦もう朧ろうとしながら、背後に奴の気配を探した。

「……みやお？」

　答えはない。その代わり、屹立の抽ちゆう挿そうが緩やかに速まる。にゅっにゅっと前後し……にゅーっと前にまで伸のびてきたそれが、武虎のものをくすぐるように撫なでた。なぜか布越ごしに。

　──え？　なんでこんなに長いんだ……？

　しかもなんだかケモノみたいな毛を感じる。宮尾の昂たかぶりはこんなに毛深かっただろうか……というか、そんなところに毛なんか生えているはずがない。

「おかしいって」

　呟つぶやきとともにバチッと目を開けた。

　見慣れた殺風景な部屋が目に飛び込んできて、夢か、と武虎は思った。あんな破は廉れん恥ちな夢を見たのは初めてで、頰が赤くなる。それほど、昨日の体験が衝しよう撃げき的だったということか。

　外はいつの間にか暗くなっていた。アパートの前は車通りが激しいから、通り過ぎる車のライトで電気をつけなくても室内は見える。時計は夜の七時を指していた。帰宅してからずっと眠りこけていたらしい。

　武虎は身を起こしかけて……ギョッとした。

　なんと下着姿の自分の脚の間から、シッポが前に回ってきている。脚の間にシッポが挟はさまるのは怯おびえた動作で何度もされたことがあったが、それとは明らかに違ちがっている。栗くり色いろの毛に覆おおわれたシッポは、あろうことか前後運動をしていた。張り詰つめている武虎を、下着の上から擦こするように。

「うそ、だろ……？」

　武虎を高めようとしているのが分かる、いやらしい動きだった。

「なっ、なななにやってるんだ！　やめろ！」

　厳しく言うと、シッポは逃げるように脚の間から消えた。特になんの反応も示さず、布団の上にだらりと寝ねそべる。

　その状態を確認して、武虎は困こん惑わくした。なんだったのか、今のは一体……。

　ケモミミやシッポは「本音」を表しているという説が脳のう裏りを過よぎり、そんなまさかと武虎は赤くなったり青くなったり狼ろう狽ばいする。

　もしもその説が正しかったとしたら、武虎は昨夜の変態行こう為いをまたしたいと願っていることになってしまうのではないだろうか。
















「そんなはずがない！」

　トランクスを押し上げている己おのれの昂りに手を伸ばした。

　武虎だって二十八歳の健康な男子だ。定期的に自じ慰いくらいする。今日はたまたまそういう気分だったのに眠ねむってしまったから、勝手に動けるシッポがあんな行為に走ってしまったにすぎないはずだ。シッポは武虎の意思で動かすことができないと思っていたが、やめろと命じるとおとなしく引き下がった。もしかしたら意思の力で消すことができるように、訓練すれば動きもコントロールできるようになるのではないだろうか。

　そんなことを考えながら、武虎はトランクスの中に手を差し込んだ。質量を増している己のものを握にぎり、上下に扱しごく。気持ちいい。呼吸も少しずつ荒あらくなってくる。けれど、何かが足りない。

　いつもなら機械的に手を動かすだけで性せい欲よく処理は完かん了りようするのに、なぜか今日はいつまで経たっても達いくことができない。昨日、さんざん出したからだろうか。よく考えたら昨日の今日で自慰行こう為いなどしなくてよかったのではないだろうか。そう気づいたが、今さらやめられないところまできている。何度か寝ね返がえりを打って体勢を変えてみたり、片手で竿さおを扱きながらもう片方の手で先せん端たんを刺し激げきしてみたり……と、思いつく限りのことをしてみた。それなのに達けない。

　達きたいのに達けないのがこんなに苦しいなんて、知らなかった。

「……もうやだ……みやお……」

　我知らず口走った途と端たん、するり……と、脚の間に硬いものを感じた。

　ドキッとする。あの熱い昂りより全然細いし、毛は生えているし……シッポだけれど。武虎は思わず、腰こしを後ろに突つき出していた。にゅる……と、シッポが前に進んでくる。毛の感かん触しよくがくすぐったい。笑い出してしまいそうなのに、なぜかその端はしから呼吸が荒くなってきた。もう、達きたいということしか考えられない。

　武虎はトランクスの布地に昂りを押しつけた。一枚の薄うすい布越しにシッポが触ふれる。擦るように、シッポが後ろに引いていった。そしてまた前に進んでくる。ゆっくり抜き差ししていると思ったら、急に速度を速めたりグッと押し付けてきたり……それは昨夜の奴の動きにそっくりだった。脚の間を毛のない熱いシッポがぬこぬこと動く、あの感覚が甦よみがえる。

「……あんっ……」

　裏返った甘い声が零こぼれ、武虎は唇くちびるを引き結んだ。あられもない声を出すわけにはいかない。ここは紙みたいに壁かべの薄いアパートだ。定住者は武虎しかいないが、大家夫ふう婦ふは困っている人に超ちよう短期で部屋を貸してあげたりする。退去後に部屋の掃そう除じをするのは武虎だから、誰だれか来る時はきちんと教えてくれるが、時々、夜に物音がするなと思っていたら翌朝に超短期入居者が入ったと教えられることがある。今夜、そういう人がいないとも限らない。少しくらい喘あえいだところで、一階の大家夫婦の部屋までは聞こえないだろうが、二階は筒つつ抜ぬけなのだ。

　武虎はシーツの端を齧かじり、ただ吐と精せいすることだけを考えた。シッポの動きに合わせるように、無意識に腰が揺ゆれる。

「……ンッ、ンンっ、……っ」

　──お願っ、宮尾……もういかせて……！

　太腿が痙けい攣れんして、達しそうになった、その瞬しゆん間かん。

　ピリリリ……っと電話の着信音が鳴り響ひびいた。

　武虎はビクーッと身を跳はねさせて、ケータイを探す。玄げん関かんのドア近くに放りっぱなしになっているビジネスバッグから音が聞こえている。日によってはまだ残業しているくらいの時間だ。電話の主は親ではないだろう。もしかしたら会社からかもしれない。

　すぐにでもケータイを取りに行きたいのに、体の熱さはのっぴきならないところまできていた。こんな状態では、万が一会社からの電話だとしても応答できない。

　武虎はトランクスを脱ぎ、うつ伏ぶせになって腰を高く掲かかげた。シッポが嬉き々きとして裸はだかの下か肢しに絡からみついてくる。シッポを挟むように、きゅっと脚を閉じた。毛の感触に違い和わ感かんは残るけれど、背後に──男を想像する。

　尻しりの肉を鷲わし摑づかみにするように揉もみしだいたり、シッポの付け根を執しつ拗ように刺激してきたり、時には背中に覆いかぶさってきてぬこぬこと屹きつ立りつを抽挿させたりした、昨夜の奴を。

「可愛かわいいよ」と空耳が聞こえた。「あぁん……」と声が漏もれてしまい、慌あわてて枕まくらに顔を埋うずめる。「みやお」と心の中で呼んだ。その途端、シッポの動きが激しくなった。毛が濡ぬれていくのが分かる。先走りだけでこんなに濡れるなんて、これまでの自慰では考えられない。

　──も、達きたい……みやお、みやぉ……。

　ケータイの呼び出し音が消える。早く絶頂を迎むかえて、少し落ち着いたら、折り返し電話をかけなければと、興奮で朦朧とする頭の片かた隅すみでそんな算段を立てていた。

　電話さえ鳴らなければ、きっともう達していたはずだ。それなのに最後のもう少しが足りない。何が足りないのか分からない。シッポの太さだろうか。もっと大きくて、熱いものを知ってしまったからだろうか。

　──もうやだ。宮尾のばか……っ。

　眦まなじりに浮うかんだ涙なみだを枕が吸い取る。武虎は腰を振ふった。シッポだけに任せておけないと、手でも参戦した。己の昂りと、濡れそぼったシッポをまとめて扱く。ものすごい変態行為をしているような背徳感を覚える。それでも、もう手は止まらなかった。

「み、ゃお……っ」

　足りない。熱が足りない。嵐あらしみたいに翻ほん弄ろうされる、あの熱が足りない。背中が寒い。あんなに肌はだに触れていた、自分以外の肌や体温がない。ネコミミやシッポ以外の場所もお構いなしに撫でて、舐なめて、食はんできた奴の唇がない。自分でどれだけ舌を吸っても、奴に吸われた時みたいな痺しびれもなければ、唾だ液えきが溢あふれてきたりもしない。何もかもが足りない。宮尾が足りない。

　──宮尾ぉ……！

　不意に、アパートの前に車が止まる音が聞こえてきた。そして誰かが外階段を上ってくる。大家ではない。老ろう齢れいの大家夫婦は、あんなふうにリズミカルに階段を上がってこられない。

　武虎は息を殺して外の様子を窺うかがった。手の中でシッポがピチピチ動き、昂りにこすれて息を詰める。

　ケータイが再び鳴り出した。ややあって、ドア越しに気配を感じた。

「サクラ？」

　──宮尾!?

　心臓がひっくり返るかと思った。薄いドアの向こうに宮尾がいるらしい。なぜこんなところにいるのか、なぜ家を知っているのか、疑問がいくつも湧わいてくるが、それよりも今のこのはしたない状じよう況きようをどうすればいいのかが分からない。

「サクラ、いるんだろう？」

　コンコンコンとノックされる。ケータイが一度切れて、すぐにまた鳴り出した。電話の主も宮尾らしい。

　武虎はおろおろと室内を見回した。すぐに服を着て手を洗って、何食わぬ顔でドアを開けるか？　──いや、勃ぼつ起きしたままでそんなことできるはずがない。それなら無視を決め込んで、とにかく帰ってくれるのを待つか。それしか選せん択たく肢しがないように思えたのだが……。

「サクラ？」

　何度目かのノックの後、なんとドアノブがキィッ……と遠えん慮りよがちに回った。

　──鍵かぎーっ!?

　ザッと血の気が引く。

　そういえば鍵をかけた記き憶おくがない。家に辿たどり着いた瞬間、眠くてたまらなくて、スーツを脱ぬぎ始めた気がする。まさか鍵をかけ忘れて眠りこけていたのか。

「開けるな！」

「なんだ、やっぱりいたんじゃ……」

　ドアに飛びついて開くのを阻そ止ししようとしたが、遅おそかった。宮尾が姿を現す。スーツではなく、なぜか私服姿の奴やつがそこにいた。シンプルなシャツにジャケットを羽織っただけだが、テレビや雑誌に縁えんがない武虎でも宮尾のセンスのよさが一目で分かる。

　そんな男の前に……ワイシャツ一枚、下半身丸出しの自分。しかも勃起している。さすがにしゅるしゅるしぼんできているが、何をしていたか一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

「見るな、ばかっ！」

　布ふ団とんに逆ぎやく戻もどりして、シーツを巻きつける。羞しゆう恥ちで頓とん死ししそうだ。恥はずかしくてたまらなくて、もうこのまま消えてなくなりたい。

　ゴクッ、と喉のどの鳴る音が聞こえた。そしてなぜか、靴くつを脱ぎ捨てた宮尾が足音も荒く歩み寄ってくる。

「ひとりで何してたんだ、サクラ？」

　背中から抱だき締しめられた。それだけで、ゾクゾクッと背筋を甘い感覚が走りぬけた。ミミを食まれる。宮尾の片手が武虎の頤おとがいを摑つかみ、振り返らされる。唇にかぶりつかれた。舌を捻ねじ込まれて、武虎の舌を搦からめ捕とられた。痛いくらいに舌を吸われる。ゾクゾクして、体から力が抜ぬけた。

「サクラが代休取ったって聞いたから、休みを合わせようと猛もう烈れつに働いてきたんだぜ？　メシに連れ出して、そのまま俺の家に攫さらってやろうと企たくらんで車で来たんだが……これじゃ、出かけられないな？」

　声が笑っている。武虎は羞恥に頰ほおを染めた。奴の体を押し返そうとしたが、自分の手が汚よごれていることを思い出す。こんな高そうな服を汚せない……と思いきや、なんとシッポが、既すでに奴の腕うでに絡みついていた。

「あっ、ばか！　汚れる……」

　シッポを摑んで引き戻もどす。それを見て宮尾の眉み間けんに皺しわが寄った。

「……おい、なんか濡れてないか？」

「っ、ごめん！　クリーニング代払はらうから」

　ものすごく懐ふところが痛いが、仕方がない。

「そんなものどうでもいい。そうじゃなくて、何で濡れてるんだ？」

　言えるわけがない。シッポで自じ慰いをしていましたなんて。……いや、武虎の意思で、積極的にしたわけではないが、シッポを止めなかったのは自分だ。

　宮尾が突とつ然ぜん、シッポを摑んで先せん端たんに食くらいついた。

「なっ……!?」

　ビクビクッと体が跳ねて、布団に倒たおれこみそうになった。信じられない。痛みの感覚くらいしかないと思っていたのに、宮尾の口の熱さを感じた。のみならず、せっかく落ち着きを取り戻していた武虎のものにまで再び血が集まってくる。

「サクラの味がする。──シッポに犯やられたのか」

　宮尾の目に怒いかりが走るのが分かった。胸がヒヤリと冷たくなる。

「や、あの、違ちがうんだ……」

　咄とつ嗟さに言い訳しようとして、言葉に詰つまる。言い訳する自分も嫌いやだが、そもそも言い訳のしようがない。

　そんな武虎の態度をどう捉とらえたのか、宮尾が憎にく々にくしげに舌打ちをした。驚きよう愕がくして、奴の顔を呆ぼう然ぜんと見てしまう。宮尾はなぜか、シッポを睨にらみつけている。

「シッポの分際で、ふざけてんじゃねぇぞ」

　ドスの利きいた声だった。こんな宮尾は知らない。

　ビチビチ暴れて宮尾の手から逃のがれたシッポは、ヒュンッと武虎の体に隠かくれた。下肢にシーツを巻いて座り込んでいる状態でなければ、脚あしの間に隠れていたことだろう。

　こんなはしたない姿を見られてしまったのだから、宮尾の反応はしごく真っ当なものなのだろう。けれど羞恥やら恐おそれやらショックやらでパニックに陥おちいった武虎は、泣きそうになりながら宮尾を睨み上げていた。

「っおまえが悪いんだろ！　おまえが、シッポに変なこと教えるから……！」

　教えたわけではない。そんなことは分かっている。けれど宮尾が昨夜、あんないやらしいことをしなければ、武虎はシッポで自慰なんて変態的なことは絶対にしなかった。脚の間に太いものを挟はさんで抜き差ししたら気持ちいいなんて考えもつかなかったし、機械的に擦こする以外の自慰の方法なんて知るよしもなかった。物足りなくて達いけない苦しさも、そもそも物足りないなんて感情も、宮尾さえいなければ知らずにいられたのに。

「こんなこと今まで一度もしたことなかったんだ！」

　いやらしい人間だと軽けい蔑べつされたくない。武虎は必死に弁明していた。今さらだと分かっているけれど、武虎はそう願ってしまう。

　それ以上、何も言うことができなくて、武虎は目を逸そらした。

「……悪かった。俺がシッポに変態行こう為いを教えてしまったばかりに……怖こわい思いをさせた」

　そっと抱き締められて、武虎は戸と惑まどう。怖い思いとは、どういうことだろう。

「聞かない方がいいと分かっているが、すまない。……シッポは、具体的に何をしたんだ？」

　カァッと頰が熱くなる。これは贖しよく罪ざいだろうか。別に宮尾が悪いわけではないのに、罪を人になすりつけようとしたりしたから。

　ごめん、おまえのせいじゃないと、ただ自分が変態行為に及およんでしまっただけだと、すぐにでも頭を下げるべきだ。それなのになかなか勇気が出ない。

「言えないほどつらいことなら……」

　そう言う宮尾の方がなぜかつらそうな表情をしている。武虎は慌あわてて口を開いた。

「つらいことなんて何もないよ。その……アレしただけだし。脚の間に……その、挟んで……」

「素す股またか？」

「スマタ？　いや、マタタビとかそういう猫ねこグッズじゃなくて。おまえが、その……僕の脚の間に、アレ……でっかいやつ、挟ませて、ぬこぬこ……」

「ウッ！」

　突然、宮尾が前まえ屈かがみになった。普ふ通つうなら体調不良かと心配するところだが、口元がにやけて頰が赤い。変態的反応だ。

「不意打ちはやめてくれ……」

「……変態のツボがよく分からない」

「いや、今のは当然の反応だぞ？　サクラが天然すぎる」

「失礼な」

　思わずムッとして言い返したら、なんとなくいつもの雰ふん囲い気きになった。

　軽蔑されていないのかもしれない。そう気づいただけで、気持ちが軽くなる。

　宮尾が膝ひざ立ちで、武虎の真正面に向かい合うように移動してきた。そして手を握にぎられる。やけに真しん剣けんなまなざしで。力強い手に、心臓がぎゅっと摑まれたみたいになった。握られているのは手なのに、どうして心臓がこんなふうになるのだろう。

「責任を取らせてくれ」

「なんの？」

「シッポにエロいことを覚えさせてしまった責任だ。『もふ化』が治るまで協力させてほしいと昨夜言った件もあるが、それよりも二度とシッポが暴走したりしないように、俺が責任を持って面めん倒どうを見る。見させてほしい」

　別に暴走したわけではないのだけれど。相変わらず意い思し疎そ通つうができているとは思えないが、少なくとも武虎が嫌がることを無理矢理されたわけではない。むしろ気持ちよかったし……。けれどそれを口に出して説明するのは羞恥が勝った。

「もちろん『サクにゃん』代もきちんと払う」

　──あ、そういうことか。

　昨夜、懇こん願がんされて設けた『山桜カフェ』を思い出した。そして宮尾が今夜わざわざ家まで訪ねてきた理由にも納なつ得とくする。

　できるなら、ここまで質素な暮らしをしていることは、知られたくなかったけれど。貧びん乏ぼうを恥じているわけではない。ただ、想像以上に資産を形成していることが分かった宮尾に、こんな自分ではますますライバルとして見てもらえなくなるのだろうと思うと胸が痛んだ。

「サクラ、俺の家に引っ越こしてこないか？」

「……は？」

　声が険しくなってしまった。取り壊こわし寸前のこのアパートを見て、同情でもしたのかと。

　ぶわっとシッポが膨ふくらんだ。威い嚇かくするみたいに、宮尾に向かう。

　それを見た宮尾が愕がく然ぜんとする。「やっぱり俺、『サクにゃん』に嫌きらわれたのか……？」と、この世の終わりみたいな悲しい声を出す。

「本当は今朝、新幹線の中で提案するつもりだったんだ。俺たち同どう僚りようとはいえ、平日に『山桜カフェ』を毎日開いてもらうのは難しいだろう？　時間も制限される。それなら一いつ緒しよに暮らせば効率的だと考えた」

　──今朝？

　それでは、この部屋を見たから言い出したことではないのか。

「ここ賃ちん貸たいだよな？　悪いが俺は買ってしまった家だから動けない。サクラが越してきてくれるとありがたい。明日あしたは俺も代休を取ったから、ここの解約と片づけをしよう」

「は!?」

　宮尾とは思えぬ短たん絡らく思考に、開いた口が塞ふさがらない。アパートを解約してしまったら、『もふ化』が治った後、武虎はどこで暮らすというのか。この家以上に破格で住み心地ごこちのいいアパートなんて、絶対に出で逢あえない自信がある。

「ばかなことを言うな。それに僕は大家さんたちの用事を聞くことで、十年もお世話になってきたんだ。僕にとっては、東京の身内だ」

「そうなのか……分かった。じゃあ、土曜か日曜のどちらかに、数時間、御ご用よう聞ききに帰ってこよう。車なら三十分もかからないから、いいドライブになる。ついでにどこかへ出かけるのもいいな……そういえば、休日は生えっぱなしなのか？」

「まあそうだが……買い物に出かける時とかは、外出する緊きん張ちよう感かんを漲みなぎらせればだいたいコントロールできる」

「なら、問題ないな」

　ちゅっ、唇くちびるを盗ぬすまれる。

　武虎は呆然とした。今のキスはなんだ。なぜこのタイミングでキスするのだろう。

「やっと夢が叶かなう」

「……夢？」

　宮尾は笑った。輝かがやくように明るく、とろけそうに甘く。

「俺だけの『かわいこちゃん』を、べたべたに甘やかして、どろどろに甘えてもらって……一緒に、幸せに暮らすことだ」

　しゅるり、とシッポが甘えるように宮尾に巻きついた。

　それを見た宮尾の幸せそうな表情に、なぜか胸が苦しくなる。

　──一緒に暮らすなんて……僕は了りよう承しようしてないのに。

　なぜか口に出して言えなくて、武虎は無言で睨みつけた。

　宮尾が笑え顔がおのまま、再びキスをしてくる。緩ゆるく抱だき寄せられて、くちづけは深いものになった。けれどどこか戯たわむれるような舌の動きだった。どうやら宮尾はキスが好きらしい。そういえばミミにもシッポにも関係ないのにどうしてキスするのだろうと、ふと疑問に思ったが、今さらすぎてなんとなく聞けない。それに武虎もキスというものの気持ちよさを知ってしまった。いつか……そう遠くない未来、自分の頭からネコミミが消えて、尻しりからシッポも消え去ったら、もしかしたらもう二度とキスという行為をできなくなるかもしれない。自分に恋こい人びとができる未来など想像できないから。

　だから……宮尾もしたいなら、別にいいのではないだろうか。たくさんキスして、一生分キスして、『もふ化』が治った後は思い出にすればいい。忘れずにいられるくらい、今のうちにキスしておけばいい。

「サクラ、可愛かわいい」

　──サクラ？

　ふと、違い和わ感かんを覚えた。可愛いのは『サクにゃん』ではなかっただろうか。

　指し摘てきしようとしたが、その前に唇を啄ついばまれた。与あたえてもらえるキス以上に、問いたいことなんて今はなかった。
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「そうだ、忘れないうちに渡わたしておくな。大阪での『山桜カフェ』代金と、今日の分、これな？」

　宮尾のマンションに移動して細かな同居ルールを話し合った後、爽さわやかな笑顔で渡された封ふう筒とうのただならぬ厚みに、全部千円札か、なんなら日本銀行券ではなく子どもがおままごとで使うようなおもちゃのお札でお茶を濁にごされるのではと思ったのに。

　封筒から引っ張り出して、絶句した。福ふく沢ざわ諭吉が見たこともない人数、整列している。

「アッ、アホかーッ！」

　全部合わせて、百三十七万円あるのだという。入室料一万円だと言ったのに、どういう計算をしているのかと思ったら、「一食はみ千円だから」と武虎は覚えていないルールを持ち出された。そんなもの無効だと切り捨てて、一万円札二枚だけを抜ぬき出した。残りは即そく座ざに自分の銀行口座へ戻もどせと厳命する。同期で同僚のくせに、金銭感覚がおかしすぎる。

「『かわいこちゃん』に貢みつぐこと以外に、使いたいことがないからなぁ」

　と不服そうだが、聞き入れなかった。その代わり、日常の食費や光熱費などは全部甘えることにした。気にならないといえば噓うそになるが、武虎が払はらえるような生活水準ではない。

　アパートで荷物をまとめた後、武虎でも知る高級国産車に乗せられて連れてこられた奴やつのマンションは、豪ごう奢しやすぎる高級物件の最上階だった。

　東京のど真ん中を少し外れているとはいえ、煌く夜景を眼下に見下ろし、広々としたリビングルームの他ほかに三つも部屋がある。上層階専用のエレベーターやら、住民専用の共用スポーツジムやらコンシェルジュサービスやら、設備が充じゆう実じつしすぎている。こんなに贅ぜい沢たくしなくても人間は生きていけるんだぞ……と、負け惜おしみでなく思ってしまった。

　リビング以外の三つの部屋は、寝しん室しつと書しよ斎さいと物置部屋だ。物置と言いつつ、人を泊とめることができるように整えてあるらしい。シングルベッドは今のところ男友達と実家の母親しか使ったことがないとか。

　武虎もそこで寝ねていいのだと思っていた。ところが同居初日から、宮尾の寝室に連れ込まれた。両手を伸のばしてもまったく縁ふちに届かないキングサイズのベッドで、ぬこぬこされて、眠ねむりに落ちる瞬しゆん間かんまでキスされ続けた。それから毎夜、同じルートを辿たどっている。

　なんだか変だと思わないこともないが、ネコミミもシッポも喜んでいるらしい。変態級猫ねこ好きの宮尾が言うのだから、間ま違ちがいないだろう。

　あの日宮尾が言っていた「べたべたに甘やかしたい」は冗じよう談だんではなかったようだ。

　一課の営業なんて毎日足が棒になるまで駆かけずり回っているくせに、一日三食しっかり作る。しかも自分は昼食を外で摂とるのに、社用車移動の武虎のために弁当を詰つめてくれるのだ。そして帰宅が遅おそくなる日は温めるだけで食べられる状態の夕食を用意して、先に摂っているように言う。武虎だって自じ炊すいしてきたのだから、自分で適当にできると主張してみたが、「『サクにゃん』の体が俺の手料理で作り変えられていくところを見たい」などと倒とう錯さく的なことをうっとり囁ささやかれてしまったら、おやつ一つ自分で調達することができない。

　帰宅は武虎が先か、同じくらいに会社を出ることになる。示し合わせたわけではないが、会社を一緒に出ることは絶対にしなかった。家の最も寄より駅で少し待って、並んで帰ることはある。

　家に着くなりポンッと生えるネコミミとシッポは、すっかり宮尾に手て懐なずけられている。決して本物のケモノではないけれど、エサをくれる人だと認にん識しきしているのだろうか。ストレスフルの素すの姿を晒さらした武虎を、宮尾はただ愛いとしそうに見つめ、キスしてくれる。

　会社では相変わらず、完かん璧ぺきに同僚の顔をしているのに、家に帰ると宮尾は甘いまなざしを隠かくさない。そんなに『サクにゃん』に会えて嬉うれしいのか……と、理由もないのにツキツキ痛む胸を、武虎は宥なだめるように何度もこすった。

　ただいまおかえりのキスをして、一緒に夕食を摂って片づけをしながらキスをして、宮尾は珈琲コーヒー、武虎はカフェオレを飲みながら何度か啄ばむようなキスをして、ソファで後ろから緩く抱き寄せられながら毛づくろいされて、時々キスを盗まれて、そのままエッチなことになだれこむこともあれば、お風ふ呂ろに入ってたっぷりのお湯に身を浸ひたしながらその日交かわしたキスの数を数えてみたり、風呂に乱入してこられてエッチなことに発展したり、風呂上がりのホカホカなところを寝室に連れ込まれて性急にぬこぬこされてみたり、武虎はもう以前の自分が帰宅後に何をして生きていたのか、まったく思い出せないくらいデロデロに甘やかされていた。

　こんなことで、『もふ化』が治った後に元の生活に戻れるのだろうか。これは一時の、儚はかない夢の生活だと肝きもに銘めいじているはずなのに、不意に不安が湧わき起こってくる。このままではまずい気がすると、本能が訴うつたえてくる。

　武虎は意を決して、直じか談だん判ぱんすることにした。

「猫を甘やかす生活が夢だったということは理解している。だがもう少し加減してくれ」

「なんで？」

　今日も夕食と風呂を終えるなり、当然のように背中から武虎を抱き寄せてまったりと毛づくろいし始めた宮尾の腕うでから、抜けだすことを試みる。しかし身を捩よじって半ば後ろを向くことはできたものの、奴の腕の中から出ることは許されなかった。

　強制はしないが、やんわりと強ごう引いん。それが宮尾のスタイルだと最近分かった。

　うなじを大きな手のひらに包まれる。マッサージでもするみたいな優やさしい手つきでやわやわと指を動かされて、思わず抱だきつきそうになってしまった。やはりまずい。完全に飼い慣らされている。

「『サクにゃん』が消えた後、もしも僕が家事一つも面めん倒どう臭くさがる自じ堕だ落らくな人間に成り果てていたらどうしてくれるんだ」

「責任は取る」

　即そく答とうか。しかもやたらと前のめりなのはなぜなのか。武虎は眉まゆ根ねを寄せた。

「おまえは何かというと責任を取ると口にするが、『責任』という言葉は、そんなふうに軽々しく使っていいものではないはずだ。己おのれの人生を賭かける覚かく悟ごがある時にだけ、『責任』は取れるものだと僕は考える」

　そう言うや否いなや、宮尾が吹ふきだした。武虎は目を剝むく。人が真面目まじめに言っていることを、馬ば鹿かにするような男だったのかとショックを受けた。

「茶化すな！」

「違ちがう、茶化してなんかいない。今の科白せりふが一言一句違わずあの時と同じだったから、六年も経たつのにまったく変わってないサクラが嬉しくなったんだ」

「……六年？」

　それは自分たちが入社した頃ころではないだろうか。こんな話をした覚えはないのだが。

　怪け訝げんに思っていると、緩く背中を撫なでられる。宥めるような、それ以外の意味があるような、やけに優しい手つきで。

「新人研修の最終日。覚えてないのか？」

　眉み間けんの皺しわを深くして、かぶりを振ふる。覚えていないと意思表示しているのに、嬉しそうなのはなぜだ。

　そういえば少し前にも、宮尾の口から新人研修がどうのと聞いた気がする。

　梅印ぶんぐでは、四月一日の入社式の翌日から、一ヶ月に亘わたって新人研修が行われる。週ごとに様々なカリキュラムが用意されていて、前半は同期全員が顔を揃そろえてのマナー研修や実じつ践せん式オリエンテーション、後半は配属先の先せん輩ぱい社員からの指導というメニューだ。そして最終日に再び同期全員が集められ、最終オリエンテーションが開かれたことは覚えている。

　同期で営業部に配属されたのは武虎と宮尾だけで、一ヶ月みっちりライバル視していたことがまざまざと思い出された。

「思わせぶりな言い方をするな。最終日に何があったというんだ」

　突つつ慳けん貪どんに尋たずねるが、宮尾は気分を害することなどない。これも甘やかし行こう為いの一つに数えているのだろうか。そうだとしたら腹立たしい。

「グループリーダーをサクラが一いつ喝かつした件だよ。今はもう退社してるが、どっかの会社の社長令息だとかで、社会勉強のためにうちに入社したって公言して、口くち癖ぐせが『責任は俺が取る』だった奴。口だけ達者でグループを取りまとめる力もないくせに、リーダーの自分を立てろって要求しまくって、みんな辟へき易えきとしつつ適当に合わせてた。最終発表の時間が近づいてもバラバラのぐだぐだで……」

「ちょっと待て。最終日のオリエンテーションなら、僕とおまえは違うグループだっただろう」

　まるで同じグループだったかのように話しているが、絶対に違う。宮尾に関することで記き憶おく違いなどありえない。

「ああ、俺はＡ班のグループリーダーだったからな。自じ滅めつしていくＢ班を敵じゃないと思って眺ながめてた。ところが……おまえがリーダーを一喝したんだ。日和ひより見み主義か何か知らないがグループメンバーが上辺だけでリーダーに接してる中で、サクラだけが、自分の意見をはっきり口にしたんだ。さっき俺に言った科白、一言一句そっくりそのまま」

「覚えてない」

「しかも糾きゆう弾だんされて逆切れした挙句、不ふ貞て腐くされて職務放ほう棄きしようとした奴を、サクラは他のメンバーみたいに見捨てなかった。覚えてるか？　おまえはこう言ったんだ──『リーダーを辞やめるか、全力で続けるか、今決めろ。辞めるなら新しいリーダーの邪じや魔まをしないでくれ。だが全力で続けるというなら、僕は責任を持って、きみをサポートする』──ここで『責任』という言葉を使うおまえに、俺ははじめ強きよう烈れつな厭いや味みを言っているのかと思った」

「そんな覚えはない」

　言われてみたら、そんなやり取りがあったようなことはなんとなく思い出してきた。しかしそんな詳しよう細さいなやり取りも、厭味などを言った覚えもまったくなかった。

　宮尾はなぜか苦く笑しようする。武虎の背中を撫でていた手が、再びうなじに戻もどってきた。髪かみを梳すき……毛づくろいというにはゆったりとした動きで、髪に指を絡からめてくる。

　見つめてくる漆しつ黒こくの眸ひとみが、やけに熱っぽい気がした。

　まるでベッドの中でのしかかってくる時みたいな。……そんなことを考えてしまった自分が恥はずかしくなる。

「そうだろうな。サクラにとっては覚えていないくらいありふれたことだったんだろうと、今なら分かる。厭味なんかじゃないということも、今ならすぐに分かる。だが、あの時の俺には衝しよう撃げきだった」

　何か思い出しているのだろうか。楽しそうに笑って、宮尾は思わせぶりに指を髪に絡めてくる。ミミの後ろをくすぐるようにされたら、変な声が漏もれそうになる。

「不貞腐れて、嫌いやがらせのようにリーダーを続けると言った奴やつを、おまえは本当に『責任』を持ってサポートしたんだ。おまえはあんな奴の言葉を信じて、決して見放さなかった。そのうち他ほかのメンバーもサクラを援えん護ごするように協力し始めて、最終的に奴までリーダーらしくしてしまった。──あの出来事は、忘れられない」

　そんな素す敵てきなストーリーだっただろうか。宮尾の話だと武虎が中心人物であるかのように聞こえるが、実際はただの一メンバーだった気がする。話に出てくるリーダーも多少むらっけがあるだけで、人を動かす力のある人間だった。実は武虎のルートセールス先の社長令息で、今は次期社長になるべく修しゆ業ぎよう中だという話はここでしておいた方がいいのだろうか。チラリと思ったが、宮尾は興味なさそうなのでやめておく。

「まっすぐ信じるということの絶対的な力を、俺はあの時、サクラの言動から教わった。それが誰だれにでも簡単に使える技わざじゃないってことも。ああいうのは、サクラの生き方そのものなんだろうな」

　自分はそんな素晴らしい人間ではない。そんなこと分かっているし、宮尾も大おお袈げ裟さに表現しているだけだと思うけれど、武虎がすっかり忘れてしまっているようなことを宮尾が覚えていてくれたこと自体が嬉しかった。自分だけが宮尾をライバル視して、意識していたわけではないのだと感じて。

「サクラは変わらないさ。……少しでも、俺のせいで変わってくれたらいいと願っているが」

　どういう意味だろう。尋ねようとしたが、唇くちびるにキスを落とされて言葉にならなかった。

　疑問も、不安も、くちづけに溶とかされていく。あと何回キスしてもらえるか分からないから、合わせている唇以上に優先させたいことなんかない。

　いつものようにそう考えて、ふと気づいた。元の生活に戻れなくなったらどうしようなんて不安を覚える必要などなかった。こんなにも常に、終わる瞬しゆん間かんのことを考えて行動しているのだから。

　魔ま法ほうは必ず解ける。絶対的にそのことを理解している。だから、大だい丈じよう夫ぶだ。

　それに、子どもの頃からずっと贅ぜい沢たくとは無む縁えんだったのだ。心配しなくとも節約生活は染しみついている。

　同居を始めて約一ヶ月が経ち、宮尾のおかげで今月はいつもより二万円近くも節約できた。実家への仕送りをそれだけ増やせる。

　ある日、電話でそのことを報告すると、父は踊おどりださんばかりに喜んだ。

『すごーいじゃないかァ、武虎ちゃーん。今夜は祝しゆく杯はいだね～』

　電話の向こうで手て拍びよう子しを打って、陽気に笑う。今日も酒が入っているらしい。酔よっ払ぱらって機き嫌げんがいい時、父は武虎をちゃん付けで呼ぶ。

　母は心配してくれたが、友だちの家に厄やつ介かいになっているからと告げると安心したようだった。

　本当なら、さらに三十万円──毎日『山桜カフェ』としてもらっている分もプラスして送ることが可能だ。けれどそれはできなかった。武虎の心がブレーキをかけた。

　双そう方ほうが合意しての金銭の授受なのに、武虎は宮尾から受け取ったお金をいつものように親の借金返済に充あてることを、正しいこととはどうしても思えなかったのだ。

　お金への執しゆう着ちやくが生まれてしまったのだろうか。そう考えたら、自分がとてつもない悪人になってしまったような気がして、ゾッとした。

　答えは出ないまま、ひとまず一ヶ月分の『サクにゃん』代を、定期預金にしてみた。

　武虎にとって初めての、自分の貯金だ。

　なんだか……社会人として認められたような気がした。

　給料としてそれなりの額が口座には毎月振り込まれるが、それは一度も手にすることなく、両親の口座へと送金される。手数料もかからず、その日中に借金返済に充てられて利子も少し軽くなる便利な世の中だ。けれど数字だけのやり取りは、どこか現実味を奪うばってしまう。

　毎日しっかり働いて、毎日毎日節約に励はげんで、なんとか作った武虎のお金。

　家族を助けるのは当然のことで、一人息子むすこなのだから迷う余地などないと分かっているのに、こうして「自分の貯金」を持って初めて自分の人生を振り返ると……この六年間何をしてきたんだろうな、とぼんやり思った。

　いや、六年だけではない。大学時代も、遡さかのぼって高校時代も、少しでもたくさん稼かせいで一円でも多く親に渡わたすことしか考えていなかった。

　お金を渡したら、両親は「ありがとう」と言ってくれる。父にも母にも稼げない金額を毎月仕送りしている武虎に、感謝している、おまえは自じ慢まんの息子だと言ってくれる。それだけで充じゆう分ぶんなのに……今、気づいてしまった。自分の胸の中に、虚むなしさという感情が巣食っていること。

　原因も理由も分からない。ただ、武虎は大人になって初めて、虚しさを抱かかえて泣いた。

「……サクラ」

　突とつ然ぜん、背後からそっと抱だき締しめられて、体の芯しんからふにゃんと力が抜ぬける。

　宮尾が帰宅したことに気づいていなかった。いつからいたのだろう。両親への電話をリビングでしてしまったから、聡さとい彼は山桜家の経済状態を知ってしまったに違ちがいない。

　恥ずかしいと思った。けれどなぜかホッとした。

　武虎は無意識のうちに、自分の恥ずかしい部分を宮尾に知ってもらいたいと願っていたのかもしれない。

　彼の腕うでの中で身を返し、自分から抱きついた。キスをねだって、シッポに負けないくらい腕でも脚あしでも絡みついて、宮尾の大きなものを初めて頰ほお張ばった。

　口に入りきらないくらい大きくて、まずいのに美味おいしく感じた。シックスナインという体位も教えてもらって、宮尾の昂たかぶりをぺろぺろ舐なめながら自分のものも宮尾にしゃぶられて、いつも以上に「あんあん」喘あえいだ。

　唇から、何か違う言葉が零こぼれ落ちそうだった。

　この胸の中に渦うず巻まいている感情を、何か言葉にできそうな気がした。

　けれどいつも以上に情熱的にぬこぬこされたら、もう喘ぎ声と「みやお」と彼を呼ぶ声しか出てこない。

　一度達して、キスの雨を降らされて胸を喘がせていると、「なぁ……」と言いにくそうに、宮尾が声をかけてきた。

　目を開ける。自分を見下ろす宮尾がいる。欲よく情じように濡ぬれた眸で、宮尾は言った。

「なぁ……ここに、入れてもいいか？」

　──ここ？

　体の感覚だけの判断だが、宮尾がそう言いつつツンツンつついてくるのは、どう考えても何かを入れるような場所ではなかった。むしろそこは出す場所だと思う。

「……何を？」

　ぼんやり尋たずねたら、手を取って導かれた。

「いつもぬこぬこしてる、これ」

「……え？」

　既すでに小さくなっている、宮尾の性の象しよう徴ちよう。小さいといっても武虎よりはるかに大きいのだが、……あまりその辺りは認めたくなかったりもするが、いつも太ふと腿ももの間に挟はさんで抽ちゆう挿そうされるから知っている。そんな大きなものが入るわけがない。第一、入れる意味が分からない。

「ええと……それって、ゲイの人たちの、せっ……セックス、だろ？」

「挿入だけがセックスというわけでもないけどな？」

　ちゅ、っと唇を啄ついばまれる。自分から舌を伸のばして、深いキスをねだった。

　くちづけながら、蕾つぼみをくすぐるようにつつかれる。どうして自分のそんなところに、宮尾は彼の大事なものを挿いれたいと思うのだろう。

　ぬこぬこ──素す股またと呼ぶ性技だと最近ようやく知ったが、素股はまだ分かる。変態的にネコミミとシッポが好きで、戯たわむれているうちに興奮しすぎて体が熱くなってしまったら、ペニスをこすりたくもなるだろう。自分の手よりも人の手、もしくは口とか、柔やわらかく包んでくれる部分……太腿と太腿の間なんてなかなか快楽にもってこいだ。手や口や素股なら、性別もさほど気にならないだろう。けれど尻しりの穴は、どう考えても男性的すぎる。中には女性にもそういう性嗜し好こうを持つ人がいるらしいが、それとこれとは違う気がする。

「……なんで、そんなことしたいんだよ？」

「サクラのこと……」

　言いかけた言葉を、なぜか飲み込む。怖こわいくらい真しん剣けんな目で見つめてきて──ふっと、緊きん張ちようの糸を切るみたいに笑った。甘く優やさしい、もう見慣れてしまった『サクにゃん』への笑い方で。

「尻の中に前ぜん立りつ腺せんってあるだろ？　あれ、こすると病やみつきになるくらい気持ちいいらしいぜ？『サクにゃん』が脚の間に俺のを挟んで、ぬこぬこされて、俺の名前呼びながら気持ちよさそうに鳴いてくれるのすげぇ好きだから……お尻に挿れてぬこぬこしたら、もっと気持ちよくなってくれるんじゃないかと思って」

　いたずらっぽくそう言うと、ちゅっと頰ほおにキスをする。武虎は頰を赤くしつつも、宮尾の表情を観察した。彼自身がどうしたいのかを知りたくて。

「……宮尾は？　股でするのと、……その、お、お尻に挿れるの、……どっちが、気持ちいいと思うんだよ？」

　ピクッと指が動いた。蕾を撫なでていたその指が止まるのは、言い出しにくいからだろうか。

「……挿れる？」

　恥はずかしくて、視線を逸そらす。その代わり足を心持ち上げてみた。蕾をいじりやすいように。

「嫌いやじゃないか？」

「……変態だとは思うけど……だって宮尾、そこに挿れて……ぬこぬこ、したいんだろ？」

「したい。ごめん。挿れて、揺ゆさぶって、めちゃくちゃ乱れさせたい。サクラが誰だれとも触ふれ合ったことのない体の奥の奥に俺だけが入って……」

　キスしながら一気に言ったかと思うと、言葉を切って、指をグッと押しつけられた。入ってきたりはしなかったけれど、ものすごく意識させられる。

「サクラの中に出したい」

「……出し……？　……えっ、お尻の中で射精するってこと？」

　そんなことをしてなんの意味があるのだろう。驚おどろいて尋ねると、真剣に頷うなずかれる。

「そうだ。種付けさせて」

「っ!?　種付けって……畜ちく産さんとかの、業界用語だろ？」

「あー……いろんな業界で使われてるんじゃないか？　とりあえず今俺が言ったのは、畜産業の意味とは似ているようで少し違うかもな。オス同士だから」

　くすぐるようなキスをしながら濡れたペニスをいじられて、武虎は「ばか」と悪態をついた。

「……いいよ。お尻……してもいい。でも、入らなかったらごめん。宮尾の、おっきいから」

「っ！　……いきなりマックスサイズになりそうなこと言わないでくれますか、武虎さん？」

　ドキッとした。急に名前で呼ぶから。宮尾は時々こうして下の名前をまぜる。武虎は不器用だから、よほどのことがないと「宮尾」は「宮尾」としか呼べないが、宮尾はサクラとか「サクにゃん」とか、会社で正式な場合は「山桜」とか、さっきみたいに急に武虎とか、自由自在に呼び方を操あやつる。そういうところも、人付き合いに慣れていると感じさせられる。

「そうだな、俺のがおっきすぎてサクラを壊こわしたらいけないから、今日は指でぬこぬこしようか？　ローションは用意してあるから、毎日ちょっとずつ、お尻の中こすって広げていこう？　それで……指で可愛かわいく鳴けるようになったら、おっきいの挿れようか？」

「う、うん……でも、明日あしたからにしないか？」

「なんで？」

　不思議そうに聞かれて、なんだかもじもじしてしまう。生き娘むすめじゃあるまいし、二十八にもなった男がこんな態度を取っても気持ち悪いだけだと分かっているのに、恥ずかしくてたまらない。

「今日は……普ふ通つうにしか、洗ってないから。……明日から、ちゃんと……指入れてもらえるように、しっかり洗っとく」

「ふぅん？　じゃあ、明日は風ふ呂ろに乱入しよ。俺のためにお尻を綺き麗れいにしてくれるサクラをガン見しないと」

「変態！」

「サンキュ。変態上等。サクラの初めては、俺の心のコレクションだから。明日、楽しみにしてるな。……じゃあ今夜は、いつものぬこぬこ、いっぱいしよっか？」

　シッポの付け根を撫でながらキスされて、武虎は甘い声を上げた。

　もう数えきれないくらい脚の間に挟んできた宮尾の昂りを、今夜も感じる。

　これがいつか……自分の中に入ってくるのだと想像したら、大きさに恐おそれを抱いだくのに、体の芯が痺しびれるみたいに興奮した。

　それは紛まぎれもないセックスになるだろう。宮尾が、自分と……『サクにゃん』のためとはいえ、男であるハードルを飛び越こえて自分とセックスしたいと思ってくれているのだと思ったら、胸がいっぱいになる。

　同性の同どう僚りよう相手にこんなことを考える自分は、きっと気持ち悪い。

　恋こいでも友情でもないのに、ただの猫ねこカフェみたいなものなのに、宮尾に自分を見てもらえるのが嬉うれしい。

　胸の中がぽかぽかとして……こういう気持ち、なんて言えばいいのかな？　と胸の中で自分に問いかけた。

　宮尾にセックスしてもらえる頃ころには、答えが出ているだろうか。

　なんとなく予感めいたものを感じていたのに──。

　翌日。いつも通りおはようのキスで目覚めて、玄げん関かんで少し長いいってきますのキスをしてもらって、平然とした顔を取り繕つくろって出社して、仕事して……帰宅したのに、『もふ化』の症しよう状じようが出なかった。

　いつもなら玄関の扉とびらが閉まるなりポンッと現れるシッポが、今日は出てこない。思わずベルトを外してスラックスを下げて確かく認にんしたが、普通に、自分の尻があるだけだった。

　慌あわてて頭も確認する。手で触さわって、鏡に映して……そこにいたのは、特になんの特とく徴ちようもない、どこにでもいる平へい凡ぼんなサラリーマンだった。

「……治ったんだ？」

　そう判断するのは早計かもしれない。

　宮尾が帰宅するまで二時間近く、何度も何度も耳を触って、尻を覗のぞいて確認したが、生えてきそうな気配はまったくなかった。

「……やったー……」

　呟つぶやいて、武虎は荷物をまとめた。持ち込んだ物などほんの少ししかないから、たった数分で荷造りは終わった。迷ったのは、宮尾が「サクラ専用」だと用意してくれた食器や身の回りの小物などだ。歯ブラシはもらっていってもいいだろう。使い古しの歯ブラシを掃そう除じに使うような真似まね、宮尾はしないだろうから。スリッパやバスローブ、枕まくらなんかは……洗っておいたら、また別のお客さんが使ってくれるだろうか。

　様々なものを洗せん濯たく機きに入れて、乾かん燥そう仕上げまでの自動コースにする。家事を手伝うと言っても何もさせてくれなかったが、これくらいは見て覚えた。

　帰り支じ度たくをすっかり整えた頃、チャイムが鳴った。宮尾が帰宅したのだ。

　いつもは身ひとつで「おかえり」を言いに玄関へ行くけれど、今日はビジネスバッグと紙かみ袋ぶくろを一つ、持って行く。結局、自分で持ち込んだものだけを、そのまま持ち帰ることにした。

　自分で鍵かぎを開けて入ってきた宮尾は、嬉しそうに笑う。

「ただいまー、サクラ。おまえも今帰ったとこだった？」

　スーツと鞄かばんを持っているからだろう。抱だき寄せられそうになって、身を引いた。ただいまのキスはもうしてもらえない。だって自分には、もうネコミミもシッポもないのだから。

「サクラ？」

「世話になった。『もふ化』が治ったから、今日からアパートに帰る。合鍵はテーブルの上だ。忘れ物はないはずだが、何か問題があったらメールしてくれ。……いろいろとありがとう」

　なぜか胸がズキズキと痛んで、早くこの場から去りたかった。

　深々と頭を下げて感謝の気持ちを表してから、宮尾の脇わきを通り抜ぬける。彼の顔は見られなかった。営業スマイルで見送られるのは、なんとなくつらい。

「ちょっと待て！」

　摑つかまれそうになった手をとっさに躱かわす。けれどドアを押さえられて、外に飛び出すことはできなかった。

「本当だ、生えてない……。治ったって、いつ？　今朝はまだ生えてただろう？」

「治ち癒ゆ時刻は定さだかではないが、帰宅してから二時間ほど経過観察しても、生えていない」

「ってことは、まだ二時間じゃないか。治ったと判断するのは早すぎるんじゃないか？」

　確かにそうかもしれない。けれど武虎は一刻も早く宮尾の前から消えたいということしか考えられなかった。

　彼だけのにゃんことしてとことん甘やかされたこの部屋で、ただの同僚として扱あつかわれるのはすごく淋さびしい。

　──淋しい？

　自分の思考に、武虎は驚いた。淋しいなんて感情、記き憶おくにある限り一度も抱いだいたことがないのに。

　そして、ふと思い出した。いつだったか宮尾が、武虎の考え方を淋しいと言ったこと。

　まだ『もふ化』がバレる前の話だ。同僚として、武虎が宮尾を駅まで車で送ってやった時に言われた。あの言葉の意味を、今いま頃ごろになって知りたいと思う。

「まだ帰るなよ。ここにいてくれ」

　武虎はかぶりを振ふった。『もふ化』はまだ治ってなどいないと考える宮尾に、いつ生えるのか、今生えるのかと、期待され続けるのもつらい。

「ネコミミとシッポなんて、生えてなくていいから」

　一いつ瞬しゆん目を見張ったが、すぐに営業テクニックだと気づいた。買わなくていいですから、新商品をご紹しよう介かいしたいだけですからと、営業マンはよく口にする。武虎にはあまり備わっていない話術だ。噓うそをつくみたいで抵てい抗こうがあったが、今、宮尾に言われて分かった。

　──気き遣づかってもらってる気がするんだな……。

　もしここで「ネコミミとシッポがまた生えるかもしれないから、ここにいろ」なんてストレートに言われたら、ムッとしていたかもしれない。武虎は早く『もふ化』が治ってほしかったのだから。けれど営業テクニック的な言葉をかけてもらって、武虎の胸は震ふるえた。そんなふうに自分を気遣ってくれるなら、宮尾のために何かしてあげたいとまで思った。

　──言い方一つで、こんなにも受け取る印象が違ちがうんだな……。

　自分は今まで、勘かん違ちがいをしていたような気がした。営業トークや社交術は、決して相手を騙だますようなものではなくて、相手の気持ちに寄り添そうための手段なのかもしれない。

　人付き合いが苦手だからと言い訳をして、相手よりも自分を優先してきたのではないだろうか。

「……ありがとう、宮尾。……もし、また生えるようなことがあったら、その時は甘えさせてくれ」

　──こんな言い方でよかったかな……？

　もし再び生えるようなことがあっても、もう宮尾に甘えることはないだろうけれど。

「……どうしても、出ていくのか？」

　その言い方は変だ。武虎はただ元の家に帰るだけなのだから。

「宮尾、手をどけてくれないか」

　ドアを押さえたままの彼に、淡たん々たんと頼たのむ。

　沈ちん黙もくが流れた。緊きん張ちようのせいか、鼓こ動どうが逸はやる。

「……俺が……尻しりに挿いれたいなんて言ったからか？」

「違う！」

　思わず顔を上げていた。今度は宮尾が目を逸そらす。そうされて初めて、宮尾はいつでも武虎のことをまっすぐ見つめてくれていたのだと気づいた。

「……そうか。……悪かった」

　分かってくれたようでよかった。変な誤解だけはされたくないから。

　──お尻……昨夜、挿れてもらえばよかったな。

　ネコミミとシッポが生えているうちに。

　少しずつほぐしていくなんてまどろっこしいことをせず、昨夜、すぐに洗いに行って、汚きたなくないように念入りに洗って、触ってもらえばよかった。

　もう二度と、この体に触ってもらえない。

「また明日あした、会社で」

　そっけないくらいの口調で言うことができた。頭の中で、こんないやらしいことを考えているなんて、宮尾にはバレなかったはずだ。

　宮尾はゆっくりと、ドアから手をどけた。

　最後にもう一回だけキスしてほしいなんて、頼めるはずがなかった。




　　　　＊　　＊　　＊




　翌朝、腫はれぼったい目を持て余しながら出社すると、大事件が起きていた。

「キャー！　何それ鈴原さん！　ネコミミ!?『もふ化』!?　可愛かわいい～！」

　二課総そう括かつ事務デスクに人だかりができている。中心にいるのは、鈴原和歌子。

　いつもと同じ黒い上下の服に、日本人形みたいな黒く艶つや々つやなボブカットの髪かみ……から、ひょこんと現れたネコミミ。毛艶の美しい黒くろ猫ねこだと、容易に連想させられる。

　驚おどろいた、なんてものではなかった。

　自分が必死に、ひたかくしにしてきた『もふ化』を、こうも堂々と公表してしまえる和歌子に対して、複雑な感情が去来する。ストレス性疾しつ患かんに罹り患かんしたなんて恥はずかしいと思わなかったのか、ネコミミを消すコントロールができないならひとまず上司に相談して対策を練ろうと思わなかったのか、それに周囲がどんな反応をするか怖こわくなかったのか……。

　和歌子は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを鼻に引っ掛かけ、テンプルを手で持っている。ネコミミでは通常の眼鏡がかけられない。それは発はつ症しよう者にとって難題だった。

「多少お見苦しいかとは思いますが、眼鏡の件だけ解決すれば、業務に支障はきたしません。ご容よう赦しやください」

　淀よどみない事務口調に、いつもなら話は終わったと人が離はなれていくのに、今朝は違った。人だかりがどんどん大きくなっていく。

　遠巻きにしている社員もいるが、視線は和歌子の方へ向けられていた。

　武虎はオフィスの入口で立ち尽つくし、動くことができない。

「おはようございまーす。山桜主任？　そんなところで突つっ立って、どうしたんですか？」

　一課の冬木が背後から声をかけ、ひょいっと武虎の顔を覗のぞいてきた。……が。

「あれ？　なんの人だかり……あーっ！　ネコミミじゃないですかーっ！　鈴原さん!?　マジで!?　うおーっ、可愛い！　めっちゃ可愛い！　握あく手しゆしてください！」

　冬木は大声を上げ、ダッシュで和歌子のもとへ駆かけつける。冬木自身が可愛い容姿とその明るさでマスコット的人気者だというのに、その冬木が憧あこがれの人にでも会えたかのような喜びようだから、ますます人が寄ってくる。

　握手は和歌子に拒きよ否ひされたようだが、まったくめげる様子はなく、一いつ緒しよに写真を撮とってほしいだの飲みに行こうだの、熱心に誘さそいかけている。まるで武虎の『もふ化』を知った時の宮尾のような変わりようだ。

　その宮尾が出社してきた。姿を認めるなり、胸が痛んだ。まっすぐに顔を見ることなんてできなかった。

　──おまえも、鈴原さんの『もふ化』を喜ぶんだろうな……。

「おはよう、サクラ。……よく眠ねむれた？」

「鈴原さんが『もふ化』した」

「え？」

　武虎は彼に背を向けて、自分のデスクに向かった。人ひと垣がきのすぐ傍そばだが、座る分には支障ない。

　宮尾が和歌子の方へ歩いていくのを、視界の隅すみで捉とらえた。やっぱりな、と思った。

「こら、冬木。『もふ化』はストレス性なんだから、あんまり騒さわぐな。治りが遅おくれたらどうするんだ」

「あっ、宮尾主任。おはようございます。だって見てください、鈴原さんめちゃくちゃ可愛くないですか!?」

「うん、確かに可愛いな。……って言われるの、鈴原さん嫌いやじゃない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

『もふ化』は疾患だ。ミミやシッポについて話題にされることで、さらに自分を追い込んでしまう人もいる。武虎はそういう理由ではなかったが、もし会社にバレたとしても絶対に話題になどしてほしくない派だった。

「どこが可愛いのかという疑問は抱きますが、可愛いだのブサ可愛いだのは主観の問題で、そういう感想を抱くのは個人の自由だと考えます。多少お見苦しくて恐きよう縮しゆくですが、業務に支障はきたしませんので、ご容赦ください」

　どうやら最後のフレーズは、声をかけてきた社員にその都度返しているようだ。

「鈴原さんも真面目まじめだな。冬木にちょっかいかけられすぎて鬱うつ陶とうしくなったら、言って？　叱しかるから」

「主任酷ひどいですよ～。……はっ！　もしかして本物の猫に飽あき足らず、『もふ化』した子まで『かわいこちゃん』に加えようとしてるんじゃないでしょうね!?」

「ないから」

　即そく座ざの否定は、苦く笑しよう交じりだった。

　同どう僚りようたちは「ないない」「冬木じゃあるまいし」などと笑っているが、武虎はその可能性がなくはないことを知っている。

　今度は和歌子に、自分だけの『かわいこちゃん』になってほしいと懇こん願がんするのだろうか。

　そんな想像をしたら、なぜか呼吸ができなくなるくらい胸が苦しくなった。

「冬木さんは『もふ化』した人間がお好みなのでしょうか？　それともネコミミに興奮する特とく殊しゆ性せい癖へきをお持ちなのでしょうか？」

　朝の職場であまりにも平然と尋たずねる和歌子に武虎はギョッとしたが、同僚たちは吹ふきだす。

「……うっ、気を悪くされたならすみません。おれ、『もふ化』アイドルグループ『もふっこ☆』の大ファンなんです……。でも、ケモミミなら誰だれでもいいわけじゃないんです！　鈴原さんのネコミミ、黒い艶々の毛が魅み力りよく的でとっても素す敵てきです！」

「おい、冬木。公衆の面前で堂々と口説くなよ。鈴原さんが困るだろう」

「ああっ、すみません！　握手会で自分の番が来て、とにかくファンですってことを伝えなきゃっていう心理に陥おちいってましたっ」

　冬木が顔を覆おおって照れを表現すると、周囲は爆ばく笑しようだ。

「本当にいいコンビですよね、猫フェチの主任とネコミミフェチの冬木くん。なんなら二人にネコミミが生えればいいのに」

　女性社員が笑いながら言うと、二人して「いやいや」と嫌そうな表情をする。

「それはなんの意味もないな。俺は『かわいこちゃん』を愛するのが好きなのであって、自分を愛めでたり撫なでたりしても楽しくないから」

「あっ、でもおれ、『もふ化』した主任ならそこそこ愛せそうですよ？」

「おっ？　可愛い顔して、男前だねぇ。まあ、俺はネコミミ冬木と『かわいこちゃん』なら、迷わず『かわいこちゃん』を取るけどな」

「ちょっと主任、そこは噓うそでも『迷う』くらいは言っときましょうよ」

　テンポよく交かわされる会話に、笑いが絶えない。

　冬木が羨うらやましくてたまらなくなってきた。どうしたらあんなふうに人を和なごませる話し方ができるのだろう。宮尾と並んで笑い合っている姿が、とてもまぶしい。

　以前はこんなふうに思ったことなどなかったのに、武虎は今、確かに冬木に嫉しつ妬としていた。

　羨んでいるだけでは駄だ目めだと思った。嫉妬しているということは、自分もそうなりたいという気持ちが芽生えたからだろう。

　宮尾と深く関かかわり合うまで頑かたくなに貫つらぬいてきた自分の生き方や考え方が、少しずつ変化していることを感じる。

　それは宮尾が、武虎に与あたえてくれたものだと思った。それを生かすも殺すも、きっと自分次し第だいだ。

　武虎は席を立ち、和歌子のもとへ行く。

「おはようございます、鈴原さん」

「おはようございます、山桜主任」

「先日お願いしていた本日中のデータ整理ですが、急を要するものではありませんから、明日あした以降でかまいません。眼鏡を作りに行くのは、早い方がいいのではないですか？」

「大変恐縮です。眼鏡の件だけ解決すれば、業務に支障をきたすことはないと考えています。お言葉に甘えさせていただいてよろしいでしょうか？」

「もちろんです。こういう時はお互たがい様ですから、助け合いましょう」

　武虎の言葉に同僚たちが同意する。二課一係の係長である山村も、深く頷うなずく。

「俺も盲もう腸ちようの時みんなにものすごく助けてもらったしな。鈴原さん、今日の業務予定表ある？　後回しにできるものをチェックしよう。午前中に会社抜ぬけて眼鏡作ってくるといいよ」

「ありがとうございます。助かります」

　二課の営業マンが各おの々おのの依い頼らい分をチェックし始めると、自然と解散となった。武虎もチェックを終えて、手洗いに立つ。

　いつもの癖くせで一つ下のフロアのトイレに入ってから、もうその必要もないのだと気づいた。

「……いや、でも、油断は禁物だ」

　二十四時間以上『もふ化』していないとはいえ、治ったという保証はどこにもないのだから。

「油断って、何をですか？」

「っ!?」

　不意に背後から声をかけられて、武虎は驚きよう愕がくした。

　そこには笑え顔がおの冬木がいた。

「……何か用か？」

　そっけ無い声になってしまった。同じ営業部の所属とはいえ、一課の冬木とはあまり接点がない。ムードメーカーな彼が誰かと話している姿を、武虎は一方的によく見ているが。

「さっきはありがとうございました。おれ、ちょっと興奮しすぎて、微び妙みような空気を漂ただよわせちゃってたでしょう？　山桜主任がうまく話題を変えてくださって、助かりました！」

　ビシッと最敬礼をされて、武虎は戸と惑まどう。助け舟ぶねを出したつもりはなかった。むしろ自分本位で動いたのに。

　──冬木は、こういうことでわざわざ礼を言いに来るんだな……。

「……僕は別に、礼を言われるようなことはしていない」

「山桜主任のそういう優やさしいところ、見習いたいです！」

　見習うべきは、こちらの方だと思う。そうすればきっといつか、宮尾とも弾はずむような会話ができるようになるに違ちがいない。

「ところで……山桜主任、今度の社員旅行、幹事ですよね？」

　社員旅行は三週間後に迫せまっている。宮尾に予告されていた通り、人事部長から幹事指名の書面が回ってきて、強制参加させられることになった。幸いにも宴えん席せきでの司会や隠かくし芸など、派手な役には当たらず、武虎は営業部全体の世話をする裏方業務だけでいい。雑用は多いが仕事が圧あつ迫ぱくされるほどではないし、何より目立たなくて済むのが助かった。

「あの、おれのこと、個人的に雑用係として使ってください。なんでもします。その代わりといってはなんですが……そのう、宴えん会かいの席次、鈴原さんの隣となりにしてもらえませんか？」

　もじもじする冬木に、我知らず眉まゆ根ねが寄る。

「ネコミミが目的か？」

「不ふ謹きん慎しんですか？　すみません！　でも、おれにとってネコミミは疾しつ患かんじゃないんです。なんていうか、ほら、男って、視覚に弱いでしょ？　いつも髪かみを結ゆい上げている女性が初めて髪を下ろしてる姿にドキュンとなったりするじゃないですか？　そういう感じなんです」

　力説されたが、武虎には経験がなかった。世の男というものは、そういう時に胸を高鳴らせるものなのか。

「……一ひと目め惚ぼれかもしれません」

「きみが入社した時から、鈴原さんはいたじゃないか」

「察してくださいよ。山桜主任のそれってドＳですか？　それとも天然ですか？」

「どちらでもない」

「なるほど」

　何がなるほどなのか。冬木の話し方は、どことなく宮尾に似ている。

「お願いします。チャンスが欲しいんです。鈴原さんが嫌がることはしないと誓ちかいますから」

　両手を合わせて拝まれる。その必死さに、武虎の『もふ化』を知った時の宮尾を彷ほう彿ふつとさせられた。

「……鈴原さんの『もふ化』が治ったら、どうするんだ？」

「正直、気持ちがどう変化するか自分でも分かりません。でも、ただのクラスメイトだった子のこと何かのきっかけで気になり始めたとか、普ふ通つうにあるじゃないですか？　まずは相手のことをちゃんと知らないと何も始まらないから、おれは鈴原さんと仲良くなりたいです」

　そんな冬木の持論に、武虎は心を動かされた。

　冬木は人に対して、関わろうという姿勢を持っているのだと感じた。

　──僕に足りないのは、こういうところかもしれないな……。

「きみの主張は分かった。協力はできないが、鈴原さんの迷めい惑わくにならない範はん囲いでなら、黙もく認にんする。今年の宴席は六人一ひと括くくりの座ざ卓たくでスタートするから、それを同じグループにしておくよ」

「ありがとうございます！」

「ただし！　本当に、鈴原さんが嫌がることはしないと誓ってくれ。彼女にもし無体なことをしたりしたら、許さないぞ」

「無体って」

　冬木は吹きだしたが、武虎が本気で言っていると気づいたらしく、神しん妙みように頷いた。

「誓います。ありがとうございます。雑用、なんでもするので言ってください。仕事のことでも大だい丈じよう夫ぶです。これから資料室へ行くんですか？　探し物なら手伝います」

　無む邪じや気きに申し出てくれる冬木に、ギクッとした。資料探しか会議でもなければ、わざわざオフィスとは違うこのフロアのトイレに来る必要がない。

「……きみ、一課だろう。僕の仕事を手伝うなんて不自然にもほどがある。気持ちだけもらっておくから、先に戻もどっていてくれ」

　冬木は特に疑問に思わなかったようで、「はーい」と機き嫌げんよく返事して出て行った。

　一人になると、ドッと疲つかれを感じる。念のため鏡で確かく認にんしたが、ネコミミは生えていない。大丈夫だ。

「……ストレス性疾患だぞ……？」

　宮尾といい冬木といい、同どう僚りようたちといい、好意的すぎやしないだろうか。和歌子にとっては、とてもいいことだが、自分が思い描えがいていた周囲の反応はもっとシビアなものだった。

　考えすぎだったのだろうか。それとも、さすがに武虎のような二十八歳の男の『もふ化』だと、想像通りの反応になるのだろうか。変態級猫ねこ好きの宮尾は別として。

　始業時間直前にオフィスに戻ると、既すでに管理職たちも出社していて、和歌子はいなかった。『もふ化』用の眼鏡めがねが出来次第、戻ってくるということだ。

　武虎がルートセールスから帰ってくると、新しい眼鏡をかけた和歌子は普ふ段だんとなんら変わらぬハイスピードで淡たん々たんと仕事をこなしていた。眼鏡はテンプルのみで固定するタイプにしたようで、軽量化を図はかるために黒くろ縁ぶちだったのが縁なしの洒落しやれたデザインに変わっていた。

　同僚たちは、男女問わず、ネコミミ和歌子を可愛かわいいと言う。直接言われたら、和歌子は「どうも」とサラッと流す。その日、オフィス内での雑談の話題は和歌子に終始していた。武虎も会話にこそ加わらなかったが、和歌子の様子が気になってチラチラ見てしまう。なんとなく違い和わ感かんを覚えるのだが、何が気になるのかが分からなくて。

　しかしその疑問も、終業間ま際ぎわに外回りから戻ってきた宮尾の言葉で簡単に解けた。

「鈴原さん。そんなにずっと緊きん張ちようしてたら、治るものも治らないよ？」

　カラフルな包みのチョコレートを和歌子のデスクにちょこんと置いて、宮尾が声を潜ひそめて言う。今、彼らの会話が聞こえる範囲には、武虎しかいない。

「緊張などしていません」

「うーん、ごめんね。俺、自他共に認める変態レベルの猫好きだから、ミミの動きで分かっちゃうんだよね。朝からずっとそのままで動いてないみたいだから」

　──あ！　本当だ！

　自分のネコミミでさんざん苦労させられてきたはずなのに、武虎もようやく気づいた。和歌子は出社してきた時からずっと、ミミが外側を向いて固定したようになっているのだ。

　和歌子の頰ほおがうっすらと上気した。指し摘てきされたことが恥はずかしかったのだろうか。

　思わず席を立った。宮尾がこちらを見たのが分かったが、視線など合わせられなかった。

　きっと自分は今、嫉しつ妬としているような醜みにくい表情をしている。
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　真っ暗なアパートに帰る。大家夫ふう婦ふの顔を見られた日はまだマシだが、部屋で一人になると、無む性しように淋さびしくてたまらなくなる。

　あれから一週間経たったが、シッポもネコミミも生えない。そろそろ治ったと判断してもいい頃ころだろうか。インターネットで検けん索さくしてみたが、個人差があるから分からない。『もふ化』は発はつ症しようする時も治る時も突とつ然ぜんだという知識は得ていたが、これほど呆あつ気けないものなのだろうか。

　もうネコの毛が付く心配はないのだから、造花の内職を再開しても問題ない。けれどそんな気になれなかった。一円でも多く両親に渡わたして、少しでもたくさん借金を返済してほしいのに。そのためには自分がもっと働かなければいけないのに、気力が湧わかない。

　暗い部屋に一人でいると、どうしても夢の生活を思い出してしまう。いつも明かりがついていて、いつでも触ふれられる距きよ離りに体温があって──宮尾のとろけそうな笑顔があった。

「……うう」

　武虎はカビ臭くさいせんべい布ぶ団とんの中で丸くなる。この布団がカビ臭いだなんて、以前は気づきもしなかったのに。

　宮尾が変えてくれたこと、宮尾に変えられてしまったこと、ぜんぶちゃんと受け入れて、その上でこれからどうするべきなのか考えなければいけないのに、今は何もしたくなかった。

　この喪そう失しつ感かんはなんだろう。

　宮尾の家で暮らすのは一時期のことだと、初めから分かっていたのに。

　そして宮尾の傍そばにいられるのも、『もふ化』が治るまでだと最初から知っていた。

　時期が来たら、なんの問題もなく元の生活に戻れると思っていた。

　まさかこんなにも、すべてのことに違和感を覚えるようになってしまうなんて、想像もできなかった。

　座っていると背中が寒く感じるのは、宮尾が後ろから緩ゆるく抱だき締しめてくれていないから。

　ご飯が物足りなく感じるのは、茶ちや碗わんも箸はしも一膳ぜんしか目の前にないから。

　布団の中がいつまでも暖かくならないのは、分け合うべき体温が隣にないから。

　──ここに、宮尾がいたらいいのに。

　ことあるごとにそう考えてしまう自分が惨みじめだった。宮尾がいないと気づくたびに、傷つく自分も情けなかった。

　淋しい。

　ここにいて欲しい人がいないから、淋しい。

　同僚として、宮尾のマンションを訪ねてみようかという誘ゆう惑わくに駆かられたこともある。しかしそれだけは絶対にしたくないと、そのたびに誘惑を振ふり払はらった。

　自分にはもうネコミミもシッポもないのだから。のこのこ訪ねて行っても、『サクにゃん』でないただの山桜武虎など必要とされていないことを思い知らされるだけだ。

「……こんな弱いのは、僕じゃない」

　溢あふれてくる涙なみだを何度も拭ぬぐい、武虎は必死に否定し続けた。

　これではまるで、恋こいでもしていたみたいじゃないか。そんな馬ば鹿かげたことを考えて、鼻で笑ってしまう。

　ちょっと親しくなれたから、対人スキルの低い自分の心が距離感を測り間ま違ちがえて、勘かん違ちがいしてしまっただけだ。

　恋なんかじゃない。失しつ恋れんなどしていない。いつかこの淋しさが癒いえたら、また宮尾の顔をまっすぐ見られるようになるはずだ。

　だから今は、何も考えずにいられるように……眠ねむってしまいたい。

　前向きに節約料理を作る気にもなれず、武虎は帰宅すると最低限の家事だけ済ませてすぐに床とこに就つくようになった。もう銭湯に行ってもいいのに、十日に一回のご褒ほう美びにも心は躍おどらない。

　逆に、仕事は前以上に努力した。

　自分は対人スキルが低いからという言い訳を捨てて、ルートセールスだからという甘えも封ふうじて、自分が顧こ客きやくのためにできる最大のことをしようという思いで行動している。相手に喜んでもらえる仕事がしたい。

　以前は感情論など意味はなく数字がすべてだとさえ思っていて、いかに効率よく数字に反映されるかということを第一に考えていたのに、今は少しくらい結果が悪くてもまずは客に満足してもらうことだと、自然と考えるようになっていた。

　武虎のそんな変化は、なんとなく同僚たちにも伝わっているらしい。部下から初めて、顧客との対人関係の相談をされた。そうされて初めて、今まで数字的なアドバイスしか求められていなかったことに気づいた。

　結局、その相談事は武虎の手にも余るもので、部下とともに係長に解決策を仰あおぐことになってしまったのだが、部下からの信しん頼らい感を肌はだで感じるようになった。

　六年も同じ部署にいて、役職付きになっても基本的な業務内容は同じだというのに、『もふ化』が治ったあの日からの自分の変わりようには、武虎自身が驚おどろかされている。

　──僕は今まで、何をしてきたんだろう。

　心の持ちよう一つで、こんなにも人は変われるのかと思った。

　そして「僕の生き方は何も間違っていない」と頑かたくなに思い込んでいた以前の自分が、恥ずかしくなってくる。

　──ネコミミとシッポ……生えて、よかったのかもな……。

　ふと、そんなことを思った。

　あんなにも忌いま々いましく、邪じや魔まだと思っていたミミとシッポが、少し懐なつかしく思える。

　すると和歌子は『もふ化』したことを、どんなふうに感じているのだろうと気になった。武虎の感覚では、自分と和歌子は性格が少し似ている。『もふ化』の不安や苦労を、相談できる相手はいるのだろうか。もしもいないなら、自分もつい先さき頃ごろまで『もふ化』していたことをこっそり告白して、話を聞いてあげようか──。

　以前の武虎なら思いつきもしなかったことを考えて、和歌子を何日も観察していた。

　淡々と仕事をこなして、一見なんの問題もないように見えるが、ミミは相変わらず緊張している。だから気づいてしまった。宮尾と話す時だけ、彼女のミミがリラックスしていることに。

　武虎以外にも気づいた人はいるようだ。冬木もその一人だった。

「和歌子ちゃん……宮尾主任のこと、好きなのかな」

　武虎と二人になった時、冬木がポツリと漏もらした。トイレでの密談から、冬木は休きゆう憩けい時間にちょこちょこと話しに来るようになった。以前、宮尾がしてくれていたみたいに。

　冬木はまめに和歌子へのアプローチを続けていて、武虎に急接近しているのは恋れん愛あい相談のためだと同どう僚りようたちは思っているらしい。その話は冬木自身から聞いた。

　それとは逆に、宮尾が武虎にちょっかいを出さなくなったことを、訝いぶかしんでいる人も多い。冬木にも「ケンカでもしたんですか？」と聞かれてしまった。

「……まさか。僕が以前やっかいな問題を抱かかえていて、宮尾に相談に乗ってもらってただけなんだ。宮尾のおかげで解決したから、一時期みたいにたくさん話す必要がないだけだよ」

　宮尾が同僚とケンカしているなんて噂うわさが立ったら、彼の経歴に瑕きずがつく。それだけは嫌いやだと、そんな風に言っておいた。

「さすが宮尾主任！」と、いたく感激したらしい冬木が同僚たちに話してくれたから、妙みような噂は撤てつ回かいすることができた。宮尾の面めん倒どう見みのよさには定評があるから、誰だれも疑わなかった。和歌子によく話しかけるようになったのも、ストレス性疾しつ患かんを患わずらう同僚に対する気き遣づかいだというのが大方の見方だ。ただし宮尾の超ちよう猫ねこ好ずきは周知の事実なので、いつ何時、和歌子を巡めぐる宮尾と冬木の師し弟てい対決に発展するかと、ハラハラしながら見守られている。

「今のところ、宮尾主任にそんな気はないと思うんですけど……」

　と言いつつ、和歌子が宮尾を好きになってしまったらどうしようという不安があるらしい。

「……宮尾にその気がないって、どうして分かるんだ？」

「だって、目が全然恋愛モードじゃないじゃないですか。あれならまだ山桜主任にかまってほしいモードの時の方が熱っぽいですよ」

　冬木の言う違ちがいが、武虎にはよく分からなかった。

「和歌子ちゃんもイマイチ摑つかめないんですよね。リラックスしてるのは確かで、甘えモードのような気もするんだけど……まだ好き好きモードのミミじゃないからなぁ……」

「そういえば、いつの間に鈴原さんのこと下の名前で呼ぶくらい親しくなれたんだ？」

「あ、勝手に呼んでるだけです。しかも面と向かってはまだ呼べてません」

　そういうのはアリなのか。今時の若者はそういうものなのだろうか……と愕がく然ぜんとしたが、冬木とは三つしか離はなれていなかった。

「山桜主任、今度飲みに連れてってくださいよー。おれ、もっと主任と話してみたい」

　そんなふうに言ってもらえて、嬉うれしくなった。誘さそわれることを面めん倒どうだと思っていた頃が噓うそみたいだ。ただ、行けるわけがないのだけれど。

「機会があればね」

「機会は作るものですよ？　社員旅行が終わったら、打ち上げ兼かねて行きましょうよ」

　時間は飛ぶように過ぎて、社員旅行はもう今週末と迫せまっている。

　アパートに戻もどってから一ヶ月が過ぎたことに改めて気づき、なんとなく感かん慨がい深い。耐たえ難がたかった淋さびしさにも、少しずつ慣れてきた気がする。

　などと物思いに耽ふけっている場合ではなかった。

「ねー、主任～？」

　まるでキスでもしそうな至近距きよ離りで、顔をのぞきこまれる。武虎は思わず固まった。宮尾以外の誰かとこんなに近づくのは初めてで、咄とつ嗟さに気持ち悪いと思ってしまった。

　すると冬木の首に、突とつ然ぜん誰かの腕うでが回される。そのまま後ろに引かれて、武虎との距離が広がった。

「おいおい冬木クン？　おまえの『主任』は俺じゃないの？」

　宮尾だ。どこから現れたのか、背後から冬木を拘こう束そくしている。

「えー？　まさかのヤキモチですか、主任？」

「そうです、ヤキモチです。おまえ、サクラと二人で飲みに行こうなんざ百万年早ぇんだよ」

「そっち!?」

　きゃっきゃとじゃれている二人に疎そ外がい感を覚えてしまう自分が嫌だ。

「遊ぶなら別の場所へ行ってくれ。僕は歓かん送そう迎げい会と忘ぼう年ねん会以外の飲み会には参加しない。以上」

　二人はじゃれるのをやめて食い下がろうとしたが、武虎に取り付く島がないと分かると、スゴスゴと二課へ引き上げる。それを一連の漫まん才ざいであるかのように、同僚たちが眺ながめて笑っていた。ふと気づけば、いつも遠巻きに見ていた明るいやり取りに自分も組み込まれていた。

　──僕は、いい方向に変われてるかな？

　こちらをチラッと振ふり返った宮尾と、視線が絡からんだ。

　距離は離れているけれど、久しぶりに目を合わせた気がする。視線を外したのは、ほとんど同時だった。武虎は仕事に戻ったが、宮尾の物言いたげなまなざしが、いつまでも心に引っかかっていた。
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　社員旅行などという恐おそろしい行事を始めたのは、一体誰だ。

　団体行動には上限人数があるという概がい念ねんを、なぜ強く世に広めてくれなかったのか。

　旅行当日、武虎は他ほかの幹事たちとともに朝から全力で走り回っていた。一度だけ参加した入社初年度の印象以上に、立派な大人たちの団体行動は自由すぎた。

　部署ごとに新幹線に分乗して、到とう着ちやく駅からは貸し切りバスで観光名所を見て回り、夕方になって宿に着く。たったそれだけの行程の間に、酒を飲みまくるわ、指定外の店に勝手に食事に行ってしまうわ、いつの間にか女性陣じんが消えてまたいつの間にか大きな買い物袋ぶくろを提さげて戻っているわ、部長連中が地元の女性をナンパして勝手に貸し切りバスに同乗させてしまうわ、しっちゃかめっちゃかだった。

　会社で声を荒あららげた記き憶おくのない武虎も、今日ばかりは「決められたバスに乗ってください！　勝手に人数を増やさない！　そこ、バスにレンタサイクルを持ち込むな！」等々、大声を出さずにいられなかった。旅行中は無礼講だという暗あん黙もくのルールの意味が、幹事になってみて身に染しみて分かった。

　それでも、宣言通りに冬木が率そつ先せんして手伝ってくれたり、宮尾をはじめとする同僚たちがさりげなく手を貸してくれたから、なんとか一人も行方ゆくえ不明にすることなく宿に辿たどり着けた。

「……もう帰りたい」

　心底から零こぼれたひとり言に、隣となりで部屋割り表をチェックしてくれていた冬木が吹ふきだす。

「お疲つかれさまです。明日あしたの夜には帰れますよ！」

　一いつ泊ぱく二日の旅行なのだから、それくらい知っている。

「それにこの後は、お待ちかねの宴えん会かいじゃないですか～。温泉入って、浴衣ゆかたでね。ぐふふ」

　営業部のマスコット担当が、そんなスケベオヤジのような笑い方をしていいのか。

　今年の宿は日本海に面した有名旅館で、寺社仏閣の伝統的な工法を取り入れた、重じゆう厚こう感のある建物だった。しかし内装は豪ごう華か絢けん爛らん。館内のすべてにふかふかの絨じゆう毯たんが敷しかれていたり、欄らん間まが螺ら鈿でん細工だったり、壁かべに金きん箔ぱくが施ほどこされていたり、そればかりか土産みやげ物ゾーンの中央には雅みやびやかな小川まで流れていて、友ゆう禅ぜん染ぞめが水の中に揺ゆらめいていたりする。さすが加賀百ひやく万まん石ごく。豪華にもほどがある。

　武虎は父が宮大工ということもあり、寺社仏閣では無条件でテンションが上がるが、この旅館は伝統と新しさが融ゆう合ごうしていて隅すみから隅まで見学させてもらいたい衝しよう動どうに駆かられた。時間があればの話だが。そしてないだろうな、と既すでに諦あきらめかかっているが。

　ここは数年前にも社員旅行で利用しているらしく、勝手知ったるとばかりに、年長者の社員たちがゾロゾロと部屋へ分かれて消えていく。四～六名ごとに、部署内で、各課員をシャッフルして部屋割りを決めるのが恒こう例れいだ。そもそも一晩中宴会で、きちんと割り当てられた部屋で眠ねむる人自体が少ないとも聞くが。

「おれの部屋、山桜主任のところと近いですね。荷物持っていっときますよ」

「ありがとう。頼たのめ……」

　手て渡わたそうとしたボストンバッグを、後ろから、ひょいっと持ち上げられる。

　振り返ると、宮尾が立っていた。ふらっと吸い寄せられそうになり、慌あわてて自分を戒いましめる。

　──しっかりしろ、武虎。私服だからって、プライベートじゃないんだから。

　宮尾とプライベートを共有していた、あの蜜みつ月げつは終わったのだ。自分にはもうネコミミもシッポも生えていない。

「俺が持っていく。部長と部屋を交こう換かんして、サクラと同室だから」

「は!?」

　何を言い出すのか、この男は。

「勝手に交換するなよ」

「部長は宴会場から一番近い部屋にしとかないと駄だ目めなんだって。酔よいつぶれたあの巨きよ体たいを部屋まで運ぶの、毎年大変なんだからな」

　そういうことは先に教えておいてほしかった。幹事が部長と同室になるのは暗黙のルールだと他部署の幹事たちから聞いていたが、部内でそういった特筆事じ項こうは引き継ついでいない。

　あんぐりと口を開けていると、「えー、でも」と冬木が唇くちびるを尖とがらせる。

「いっつも、その場になって適当に最も寄よりの部屋にツッコんでません？　そもそもその部屋の人がどこか別の場所で寝ねてるし。わざわざ交換しなくても」

「冬木、鈴原さん情報教えてやろうか？」

「えっ！　はい！」

　なんという強ごう引いんな苦情封ふうじだろう。釣つられる冬木も冬木だが。

「彼女、生搾しぼりのレモンチューハイが好きなんだって。今日も絶対に頼むだろうから、目の前で彼女のために搾ってやれ。手で、こう、ギューッな。それで彼女の心もギューッとな」

　手のひらに拳こぶしを置いて、ギューッと捻じる。フルーツはともかく、ハートをそんなふうにされるのは御ご免めんだと思うのだが。

「ヨシキタ！　厨ちゆう房ぼうに行って、搾り器とレモンの準備お願いしてきます。なんならスーパーまでひとっ走り、山ほどレモン狩かってきます！」

　元気に走り出した冬木を見送ると、宮尾も踵きびすを返す。二人分の荷物を持ってひらひらと手を振る彼の背中に、何か言いたくて……何も言えなかった。感傷に浸ひたっている暇ひまもない。

「おーい幹事～、部屋に浴衣が足りないんだけどー」とか「幹事さーん、部屋のミニバーって、自腹になっちゃうんだっけー？」とかとか、ひっきりなしに声をかけられる。みんなここぞとばかりに「幹事」「幹事」と繰くり返しているような気がする。

　本日の宿は貸切で、いくつかの大広間に分かれて宴うたげが催もよおされる。

　宴会の出し物担当の係は、毎年、部署持ち回りで精せい鋭えいが送り出されているらしい。今年は事業部だ。幹事ミーティングで顔を合わせた際にも、宴会係だけは最初から気合いが違ちがっていた。昔マンガで読んだことのある、スポ根を彷ほう彿ふつとさせられた。

　宴会までに幹事も浴衣に着き替がえておかなければならないが、温泉に入るのは時間的に無理そうだ。宴会後には絶対に入ってやる……と心に決めて用事に走り回っていると、浴衣姿で濡ぬれたタオルを頭にかぶせ、のっしのっしとやってくる巨体に遭そう遇ぐうした。

　営業部長だ。温泉上がりのホカホカな様子に、少し羨うらやましくなる。

「よー、幹事。働いてるか～？」

「はい。幹事は旅費全額会社持ちの意味が、よく分かりました」

　武虎が軽く返すと、部長がワッハッハッと声を上げて笑う。

「おまえ、ここんとこ、いー感じに力が抜ぬけてるな。よきかなよきかな。好きなだけがんばりなさい。多少やらかしたとしても俺が何とかするから。だが、体調管理だけは忘れるなよ」

　ポンポンと頭を撫なでられて、武虎は呆ぼう然ぜんとしてしまった。こんなふうに気安い接せつ触しよくは初めてだ。そして自分では感じていた自分の変化を人からこんなふうに言ってもらえるとは思っていなかったし、ましてやそれが部長だということにも驚おどろかされる。あれだけの人数がいるのに、営業マンひとりひとりをそこまでしっかり見てくれているのかと、嬉うれしくなった。

「……ありがとうございます！」

「おー。今度メシでも連れてってやるー」

　ワッハッハーと豪ごう快かいな笑い声と共に去っていく部長の背中に、武虎はハッとして声をかける。

「あっ、部長、部屋割りの件、失礼しました。宮尾と交こう替たいされたって聞いて……」

「いいってことよー。仲直りしたら、あいつも一いつ緒しよにメシ連れてってやるわー」

　──仲直り？

　よく分からない単語が混じっていたが、あまりゆっくり考えている時間はない。

　長い廊ろう下かを、武虎は競歩のように進んでいった。このスピードなら、後回しでいいくらいの用事では捕つかまらないらしい。いったん立ち止まってしまったら次々に聞かれるが。

　なんとか自分の部屋に到着すると、室内は無人で、武虎のボストンバッグはきちんと部屋の隅に置かれていた。宮尾の鞄かばんと並んでいる。

　あと二つ、一課と二課の営業マンの荷物は点々と散らばって置かれていた。

　それぞれの部屋と言いつつ、内部はさらに三つの部屋に分かれている。床とこの間のある座ざ敷しきと、襖ふすまで仕切ることのできる続きの和室、それからベッドルームだ。ベッドで二人、布ふ団とんを敷いて二人が就しゆう寝しんできるように割り振られている。

　──今夜はどこか適当な場所で寝よう。

　空間的には充じゆう分ぶんな広さだが、宮尾と同じ部屋で夜を過ごして平静を保てる自信がない。それこそ、何かとんでもないことをやらかしそうだ。

　準備されていた浴衣に着替えるべく、武虎は服を脱ぬいできちんと畳たたむ。同室の誰だれかが入ってきてもすぐには見えない位置で着替えているが、廊下で人の声が聞こえるとビクッとする。

　藺い草ぐさの匂においが心地ここちいいと感じられたのは、帯を結んで人心地ついてからだった。羽織も羽織って、宴会場へ向かうべく貴重品を整理していると、電話が鳴った。実家からだ。

「もしもし？」

『あ、武虎？　今ちょっといいかしらー？』

　母の声こわ音ねが、いつものおおらかな雰ふん囲い気きではなかった。ひどく言いにくそうな……過去にこの声で話された内容は、すべて父が起こした金銭関係のトラブルだった。

　嫌いやな予感がする。今すぐにでも聞いてあげたいが、職務を放ほう棄きするわけにもいかない。

「……ええと、緊きん急きゆうに何かした方がいい感じかな？　今、社員旅行中なんだけど。旅行っていっても、幹事だから、働かないといけなくて……」

『あらあら、今日だったのね。ごめんねぇ。じゃあ、また今度でいいわー』

「今度で大だい丈じよう夫ぶなことなの？　夜遅おそくなっても平気なら、後で電話するけど……」

　逡しゆん巡じゆんするような間があって『……そうね、お願い。深夜でも大丈夫だから』と返ってきた。

　後ろ髪がみを引かれる思いを振ふり切って、電話を切る。

　これはまた父が何か問題を起こしたと考えた方がいいだろう。溜ため息が漏もれた。しかしもう怪あやしい儲もうけ話には手を出さないと約束してくれたから、さすがにそちら方面ではないと思いたい。そうすると……忘れ去っていた新たな借金が見つかったとか、もしくは……。

　──まさか、病気じゃないよね？

　その可能性を電話中に思いつかなかったことに歯は嚙がみした。まさかとは思うが、父か母のどちらかの病気が発覚して、手術をするからお金が必要になったとか？　それを武虎に言い出しにくいとかだったりしないだろうか？

　──そんなの、お金くらいどうにでもするよ！

　命の方が大事だ。命に別状がない病気だったとしても、健康に代えられるものなんてない。それでたとえ一生かかっても返しきれないような借金を背負ったとしても、構わない。少し前から感じ続けている虚むなしさなんて問題ではない。むしろ使命感のようなものに駆かられる。

　すぐにでも電話をかけ直したかったが、ケータイを手にして番号を呼び出したところで、他部署の幹事からの着信があった。宴えん会かい場で人手が足りないから助けてほしいというヘルプ要よう請せいだった。武虎はダッシュで向かう。

　会場は既にざわざわとした熱気に満ちている。座席の誘ゆう導どうや乾かん杯ぱい用のビールとウーロン茶の準備、点呼やなかなか現れない人への電話連れん絡らくなど、仕事は多た岐きに亘わたる。そこに宴会係からの進行の確かく認にんやら、旅館スタッフからの個別の食物アレルギー確認などなど、怒ど濤とうの勢いで準備は進んだ。おかげで実家からの電話のことを、必要以上に考えずに済む。

　武虎だけでは手が回らず、同どう僚りようたちの協力と、冬木が気を利きかせてこまごまと手伝ってくれたおかげで、なんとかこなせたという有様だ。

「山桜主任ー、営業部全員揃そろいました。乾杯用のグラスと飲み物も最終チェックＯＫです」

「ありがとう！　……ごめんな、冬木くん。鈴原さんと話せるチャンスなのに」

　既すでに六人テーブルに和歌子の姿がある。ネコミミは外側を向いて固定されているから、緊きん張ちようはまだ続いているらしい。営業部ではすっかり見慣れている和歌子のネコミミも、他部署の人からすると新しん鮮せんらしく、和歌子にチラチラと視線が集まっている。今こそ冬木がガードして、和歌子にいいところを見せるチャンスだろうに。

「いえ、話す時間は後でたっぷりありますし。今はサクラさんの手伝いの方が楽しいです」

「え？」

　聞き間ま違ちがいだろうか。困こん惑わくした武虎に、冬木が「てへっ」と可愛かわいらしい笑え顔がおを見せる。

「あ、おれとしたことが、うっかり。心の中で勝手に呼んでた呼び方しちゃいました」

「えーと、そうなんだ？　……でも僕は、山桜だから」

　久しぶりにこの科白せりふを言った。宮尾にいちいち訂てい正せいしていた頃ころもあったが、近頃ではすっかり慣らされていたから。けれど冬木にまで呼ばれるいわれはない。

「宮尾主任がサクラって呼んでるの、なんか特別っぽくて羨ましかったんですよね。おれもサクラさんって呼んでいいですか？」

　なんと答えるべきなのか。できれば遠えん慮りよしてほしいのだが、そんなきゅるんとした瞳ひとみで見上げて可愛くおねだりされると、宮尾相手の時のようにスパッと斬きり捨てることができない。

　思わず目が泳いで、宮尾を探してしまった。思いがけずバチッと目が合う。

　宮尾はこちらを、なぜか睨にらんでいた。紺こん色いろの浴衣ゆかたで胡坐あぐらをかき、テーブルの和なごやかな談だん笑しように加わっているようでいて、視線は鋭するどくこちらに向いている。何か怒おこっているのだろうか。自分は何か宮尾の気に障さわることをしてしまったのだろうか。

　ドキドキと鼓こ動どうが乱れた。それは怯おびえなのか、目が合ったことによる喜びなのか、自分でも感情が分からない。

「サクラさん、聞いてます？」

　ぐいっと袖そでを引かれて、意識を冬木に戻もどされる。

「あ、すまない。……ええと、役職はつけるべきじゃないか？」

「確かにそうですね。じゃ、職場ではサクラ主任で」

　なんだか望む方向とは違うような気がするが、それでいいのだろうか。

　あまり後こう輩はいに慕したわれた経験がないから、これがよくあることなのかどうなのか分からない。同僚との距きよ離りの縮め方は、こんな感じなのだろうか。そういえば宮尾も、新人研修が終わって一緒に営業部に配属された辺りで、既に「サクラ」と呼び始めていたような気がする。

「……あー、うん……？」

「おれ、なんか揺ゆれてきました」

「えっ、冬木くんももう飲んでたのか？　ごめん、走り回ってもらったから……」

　酔よいが回ってしまったのだと思い、武虎は慌あわてて座ってもらおうとする。ところが当の本人に吹ふきだされてしまう。

「違います、酔っ払ぱらってグラグラ揺れてるって申しん告こくじゃありません。もー、サクラさんって、どこまで天然ですか」

　眉まゆを顰ひそめて、武虎は困惑した。天然などと失礼なことを言われたが、後輩に反論するのは大人げない気がする。それにまた役職が抜ぬけている。

「あ、宴会始まるみたいですよ。座りましょう」

　舞ぶ台たいに司会進行の社員が登とう壇だんするのを見て、会場内のざわめきも治まってくる。

　この会場には営業部と総務部、業務部の、約四百名が集っている。営業部は圧あつ倒とう的に男性の方が多いが、全体的な男女比は半々くらいだろう。全員が浴衣姿というのも壮そう観かんだ。浴衣は色違いで二種類あり、紺こんに黒の帯と、白に紺の帯だ。武虎は白の浴衣を着ている。羽織は紺色一色だが、着ている人は意外と少ない。温泉に入り損そこねている幹事たちは揃って着ているところを見ると、風ふ呂ろ上がりには暑いらしい。

　社長が形式ばった挨あい拶さつを終えると、突とつ然ぜん音楽が鳴り響ひびき、宴会係の幹事たちが歌い踊おどりながら登場した。次は乾杯ではなかったか……と思わず進行表を確認する武虎に、同僚からビールのグラスが手て渡わたされる。

「みなさん、グラスは行き渡りましたか？　それでは社長、乾杯の音おん頭どをお願いいたします」

「いつもご苦労様。『梅印ぶんぐ』の発展は社員、パートのみなさんのおかげです。今夜は無礼講でいきましょう。乾杯！」

　カンパーイと高らかに声が響き、そこかしこでグラスが合わさる。舞台では乾杯音頭隊の幹事たちが、ヤケクソではと疑うほどのハイテンションで踊りまくっていた。

　そこからは、飲めや歌えやの大おお騒さわぎだった。初年度に参加した時はさほど深く考えなかったが、まず管理職の面々から平社員たちにビールを注いで回っているのがすごい。武虎も世話をしに回ろうとしたが、先せん輩ぱい社員から「今のうちに食えるだけ食っておけ」と止められた。

　料理は涙なみだが出るほど美味おいしかった。さすが日本海。ブリにマグロにウニにアワビにホタテ……個々に盛り付けられた海の幸さち満まん載さいの繊せん細さいな料理と、さらにテーブルごとにズワイガニの鍋なべまで用意されている。美味しすぎて、本当に泣くかと思った。両親にも食べさせてあげたいと、本気で思った。生ものでなければ、折に詰つめて実家に送りたいくらいだ。

　来年もまた来たいな、などと思ってしまう。幹事以外は旅費の三割強を福利厚こう生せいとして会社が負担してくれるが……武虎にとっては贅ぜい沢たくすぎる。やはり今年限りになるだろう。

　ならば参加させてもらえたことに感謝して、最後まで力いっぱい幹事を務めようと思った。

　幹事だから強制参加だと言われた時は、嫌で仕方なかったのに。あれからたった二ヶ月ほどで、こんなにも自分の気持ちが変わるとは想像もしていなかった。

　同僚たちの厚意に甘えて、自分の膳ぜんをまずは平らげてから、武虎も世話に回った。あちらこちらに散らばる空のビール瓶びんを回収して仲居に渡し、様々な酒の追加注文やら社員たちからの要望を聞いて回ったりやら、ステージでの出し物の順番が回ってきた人に声をかけたりやら、休む暇ひまがない。

　そして呼び止められる先々で、ビールグラスを持たされて、飲まされるのには参った。飲み干すことは勘かん弁べんしてもらえたが、かなり酔っ払ってきた自覚がある。もともと酒に弱い方ではないが、あまり大量に飲んだ経験自体がないのだ。万が一泥でい酔すいしたらどんな行動を取るか、自分でも予測がつかない。飲みすぎないようにしなければ。

　心配していた和歌子は、ビールからチューハイ、焼しよう酎ちゆうに日本酒と、酒しゆ豪ごうっぷりを発揮していた。同僚からの情報によると、毎年、一人で淡たん々たんと杯さかずきを空けているらしい。今年はネコミミに興味を示した社員たちに囲まれて、輪の中心になっている。相変わらずクールだがきちんと受け答えはするし、何より気持ちのいい飲みっぷりに拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びている。前情報通り、生搾しぼりレモンのチューハイが好きらしく、冬木がせっせとレモンを搾っていた。がんばって、と心の中で応おう援えんする。冬木なら、もしかしたら和歌子の『もふ化』をいつか治してあげられるのではと思った。そんなことを考えるのは傲ごう慢まんかもしれないけれど、自分と和歌子は似ているところがあるから分かる……自分の殻からから強ごう引いんに引っ張り出してくれる人が、必要なのかもしれない。

　武虎は宮尾を盗ぬすみ見た。同僚だけでなく、見慣れない社員たちとも和やかに談笑している。一見すると宮尾は話していないように見えるが、誰だれかの話を受けて別の人へさりげなく振ふるという、繫つなぎの役割をしていることに気づいた。繫ぐ時に話す二言、三言に、身を乗り出して聞く人がいたり、ワッと笑い声が起こったりしている。宮尾が人気者だということが、遠くから見ているだけでも伝わってくる。

　それにしても、胡坐をかいて浴衣の裾すそが乱れている宮尾に、ドキッとしてしまった。

　布一枚に隠かくされている彼の鍛きたえられた体を、武虎は知っている。その体の温かさを、そして昂たかぶる様を、知っている。

　──ばか！　何を考えてるんだ、僕は。

　ぶるぶるとかぶりを振り、邪よこしまな想おもいを振り払はらう。

「サクラさーん、飲んでます？　何か飲みたいものあったら、おれもらってきますよー？」

　前まえ触ぶれもなく後ろから抱だきつかれて、武虎は跳とび上がらんばかりに驚おどろいた。冬木だとすぐに分かったからいいものの、見知らぬ社員なら咄とつ嗟さに肘ひじ鉄てつをお見み舞まいしていたかもしれない。

「冬木くん、鈴原さんのところにいなくていいのか？」

　絡からみ付いてくる冬木の腕うでをやんわりと外しながら、小声で尋たずねた。

「うーん……」

　煮にえ切らない相あい槌づちに、様子がおかしいことに気づく。

「どうかしたのか？」

「ううーん……和歌子ちゃん、やっぱり可愛いです。真っ黒つやつやな毛並みのネコミミなんかもう、神レベルなんですけどね……サクラさんにあのミミが生えてたらいいのに」

「は!?」

　思わずベリッと引き剝はがし、冬木の顔をマジマジと見る。ほっぺから鎖さ骨こつにかけてピンク色に染まっているのは、酒のせいだろう。

「酔っ払っているからって、言っていいことと悪いことがある。鈴原さんにも失礼だ」

　ケモミミと本人の関係を侮ぶ辱じよくされたような気がした。

　あの美しい毛並みの黒いネコミミは、鈴原和歌子の一部だ。かつて『サクにゃん』と名づけられて、宮尾に可愛かわいがってもらった栗くり色いろの毛のネコミミとシッポが武虎の一部であったように。

「ごめんなさい。そんなつもりじゃなかったんです。ただ、和歌子ちゃんのことネコミミがきっかけで好きになって、今も好きなんですけど……恋れん愛あいの好きってこっちじゃないかなって思うことが最近別に度たび々たびあって……つまり、その……」

　冬木らしからぬもごもごとしたしゃべり方で、内容も要領を得ない。完全なる酔っ払いだ。

「水もらってこようか？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　きっぱり断られる。そしてまっすぐ見上げてきた瞳ひとみは、意外にも強い力が宿っていた。へべれけに酔っているわけではなさそうだ。

「それよりサクラさん、出し物ももう飛び入りカラオケ大会になってるし、デュエットしませんか？」

「は？」

「『もふっこ☆』の代表曲、『もふもふしないでゴロゴロしちゃう♪』一いつ緒しよに歌いましょう！」

　そこだけなぜか大声で言って、武虎の手を引いて舞台に向かい始める。

「ちょっと待って、冬木くん！　歌わないから！」

　必死に抵てい抗こうするが、曲名が聞こえていたらしい周囲に「行けー、歌えー！」「ヨッ、待ってましたァ！」とやんやの喝かつ采さいを浴びせられる。助けてほしい。挙句の果てに部長から「山桜、歌えー。上司命令だー！」と、ここぞとばかりに伝家の宝刀を出されて断れなくなってしまった。

　舞台に引きずり上げられると、もはやカラオケなど聴きいていなかった人たちまでなぜかこちらに注目する。「営業部の山桜が歌うって!?」などというやり取りが方々から漏もれ聞こえてきた。司会にマイクを渡されたが、どうすればいいのか。

「……ファンのきみには本当に申し訳ないんだけど、その曲知らないんだ」

「えっ、『もふっこ☆』の『もふもふしないでゴロゴロしちゃう♪』ですよ？　ＣＭソングにもなってるし、聴かない日がないくらいですよ？　かかったら意外と歌えると思いますけど」

「うち、テレビないんだ」

　あんぐりと冬木の口が開く。信じられないと目でも訴うつたえられた。

「あっ、新聞とかラジオとかの知性派ですね？　サクラさんらしいです」

　貧びん乏ぼうでテレビを置く余よ裕ゆうがないなんて、冬木に言うつもりはない。曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かして、マイクを返す。

「そういうわけだから、本当にごめん。一緒に歌えない」

「でもサクラさんが歌うことを、これだけの人が期待して見守ってるのに、営業マンとして今さら引き下がれませんよね？」

　期待というのは言いすぎだろうが、舞台に向かって歓かん声せいを送ってくれている人たちがいきなり増えたことは否定できない。営業部の面々など、身を乗り出して大喝采を送ってくれている。

「……困ったな」

「分かりました。おれがサクラさんを助けます」

　ひとりで請うけ負ってくれるのかと思ったら。

「おれ、完コピで歌い踊おどりますから、サクラさんは合の手を入れまくってください。メロディーとか無視していいです。とにかく『もふもふ』『ゴロゴロ』と『にゃー』の三つ、順番とか回数とかタイミングとかまるっと無視で、入れまくってくださ──♪『わーたしあなたの可愛いにゃんこ。もふっ☆　もふもふっ☆』♪」

　音楽に合わせて突とつ然ぜん歌いだした冬木に促うながされて、武虎は慌あわてて「もふもふっ」と合の手を入れた。その途と端たん、会場は爆ばく笑しようの渦うずに巻き込まれる。

　──なんだこれ……めちゃくちゃ恥はずかしい……。

　顔が赤くなっていくのが分かる。冬木に恨うらめしい目を向けてしまった。けれど冬木は武虎を貶おとしめる気などまったくなくて、宴えん会かいを盛り上げようとパフォーマンスを繰くり広げている。

「……『もふもふ』……『ゴロゴロ』……『もふもふ』……『にゃー』……」

　何がそんなにおもしろいのか、武虎が合の手を入れるたびに人々は爆笑し、営業部の同どう僚りようたちなど腹を抱かかえて笑い転げている。

　ふと宮尾と目が合った。彼は周囲と同じく手て拍びよう子しを打っているものの、笑え顔がおがなかった。やはり何か怒おこっているのだろうか。武虎はビクッとして、けれどこんな目立つ場所で醜しゆう態たいは晒さらせないと、急いで視線を外した。

　無事に歌い終わると、冬木に肩かたを組まれて手を振り、大喝采に応こたえるハメになってしまった。もう帰りたい。武虎は本日何度目かの弱音を吐はいた。

　とはいえ、なぜか今こ宵よい一番ではないかという盛り上がりで、同僚たちがとても楽しんでくれたようで、嬉うれしい気持ちも湧わいてくる。九割九分九厘りんが冬木のおかげだが、自分がしたことでこんなにもみんなが喜んでくれるなんて、人生初ではないかと思う。

「サクラさん、すみませんでした。無理矢理引っ張り上げちゃって」

　舞ぶ台たいを降りてから、冬木が謝ってくれる。

「いや、僕こそ、足手まといにしかならなくてごめん。結果的には楽しかったよ」

「サクラさん……！」

　感激したように、冬木が手を握にぎってくる。

「おーい、山桜、冬木、こっち来い！　褒ほう美びに酒注いでやる」

　部長に手招かれて、営業部ゾーンに戻もどる。わっと上司や同僚たちが集まってきて、冬木と共にビールを注がれまくった。宮尾の姿はその中にはない。

　飲んで、食べて、騒さわいで、また飲んで。そんな雑然とした場を、以前のように煩わずらわしく感じない自分が、なんだか嬉しかった。

　幹事たるもの、泥でい酔すいしてはいけないと気を張っていたが、他部署の幹事たちはもはやデロデロの酔よっ払ぱらいばかりだった。幹事が酔い潰つぶされるところまでが社員旅行の様式美らしい。

　宴会は適当に解散になり、初めから酒は控ひかえて温泉三ざん昧まい予定だという人や、館内の土産みやげ物通りでショッピングを楽しむ人、これから館内のバーや外の有名ラーメン店に繰り出すという人など、思い思いに過ごしている。朝まで宴会場で飲み続けるというつわものも一定数存在し、武虎も幹事だからと残る必要はないと言われた。

　よれよれになりながらも、なんとかひとっ風ぷ呂ろ浴びる。湯ゆ船ぶねに浸つかるのはやめておいた。関西出張のあの日、宮尾が心配してくれたことが心に残っていた。

　部屋に戻ると無人だった。同室の三人はまだどこかで満まん喫きつしているらしい。

　時計が午前零れい時じを回っているのを見た時、ハッと我に返る。

「電話！」

　実家に電話をする約束をしていたのだった。

　急いでかけると、しばらくして母が応答した。

「遅おそくなってごめん！　なかなか抜ぬけられなくて……」

　社員旅行とはいえ旅行だ。遊んでいたという後ろめたさに、言葉を濁にごしてしまう。

『いいやー。こっちこそ、楽しんでる時にごめんねぇ』

「それで……何があったの？」

　何を言われるのだろうと緊きん張ちようした。

　万が一病気だと言われたら、お金の心配はしなくていい、できる限り最高の治ち療りようをしてもらおうと言う心の準備はできていた。

『それがねぇ……お父さんが……』

　父の身に何かがあったらしい。言い淀よどむ空気に、一気に酔いが醒さめた。

『……また、投資に失敗したんだって。……借金が一千万くらい、増えたって……』

「…………え？」

　頭が真っ白になる。

　投資？　母は何を言っているのだろう。

　もう二度と怪あやしい儲もうけ話に手を出さないと泣いて約束してくれてから、まだ半年も経たっていない。

『なんか……ナントカ取り引きっていうの？　元手の十倍まで取り引きできるやつだったんだって。最初に十万円から始めて、すぐに百万円まで利益が出て、それで……いっぱいいっぱいまで取り引きしたんだって。それで、……ダメだったんだって』

『武虎ー、ごめんなあぁぁ！　父さん、これで全部取り返せるって思ったんだー。おまえにばっかり苦労させずに済むってー』

　母の後ろで号ごう泣きゆうしているらしい父の声が聞こえてきた。

　武虎は眩暈めまいに襲おそわれた。父の言葉の意味が分からない。

「……怪しい儲け話にはもう手を出さないでって、あれだけ……」

『怪しいもんには手を出してない！　これは本当に、絶対に儲かる話だったんだぁ。親切な人が、絶対儲かるからって紹しよう介かいしてくれてなぁ、その人、父さんの借金のこと知ってるから、力になりたいって言ってくれてなぁ』

「……絶対に儲かる話なんかこの世に存在しないって、前に話したじゃないか。……そんなものがあるなら、他人に紹介なんかしないよ。その『親切な人』が自分でするだろ……」

『その人もしてるって言ってたしよぉぉー絶対に儲かるって言うからよぉぉー』

「それで、その人も元手の十倍の取り引きをしてたの？　それなのに絶対儲かってるの？」

『絶対に儲かるってーッ！　このままじゃ一家心中じゃーッ！』

　おいおいと大声を上げて泣き始めた父に、電話口で溜ため息をつく母の様子が伝わってきた。

　また、前回と同じだ。

　前は腹が立ってたまらないと同時に、一家心中だと喚わめく父が本当に母を道連れにするのではと恐きよう怖ふに駆かられたが、母はこっそりと武虎に「お父さんにそんな度胸はないから、口だけよ」と溜め息をついていた。

　どうしてだろう。もう腹も立たない。

　興奮して会話にならず、この後、父を宥なだめて会話できるまでに持っていって『約束』したとしても、また父の超ちよう理論で自分の努力は水の泡あわになるのだろうな、と冷ややかに思った。

　言葉が通じない。同じ日本語を話しているはずなのに、武虎の『約束』と父の『約束』は違ちがう。もしかしたら母の『約束』も違うのかもしれない。

　両親のことは大事だ。

　けれど、もう……なんだか疲つかれた。

「……ごめん、ちょっと、いろいろ考えたい。話の続きは明日あしたにしてもいい？」

『親を見捨てるのか!?』

　そんな声が聞こえてきて、武虎は硬こう直ちよくした。びっくりしすぎてなんの反応もできなかっただけだ。けれどその沈ちん黙もくを肯こう定ていと捉とらえたらしく、父が『俺は息子むすこにも見捨てられた馬ば鹿かな男だー！』と喚いて大声で泣き始めた。

「そんなこと誰だれも言ってないよ。考えてもなかったことを言われて、びっくりしただけだって」

『武虎、いいのよー。もう、あんたの人生を生きなさい。お父さんの借金は、お母さんがなんとかコツコツ返していくから』

　本当に、はじめからコツコツ返してくれていたら……。初めて、そんなふうに思ってしまった。考えてみたら、借金のことを知った中学生の時も、いろいろ疑問に思ったものだ。どうして自己破産をしないのか、どうして一発逆転を夢見ることばかり言って、地道な返済計画を立ててくれないのか……両親が計画的な返済をできないなら、一人息子である自分が、という思考になって、これまでひた走ってきたわけだが……本当にこれでよかったのだろうか。

　以前感じた、自分はこれまで何をしてきたのだろうという漠ばく然ぜんとした自問や、虚むなしさの正体の影かげが見えた気がした。

「見捨てるなんて一言も言ってないし、考えてもいないっていうことだけ、今日は分かってて。……今、家じゃないし、もし誰かに聞かれても困るから……明日の夜に話そう？　切るよ」

　それから二、三のやり取りをして、武虎は電話を切った。

　ぼんやりと畳たたみの上に座り込む。部屋は静かで、さっきまでの賑にぎやかな宴会が噓うそみたいだ。

　胸にぽっかりと穴が開いているような気がした。すべてが虚しい。いくら感情的になっていたとはいえ、ほんの少し沈黙しただけで、親を見捨てるような人間だと思われたことが信じられなかった。

「──……疲れたなぁ……」

　ポンッと久しぶりの衝しよう撃げきを臀でん部ぶに感じた。ああ、シッポが生えたんだな、と投げやりに思った。きっとミミも生えているのだろう。手で確かめる気もしないが。

『もふ化』がストレス性だというのは、あながち間違いではないのかもしれない。武虎は乾かわいた笑いを零こぼす。

　家族ってなんだろう、と思った。お金ごときで見捨てるとか見捨てられるとか、そんな話になるのかな、と悲しくなる。

　もしも本当に武虎が家族と距きよ離りを置く日が来るとしたら、それは言葉が通じないことに疲れ果てた時だと思う。けれど、たとえストレートにそう説明しても、父も母もお金が原因で見捨てたとしか考えないのだろうな、と思った。

　自分は両親にとって、一体なんなのだろう。

　息子として愛してくれたことに、疑いは持っていない。けれどもしも自分が、一円も稼かせぐことのできない存在だったとしても、幼い頃ころと同じように愛し続けてくれただろうか。

　考えれば考えるほど、虚しくなっていく。

　部屋の玄げん関かんの方から物音が聞こえてきた。

　宮尾だろうか。宮尾だったらいいなと思った。けれど他ほかの同室の社員だとしても、もういい。

　無意識のうちにストレスを溜めて『もふ化』して、ネコミミとシッポを生やした二十八歳の男は滑こつ稽けいだろう。そんな滑稽な姿が、自分だと思った。自分を少しでもよく見せようと着込んでいた鎧よろいをすべて剝はぎ取った、等身大の山桜武虎だ。

　和歌子のように好意的に受け入れてもらえることは期待していない。あれは彼女が日頃から総そう括かつ事務の仕事をきちんとこなして、同どう僚りようたちから大事にされていたからだ。

　自分が和歌子と同じくらい、人の役に立てていたとは、とうてい思えない。

　それでも同僚たちは気のいい人たちばかりだから、きっとネコミミとシッポを生やした武虎も、苦く笑しようと少しの同情くらいで見過ごしてもらえるのではないかと思う。早く治せよ、と励はげましてくれる人だっているかもしれない。

　武虎は隠かくれなかった。玄関に背を向けたまま、畳に座り込んでいた。

　息を吞のむ気配がした。それだけで宮尾ではないと確信して、落らく胆たんする。吐と息いき一つで分かるくらい、かつては彼の傍そばにいた。

「サクラさん!?　その姿……まさか、おれのために……!?」

　その声は冬木のものだ。何か用事があったのだろうと振ふり返った、その瞬しゆん間かん。

「っ!?」

　体当たりするみたいに跳とびかかってこられて、武虎は畳に転がる。

「サクラさーん！　好きです！」

「……は？」

　バリッと浴衣ゆかたの衿えりに手をかけて左右に開かれる。裸はだかの胸が露あらわになって、男なのだから別になんともないはずなのに、なぜか危機感を覚えた。

「うわーっ、すべっすべのお肌はだ！　夢にまで見ました。これだけでも充じゆう分ぶん興奮できるっていうのに……なんですか、このキュートなネコミミとシッポーッ！」

　ムギュッとシッポを鷲わし摑づかみにされて、声にならない悲鳴が上がった。シッポがブワッと膨ふくらんで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな冬木の手を叩たたく。攻こう撃げきをシッポだけに任せるわけもなく、武虎自身も四し肢しをバタつかせてもがいた。けれど武虎の腹の上に馬乗りになった冬木は、器用に脚あしで技わざのようなものをかけて武虎の抵てい抗こうを封ふうじ込める。唯ゆい一いつ自由になるシッポは、武虎とは意い思し疎そ通つうできないはずだが、冬木を激しく打ちよう擲ちやくしまくった。そこそこ痛いはずなのに、喜色満面な冬木が怖こわい。

「サクラさん、サイコー。おれのために『もふ化』までしてくれるなんて……感動です」

　何を言っているのか、まったく理解できない。

「なっ、まっ、鈴原さ……っ」

「さっきもチラッと話しましたけど、和歌子ちゃんのことは変わらずに好きです。でもそれって、『もふっこ☆』に対する好きと同じ、ファン心理に過ぎなかったんだって……サクラさんに欲よく情じようするようになって確信しました」

「浴場!?」

「たぶんそれ漢字変へん換かん間違ってますよー。お風ふ呂ろじゃなくて、性的欲よつ求きゆうです。和歌子ちゃんにはいつでもレモンを搾しぼってあげたいですが、サクラさんにはかじりつきたいです。この浴衣ひん剝むいて舐なめまくって犯おかしたい。ネコミミがなくても、サクラさんがいい……そう思いつめてたっていうのに、サクラさんってば、ネコミミどころかシッポまで！　おれのために！」

「違う！　僕の『もふ化』は半年以上前からだ。きみのためなんかじゃない！」

「えー、そんなに前から!?　もっと早く教えてくださいよぅ」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる冬木は、あろうことか武虎の腹の上で腰こしを振ってきた。

「ねぇ、サクラさん、分かる？　おれの、もうこんなになってる」

　素す肌はだの腹の上に、冬木の浴衣の生き地じ越ごしの生暖かいものがある。少し硬い気がするのは、気のせいであってほしい。冬木が腰を振るたびに浴衣の裾すそが乱れ、ボクサーパンツが剝き出しになった。そのモッコリ具合に、ゾワッと鳥とり肌はだが立つ。

「変なものをこすりつけるな！」

　気持ち悪くてたまらない。血の気が引いていくのが分かる。冬木に性的対象として見られているのだと理解した瞬間、吐はきそうになった。宮尾がしてくれたいろんなことが甦よみがえり、あんなことをもしも冬木にされたらと想像しかけて本気で吐きそうになる。

「うっ、……ぐっ」

「あ！　すみません、腹の上なんて苦しかったですよね」

　腹の上からは退いてくれたが、代わりに武虎の下肢を狙ねらってくる。トランクスの中でふにゃふにゃなままの武虎のそれに、冬木が存在感を示した塊かたまりを押しつけようとしてくる。

「やめろ！」

「うわー、その嫌いやがり方、サクラさん可愛かわいい。怯おびえたシッポとネコミミ、ちょー興奮する」

　シッポがバタバタと激しく動き、冬木の胴どうを叩きまくる。それでも彼は心底嬉うれしそうだ。

「サクラさんの体、エロいね。シッポ丸出しにしてセックスしたことある？　あっ、お尻しりの中にシッポ入れてズポズポとかいいですねっ。後で突つっ込んであげますね？」

　変態だ。もしかしたら宮尾以上の変態かもしれない。

「……やめてくれ」

　声が震ふるえる。暴れようとするのに、まったく歯が立たない。自分の方が背が高いし、冬木なんて見るからに小こ柄がらなのに、どうしてこんなに非力なのだろう。

「なんでこんなチビにって思ってます？　ふふっ、ありがとうございます。おれ、ちょっとだけＳ入ってるんですよねー。バイで、女の子には優やさしくしたいけど、男はガタイのいい人を組み敷しいて犯すのが大好きなんで。体格差があればあるほど屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめてくれるから、そのために野生の熊くまでも仕留められる武術を体得しました！」

　満面の笑えみで言うことなのか、それは。

「サクラさん、今って別に好きな人いないでしょう？　だったら身を委ゆだねてください」

　ギクッとした。好きな人なんて──違ちがう。

　脳のう裏りに浮うかんだ甘い笑顔を、必死に振り払はらおうとする。

「え、なんですか、そのミミ。思い当たる人がいるんですか？　まさか付き合ってたり……？」

「そんな奴やついない！」

「じゃ、問題ないですね」

　しまった、ここは付き合ってる人がいると言っておけば、引いてくれたのでは。

「いる。本当はいる。付き合ってる」

「噓うそばっかり」

「噓じゃない」

「ネコミミが噓ついてる時の形です」

　そんな馬ば鹿かな、と視線が上を向いてしまった。思わず確かく認にんしようとして。

「ほらやっぱり。おれに任せてくださいよー、ちょっと痛くて泣いちゃうだけですから。ね？」

　冬木が身を屈かがめてきて、唇を奪うばわれそうになる。咄とつ嗟さに思い切り顔を背そむけて回かい避ひできたけれど、頰ほおをガブリと嚙かまれた。

「痛っ」

「そのうち快感を覚えるようになりますよ」

　ふふふ……と吐息で笑う冬木が怖くてたまらない。

　相手は同僚だとか後こう輩はいだとか、遠えん慮りよしている場合ではないのかもしれない。

「やめろ！　離はなせ！　こんなの犯罪だぞ！」

「大声で泣き喚わめいてくれるのも興奮するんですけど、会社の人に見られちゃうと、ちょっと困りますね？」

　武虎が困るだろうと、精神的に追い詰つめる言葉だったのだろう。

　けれどそれは冬木にとっても弱味になるはずだと、気づくことができた。それは武虎が、どこか自じ暴ぼう自じ棄きになっていたからかもしれない。

　両親とのすれ違い、自分のこれまでの生き方、『もふ化』したこの姿──それに辱はずかしめられそうになっていたという恥ち部ぶが加わっても、今さらどうってことないと思った。会社なんて、両親の借金を返したくて入ったのだ。自分ひとりが生きていくくらいなら、この会社でなくてもどうとでもなる。

「──助けてっ！　助けてーっ！」

「えっ、ちょっ、サクラさん!?」

　腹の底から叫さけび始めた武虎に、さすがの冬木も狼ろう狽ばいする。

「助けてーっ…………宮尾っ！」

「……え？」

　バンッと冗じよう談だんみたいに扉とびらが勢いよく開き、宮尾が浴衣の裾を乱して飛び込んでくる。

　心臓が止まるかと思った。宮尾の眸ひとみはギラギラと鋭するどく光っている。

　ものすごい形相で大おお股またで近づいてくる宮尾に、冬木は慌あわてて武虎の上から退いた。

「ちょっ、ストップ！　誤解です！」

「外の野次馬、適当に誤ご魔ま化かして散らしとけ」

　凄すごみのある声で冬木に告げた宮尾は、いきなり片かた膝ひざをついて武虎を抱だき起こした。背中が軋きしむほど抱き締しめられる。懐なつかしい宮尾の匂においがした。食べ物や酒の匂いも衣服に染しみ付いているけれど、懐かしい、愛いとしい、宮尾の匂いだった。

　──ああ、……好きだ。

　言葉が胸の中に零こぼれ落ちる。

　ずっと結けつ晶しよう化することを拒こばみ続けていた感情に、とうとう名前をつけてしまった。

　これは、恋こいだ。

　武虎はいつの間にか、宮尾に恋をしてしまっていた。

　同どう僚りようで同性で変態級猫ねこ好きの……ネコミミとシッポに興奮するあまり男でも抱だこうとしてしまえるような、節操のない彼のことを、他ほかの誰だれにも渡わたしたくないと願っている。

　宮尾の腕うでの中にいることを実感したら、胸が締め付けられた。好き、好き、と想おもいが溢あふれる。

「この馬鹿……。見張ってたはずの冬木が消えて、肝きもが冷えたんだぞ。挙句、俺以外の奴の前で気を抜ぬきやがって」

　頭を搔かき混ぜるみたいに撫なでられた。ネコミミが、宮尾に触ふれられるのを喜んでいる。あられもない声が飛び出しそうなほど感じた。武虎は力いっぱい宮尾に縋すがりつく。

「宮尾、宮尾、宮尾、……みゃお」

　わざと、猫の鳴き真似まねみたいに呼んでみた。彼はこう呼ばれることが嬉しいみたいだったから。武虎を抱く宮尾の腕にさらに力が籠こもる。

　彼の『サクにゃん』好きは、健在らしい。心の底からホッとする。

「みゃお……ネコミミとシッポ、また生えたんだ。『サクにゃん』が戻もどってきてくれたんだ。だから……だから、お尻に、……挿いれてくれないか？」

「え？」

　ガバッと体を離された。驚きよう愕がくしたように顔をのぞきこまれる。

「一回だけでいいんだ！　それ以上つきまとったりしない！　……って、ごめん。やっぱり今さら、ずうずうしかっ……」

「『戻ってきた』？　……まさか本当に、『もふ化』は治っていたのか!?」

「えっ？」

　え？　え？　と二人して顔を見合わせる。

「戻ってきたって、いつ？」

「え、ついさっき……」

「治ったのは、いつ？」

「なんで今さらそんなことを聞くんだ？　あの日に決まってるじゃないか。だからアパートに帰ったのに」

　信じられないくらい大きく目を見張る宮尾に、武虎は不安になってくる。

「……俺はてっきり、……セックスしたくなくて『もふ化』が治ったと言われたのかと……」

「ええっ？　僕、ちゃんと準備したいって言っただろ？」

「……ベッドの中では舞まい上がっていて鵜う吞のみにしたが、サクラに去られてから冷静になって考えてみたら、婉えん曲きよく的に断られていたのかと……」

「そんな社交術使えないよ」

　クッと笑われたことに腹が立ったが、「確かに」と同意されるのも腹が立つ。

「怒おこるなよ」

　せつなそうな目で、武虎を緩ゆるく抱き寄せてくれた。体温を身近に感じられる。泣きたくなるくらいせつなくなる。

　──せつない？

　自分のこの気持ちは、宮尾が好きで、好きで、生じるものだ。この人が恋しいのに手に入らなくて、胸が苦しくて……だったら、宮尾は？　どうしてそんなにせつなそうな眸を向けてくるのだろう。

「なあ、サクラ。俺とセックスするの、嫌じゃないのか？」

「……してほしかった。……一回だけでもいいから」

　こんなふうに言ったら、武虎の恋心なんて聡さとい彼には丸分かりだろう。それでもよかった。同情でも、変態理由でも、好きな人に抱かれるという思い出を作れるのなら、宮尾の好意に縋りたい。

「悪かった。ここまで純じゆん粋すい培ばい養ようだと思ってなかったんだ……サクラ、俺たち、もう何十回もセックスしてるから」

「……え？」

　意味が分からない。

　宮尾の腕の中から彼を見上げると、「ごめん」と頰ずりされた。

「挿そう入にゆうだけがセックスじゃないんだ。俺たちが毎晩毎晩やってたエッチなこと、あれも全部セックスだから」

「えっ!?」

　それはつまり、セックスフレンドという関係だったということだろうか。改めて考えてみたら確かに、ネコミミとシッポに惑まどわされていたが、体だけの関係なら、そういうことになるのかもしれない。

「サクラがそこまで分かってないなんて想像もしてなかったから……最初は猫好きをこじらせた可哀かわい想そうな変態男への同情だったとしても、そこから勝負をかければいいと思って強ごう引いんにセックスに持ち込んだ。……メロメロに気持ちよくさせて、めちゃくちゃ甘やかして、いつか俺のことを特別に見てくれるようになるのを願ってた。それが……突とつ然ぜん、『もふ化』が治ったなんて言って出ていかれて、俺は振ふられたんだと……」

「違ちがう！　ほんとに、急に消えたんだ！」

　まさかそんな誤解をされていたなんて、想像もしていなかった。武虎は必死にかぶりを振る。

「ああ。最後の夜にも、挿入したらセックスになる……みたいなことを口走っていたから、少し違い和わ感かんはあったんだが……まさかと思うが、サクラ……俺の気持ちに気づいてなかった？」

　一つ、深呼吸をした宮尾は、武虎から少し身を離はなして、至近距きよ離りから見つめてきた。

「好きだ。──恋れん愛あいの意味で」

　信じられない。

　これは幻げん聴ちようではないだろうか。

　心の中で否定して、否定し続けて……ようやく自分の気持ちを認めた矢先に、こんな幸福な告白をもらえるなんて、できすぎている。

　ゆるゆると無意識のうちにかぶりを振っていた。けれどシッポが、甘えるように宮尾の腕に絡からみついていく。それはまさしく、武虎の本音だった。体てい裁さいや見み栄えなんかで隠かくすことのできない無意識レベルの本音が、シッポの行動なのかもしれないと初めて実感した。

「俺は、山桜武虎が好きなんだ。俺以外の誰にもおまえを触さわられたくない。たとえおまえから生えていても……おまえにいやらしいことをしたこのシッポに本気で嫉しつ妬としたくらい、サクラが好きなんだ」

「えっ、『サクにゃん』だよ？」

「そんなもの、おまえについてるオプションだ。『もふ化』した人に興奮したんじゃなくて、サクラが『もふ化』した姿だから我が慢まんできなかったんだ。……分かれよ」

　宮尾の手が伸のびてきて、ネコミミをくしゅくしゅくすぐった。喉のどから「にゃぁん」と声が漏もれそうになって、慌てて唇くちびるを引き結ぶ。

　嬉うれしくてたまらない。

　まさか宮尾が、こんな自分を好きでいてくれたなんて。

　その気持ちをもらえただけでもう、どんなことをしてでも生きていこうと思った。ついさっき支配されていたはずの虚むなしさなんて、吹ふき飛ばしてしまえるくらいの気力が湧わいてくる。

「じゃあ宮尾は、僕のこと恋人にしてくれるのか？」

　ぐいっと胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せたら、宮尾がとろけるような笑えみを浮うかべた。

「できれば恋人すっ飛ばして結けつ婚こんしてほしいくらいだ。サクラ、愛してる。離さないからな」

　腕の中に攫さらわれる。どちらからともなくキスしていた。一ヶ月以上ぶりの宮尾の唇。口の中に宮尾の匂いが広がって、それだけでもう体が熱くなる。このまま抱いてほしい。前みたいに体中を愛あい撫ぶして、最後はお尻しりに挿れてほしい。武虎も宮尾の体にたくさん触れたい。彼が気持ちよくなってくれる行こう為いをもっと知りたい。

　ここがどこだとか、どういう状じよう況きようだったとか、両想いになった歓かん喜きの前では頭から完全に吹っ飛んでいた。

　が、しかし。

「おいおいおいおい、ちょっと待ってくださいよ！　人が苦労して野次馬追っ払ぱらってきたっていうのに！　何してくれてんですか！」

　いきなり割り込んできた冬木の声に、武虎は冷水を浴びせられたように目が覚める。

「っああああの、これはっ」

「見ての通りだ。おまえ、百万年早いって言っただろ」

　パニックに陥おちいった武虎をよそに、宮尾は落ち着きまくっている。それどころか剣けん吞のんな空気を全開に、武虎を抱だき締しめてくる。まるで冬木に見せ付けるように。

「クッソ、やっぱり主任かよ！　アンタの管かん轄かつはリアル猫ねこじゃなかったんですか!?」

「言っておくが、俺の猫フェチはサクラを好きになった後だ。新人研修の時に、ツンツンして周りにバリア張って誰だれ彼かれ構わずシャーッと威い嚇かくするかと思いきや、実は面めん倒どう見みがよくて、脱だつ落らくしそうになってた同どう僚りようを最後まで見捨てなかったっていうギャップに惚ほれたんだから。むしろそんなサクラの性格が猫っぽい……とか思って猫カフェに行って、まんまと嵌はまった」

「ええっ？　まさかの一いち途ずですか？」

　そんなこと武虎も初耳だ。新人研修云うん々ぬんは、前にチラッと言っていた件か。宮尾の感じ方は武虎が把は握あくしている事実に何十枚も素す敵てきフィルターがかかってしまっていないだろうか。

　それともこれは社交術的な、リップサービスというものなのか。

「サクラにだけな。俺が何年かけてアプローチし続けてきたと思ってる」

「……確かに主任はおれが入社した時から既すでに、サクラさんにかまってオーラ出しすぎでしたけど。友情の片かた想おもいだと思っ……」

「ああ？『サクラさん』だと？」

　唸うなるような声で冬木の言葉を遮さえぎる宮尾に、武虎もビクーッと身を竦すくめてしまった。

「こわいですから！　本気で威嚇しないでくださいよ！　……あーもう、分かりましたって！　おれの負けです！」

「最初から勝負なんてしてねぇよ。冬木、部屋の前で見張ってろ。俺たち今から奥のベッドルームでセックスするから」

　とんでもないことを言い出した宮尾に、思わず「噓うそだろ？」と尋たずねる。けれどシッポは宮尾に応こたえるように、きゅっと肩かたに巻きついた。

「……うわー……なにそのノロケ。主任のゲロ甘発言より、サクラさ……山桜主任のシッポ攻こう撃げきの方がダメージきついわ……」

　なんと答えていいのやら。武虎は赤くなって俯うつむくことしかできない。

「部屋の前で見張っとけとか、マジで言ってます？」

「それで、俺のサクラに手を出しかけたこと、水に流してやる」

「ドＳ気取りのおれでさえ、さすがにここであれ以上のことはするつもりなかったんですけど……。主任、実は真性ドＳでしょ。……もう、マジでセックスしようがしまいがどーでもいいですけど、とりあえずおれのいないところでイチャイチャしてくれます？　見張りとか勘かん弁べんしてください。三Ｐなら大だい歓かん迎げいですけど、参加しちゃダメなんでしょう？」

「海に沈しずめるぞ」

「日本海一望の部屋でそういう物ぶつ騒そうなこと言わないでくださいっ」

　ブツブツとぼやきながら、冬木はなぜか部屋に点々と置かれている二つのボストンバッグを回収する。

「このお二人には、山桜主任が体調崩くずしてここは病人部屋にしたって伝えときます。おれが出たら内うち鍵かぎかけちゃってください。後はご自由に！」

「え、でも、僕は幹事で……」

　部屋に籠こもったりするわけにはいかない。

「真面目まじめっ子ですか。……真面目っ子でしたね。そこも魅み力りよくなんですけど。……幹事なんてどこの部署も酔よい潰つぶされて今夜は使い物になってませんよ。毎年のことです。明日あしたはバスと新幹線乗り継ついで帰るだけだし、ごゆっくり！」

　ドスドスと足音を立てながら「あーあ、失しつ恋れんかぁー」と投げやりに言って、冬木は出ていった。すかさず宮尾が鍵をかけに行く。まさかさっきのやり取りは冗じよう談だんではなかったのだろうか。ずりずりと後ずさって部屋の隅すみに逃にげていると、戻もどってきた宮尾に苦く笑しようされた。

「サクラ、怯おびえたふりしても無む駄だだぞ？　ミミとシッポが、俺のこと好きでたまらないってバラしちゃってるからな？」

　手で隠してももう遅おそい。というか、もう隠す必要はないのだった。

　好きだと素直に告げていい。

　好きな人に──。

「……あの、……明日にしないか？　僕も……準備していくし、宮尾の部屋でゆっくり……」

「ゆっくり、何？」

　分かっているくせに、意地悪に尋ねてくる。なぜか自分のボストンバッグを探さぐって塗ぬり薬のようなチューブを取り出すと、にやりと口角を上げた。なんだか嫌いやな予感がするのだが。

「ゆっくり抱だいてほしい？　いいぜ、明日はそうしような？　今日は俺──ゆっくりしてやる自信ねぇから」

「え？　ちょっ、何するつもり……わっ!?」

　ズンズン迫せまってきて壁かべ際ぎわに追い詰つめられたかと思うと、掬すくい上げるように抱き上げられた。横抱き──いわゆる、お姫ひめ様抱っこではないだろうか、これは。

　浴衣ゆかたの裾すそが乱れて、太ふと腿ももなどほとんど全部露あらわになっている。シッポがピーンと背に沿って伸びていた。そんな反応をされたら、たとえ口で「やめろ」「下ろせ」と悪態をついても台無しではないか。

　重いはずなのに宮尾はまったく動じない。それどころか武虎のこめかみにキスを落とす余よ裕ゆうさえ見せていた。

　床とこの間の前を颯さつ爽そうと通り過ぎた宮尾は、奥にあるベッドルームへと直行する。座ざ敷しきから明かりが届いているだけで、薄うす暗ぐらい。

　二つ並んでいるベッドの片方に、放り投げるみたいに下ろされた。武虎の体重でスプリングが軋きしむ。慌あわてて起きようとしたのに、すかさず宮尾も乗り上がってきた。

　まさか本当に、本気で、ここでコトに及およぶつもりなのだろうか。

　ありえない。いくら両想いになれて気持ちが昂たかぶっているといっても、今自分たちは社員旅行に参加しているのだ。もしもバレたらどうするのか。それ以前にモラルがなさすぎる。

　ここはきっぱりと拒こばむべきだと、のしかかってくる宮尾をキッと睨にらんだというのに。

「サクラ、──好きだ」

　漆しつ黒こくの眸ひとみに射い貫ぬかれる。

　あまりにも迷いのない眸だった。

　雑念などカケラもなく、ただまっすぐに、武虎だけを一途に想ってくれている眸だと感じた。

「こんなところでするのは不ふ謹きん慎しんだって思うサクラの気持ちは分かる。でも、悪い。俺はもう待てない。おまえが好きだ。好きだって、ずっと言いたかった。サクラに振ふられたと思っていたこの一ヶ月、俺にとっては本当に地じ獄ごくの苦しさを抱かかえていたんだ。いっそおまえの気持ちなんか無視して俺のものにしてやろうかって……酷ひどいことを何度も思った」

　苦しげに吐と露ろする宮尾に、彼の想いの深さを感じた。

　さらりとした言葉で告げるのに、その声が、発せられる感情が、どれだけ苦しかったかを物語っている。

「今日、無理矢理同室になったのも、……本当は、隙すきあらば体だけでも奪うばってやろうって、狡ずるいことを考えていたからなんだ──すまない」

　部長を宴えん会かい場に近い部屋にするためではなかったのか。そういえば部長が、仲直りしたらとか、不思議なことを言っていた。

「……もしかして部長に、ケンカしてるとか言った？」

「俺がサクラを怒おこらせて気まずくなってるから仲直りしたいって、交こう替たいを頼たのんだ。……すまない。どうしても同室になりたかったんだ。不ふ穏おんな空気を漂ただよわせてる奴やつもいたし、誰だれにもおまえを奪われないために同室っていう免めん罪ざい符ふがどうしてもほしかった」

「不穏なって、冬木くん？」

「他ほかの男の話をするな」

　不ふ機き嫌げんに吐はき捨てられて、そんな勝手な、と呆あきれてしまった。だいたいこの話題を持ち出してきたのは宮尾なのに。それなのに、じわじわと頰ほおが熱くなってくる。そんな独どく占せん欲よくみたいなことを言われたら、本当に好かれているような気がして、嬉うれしくなってくる。

「本当に悪かった。俺が狡いことばかり考えずに、真正面から、サクラが好きだって言えばよかったのにな」

　そうすれば何かが変わっていただろうか。

「あまりにも長い間、片想いしすぎて、おまえを失うなんて想像しただけで耐たえられなくなっていたんだ。……臆おく病びようで、情けないな」

「宮尾の情けない姿なんて見たことなかった」

　宮尾がつらそうに顔をしかめた。思わず零こぼれた言葉が、彼を非難していると誤解されたらしい。武虎は慌ててかぶりを振った。

「違ちがう、責めてるんじゃない。……僕のことでだけ情けなくなるのかなって思ったんだ。……普ふ段だんの宮尾からは想像できないから、なんかちょっと……嬉しいかな」

　信じられないとでも言いたげなまなざしで、凝ぎよう視しされる。

　そうだ。考えてみたら、ふたりで過ごす時間の中で、宮尾は会社では決して見せない様々な顔を見せてくれた。笑い方一つ、声こわ音ね一つ、まったく違っていた。『サクにゃん』に対する扱あつかいだと思い込んでいたから気づけなかったが、ずっと武虎を特別扱いしてくれていたのだ。

　ただ、もしも途と中ちゆうで気づいていたとしても、それを嬉しいと思えたかどうかは分からない。

　その頃ころはまだ自分の恋こい心ごころを自覚していなかったから、もしかしたら彼を傷つける言葉を口走ってしまっていたかもしれない。

「……許してくれるのか？」

「許すも許さないもないよ。いろいろ根回ししてたこと、狡いって宮尾は言うけど、その狡いことをしてくれてなかったら、僕はおまえのこと……す、好きだって、認められたかどうか分からない。だから……ありがとう。宮尾が言う情けなさに、僕は感謝するよ」

「サクラ！」

　唇くちびるを奪われた。

　飛びかかってきた宮尾に押し倒たおされて、熱ねつ烈れつなキスに引きずり込まれる。

　舌を搦からめ捕とられたら、もう我が慢まんなんてできなかった。同居していた間あんなにたくさんキスしたというのに、互たがいに想おもい合っていると分かって交かわすくちづけは、こんなにも甘くなるものなのか。

　自分から、宮尾の首に両りよう腕うでを回した。シッポもぴたりと彼に添そう。くちづけが深くなった。武虎の頭を抱え込んだ宮尾に喉のどを反らされて、もっと奥、もっと深くと蹂じゆう躙りんされる。上うわ顎あごを舐なめられて、甘えたような吐と息いきが零れてしまった。恥はずかしくて堪こらえようとしたけれど、むしろ声を促うながすように熱心に上顎を舐められる。

「……みやぉ……みやッ……ぉ……んっ、んっ、やぁ……ッン……」

「サクラ、好きだ。もっと呼んでくれ。もっと俺のこと、欲しいって鳴いてくれ」

　あまりにも深いキスに息が苦しくて胸を喘あえがせると、宮尾は少しずつ息いき継つぎの時間をくれる。その間に頰や鼻先や瞼まぶたにキスして、また唇を奪っては、顔中にキスの雨を降らせる。

「……ミは？」

「ん？」

「……ミミは……いいのか？」

　はふはふと荒あらい呼吸をしながら尋たずねると、宮尾の肩かたがピクッと揺ゆれた。

「あー……正直、いじりたい。サクラのネコミミとシッポがめちゃくちゃ可愛かわいいから、甘あま嚙がみしてしゃぶって悶もだえさせたい。でも『もふ化』してる姿が好きなんだとか誤解されたくないから、しない。俺が好きなのは山桜武虎なんだっていうことが伝わるまで、ミミとシッポには触ふれないから」

　掠かすれた声で囁ささやかれて、鼻の奥がツンとした。ああ、愛されているんだな……と思ったら、なぜか涙なみだが滲にじみそうになる。

「宮尾の、ばか。……そんなのもう、分かってるよ」

　シッポを宮尾の太腿に巻きつける。勝手なシッポの動きを感じるのではなく、サクラがそうしたいと願ったことにシッポが応こたえてくれた。

　──あ、違うかも。僕が素す直なおになったから、思いとシッポの動きが一いつ致ちしたのかも。

「ミミとシッポも触さわってよ。いっぱい……いっぱい、愛してよ」

　それは武虎の、剝むき出しになった本音なのだから。

「嫌いやだと言っても、もう聞いてやれないぞ」

　唸うなるなり、ネコミミにかぶりつかれた。毛で覆おおわれたミミはもふもふして食はみにくいはずなのに、右も左も、熱心に唇で愛あい撫ぶされる。ミミの中に舌を差し込まれて、音が不快なのにぞくぞくと快感を覚えた。武虎のネコミミはもう、宮尾のその愛撫を気持ちのいいものとして受け入れている。

　唇でネコミミを愛撫しながら、宮尾の手は武虎の体を辿たどる。頰を撫なでられ、首筋をもどかしげに擦こすられ、そのまま肩を辿った手に浴衣を広げられる。脚あしの間に体を割り込ませてきた宮尾は、シッポを巻きつかせたままの己おのれの脚を武虎に擦りつけてきた。

　シッポの先せん端たんがピチピチと暴れた。それは猫ねこが不満を報しらせる合図。

「……サクラ？　やっぱりミミを舐ねぶられるの、嫌か？」

　呼吸を弾はずませながらも尋ねてくれる。嫌だと言っても聞かないなんて言ったくせに、やっぱり宮尾は武虎に甘い。

「ばか。……ミ、ミだけじゃなくて、……早く、全部してよ」

　言葉にするだけでも恥ずかしかったのに、シッポがスルスルと宮尾の脚を撫でて、浴衣の中に潜もぐり込んだ。既すでに膨ふくらみかけているそこを、刺し激げきする。手で触った時みたいに、彼の熱が伝わってくる。

「……クソッ、人の理性を……！」

「ああんっ」

　シッポを摑つかまれた。ビリビリッと背筋を電流が駆かけ抜ぬけて、一気に高められる。

　宮尾の唇は肩から胸へ、そして腹へと下がっていく。唇で啄ついばまれ、情熱的に舐られて、吸われる。あまりに強く吸い上げられたら痛いということを初めて知った。もう何度もこの腕うでに抱だかれているのに、それは初めての感覚だった。歯を立てられるのも、いつもより痛い。けれどその痛さがじわじわと熱を生む。

「はっ……あぁん……シッポ、……シッポ、強いの、ダメ……ッ」

「シッポが感じるのか？　ブワッと膨らむのは、気持ちいいからなのか？」

　くるっと体を引っくり返されて、浴衣ゆかたを派手にめくり上げられた。かろうじて腰こし紐ひもが巻かれているだけの浴衣は、もう体を隠かくす役割など果たしていないだろう。そして臀でん部ぶを高く掲かかげるように抱えられる。

「え？　……ひぃっ…ン！」

　シッポを嚙かまれた。

　付け根の、たぶん生えているところ。

　ブワワッとシッポが何倍にも膨れ上がるのを感じた。そしてピーンと天を衝つく。気持ちよくてたまらないと声なき声で叫さけんでしまう。

「やぁっ、……シッポぉ……っ！」

　ガクガクと体が痙けい攣れんした。今まで迎むかえたどんな絶頂よりも高いところまで一気に突つき上げられたような快感だった。

「……すごいな、サクラ。シッポ齧かじられただけで達いくのか」

「あっン!?」

　くちゅっと濡ぬれた音が聞こえた。いつの間にか達していたことに、宮尾の大きな手でいじられて初めて気づいた。

「やっ、触さわらな……アッ、あぁっ……」

「腰こし振ふってるって、気づいてるか？　ネコミミもめちゃくちゃ喜んでる。でも、ミミやシッポなんか見なくても、サクラが気持ちよくなってくれてるのは分かるぜ？」

　また、シッポを齧られた。「あんっ」と甘い声が飛び出す。シッポを甘嚙みした宮尾は、そのまま唇を先端に向けてスライドさせる。

「……も、やだぁ……毛っ、毛が……」

「ん？　もふもふの、このシッポの毛か？　悪いけどいつまでももふもふでいられると思うなよ？　ドロドロに濡らしてやるから」

　違うのに。宮尾の口に毛が入ってしまうことが心配になっただけなのに。

　先端を口に含ふくまれて、唾だ液えきまみれにされるのが分かった。シッポが感じている。宮尾の舌に翻ほん弄ろうされることを喜んでいる。

「可愛いな、サクラ。おまえの体をいつでも撫でられるこのシッポに嫉しつ妬としたこともあるが、今はただ愛いとしい」

「くふぅ……っん……！」

　下半身に力が入らない。はしたない格好をしているに違ちがいないのに、すべてを宮尾に晒さらしてしまう。

「どうしてか分からないが、ネコミミもシッポも、本当にサクラの一部に思える。……前はオプションみたいに感じてたのにな」

　ぐちゅぐちゅといやらしい音がするくらいシッポを舐られて、宮尾の唇が付け根に戻もどってきた。そこが一番感じてしまう。きゅっと握にぎられるだけでも達してしまいそうだというのに、熱心に舐られては「あんあん」と鳴き続けることしかできない。

「……めちゃくちゃ可愛い」

　胸が熱くなる。可愛いなんて言葉、いつの間にこんなに嬉うれしく感じるようになってしまったのだろう。もしかして以前、『サクにゃん』と名づけたネコミミとシッポに言っていると思っていた「可愛い」も、全部武虎にくれていた言葉なのだろうか。

　そうだったらいいのに。あの頃は、もし「おまえに言っている」と言われても反発していたに違いないが、今なら心から嬉しいと思える。

「みやお、好き」

　唇から零こぼれ出していた。

　一いつ瞬しゆん、宮尾の動きが止まる。

「……好き、好き、……みやぉ、好きぃ……っ」

「っ、だから……！」

「っ!?」

　尻しりにかぶりつかれた。荒あら々あらしく双そう丘きゆうを揉もみしだかれ、宮尾の手を離はなれたシッポはピーンと天を衝く。腰こしに力は入らないのに、シッポに吊つり上げられているみたいに腰が浮うく。

　ぴちゃ、と熱い舌の感かん触しよくを、あらぬ場所に感じた。

「……え？」

　首を捻ひねって振ふり返る。直立するシッポと、自分の尻に……顔を埋うずめている宮尾の姿が視界に飛び込んでくる。

「何やって……やあぁっ……！　ばかぁっ！　……舐なめっ、なぁ……ッ！」

　蕾つぼみを舐められている。信じられなくて、逃にげようともがいたけれど、ガッチリと下か肢しを抱かかえられていて逃げられない。

　敏びん感かんな部分に舌の動きを感じる。熱くて濡れていて、そして吐と息いきがかかる。恥はずかしすぎて涙が零れた。お尻に挿いれてほしいと願ったけれど、こんなことは想像もしていなかった。シーツに突っ伏ぷして「いやだ」と泣いた。「やめて、許して」と懇こん願がんしたのに、宮尾は容よう赦しやなく攻せめたててくる。

「好きだ、サクラ。愛してる。ごめん、我が慢まんできない」

　何か言われているのは分かったけれど、聞き取れない。武虎はうわ言のように「いやだ」を繰くり返して、泣き続けた。

　やがて、ぐちゅっと指が挿そう入にゆうされた。

「あっ!?」

　背筋が引きつるようになって、体が跳はねる。

「ごめん。最後まで舐めて解ほぐしたいが、余よ裕ゆうがない。……ぬるぬるするけど、ちょっと我慢してくれ」

　何かを塗ぬられているらしい。宮尾がさっき鞄かばんから取り出していたチューブの正体を、頭の片かた隅すみで理解する。

「ひっ、ン！」

　圧あつ迫ぱく感かんが増えた。指を増やされたのだとすぐに分かる。

　感じたことのない苦しさに、恐おそれを抱いだいた。お尻に挿れてほしいなんて簡単に言っていたけれど、もしかしてこれは想像以上に難しいことなのではないだろうか。しかも宮尾のあのサイズを考えると……。

「怖こわがらないでくれ、サクラ。大だい丈じよう夫ぶだから……傷つけるようなことは絶対にしないから」

　ちゅっ、と尻にキスされた。

　蕾を割り開くように複数の指を挿入しながら、シッポの付け根への愛撫を再開してくれる。

　宥なだめるようなキスと、熱を高める愛撫が交こう互ごに襲おそってくる。はじめは強こわ張ばっていた体が、溶とかされていくのが分かった。

「……みやっ…お……み、ゃおぉ……っ」

「ん。……サクラ、可愛かわいい。好きだよ。……好きだ」

　腰がとろける感覚と、繰り返される同じ音に、鋭するどすぎる快感でパニックに陥おちいっていた武虎も次し第だいに落ち着いてくる。するとようやく、宮尾の言葉が耳に届くようになる。

「好きだ、サクラ……好きだ。──好きだ」

　胸が震ふるえた。

　繰り返されるその言葉、ひとつひとつが、すべて違って聞こえる。

　ひとつずつが、宮尾の想おもいの結けつ晶しようだと感じた。だから「好きだ」と囁ささやかれるたびに、武虎の気持ちが呼応する。

「好き」

　口にしたら、ぬるっと指の束が抜けていった。

　そして体を引っくり返される。腰の下にクッションを差し込まれ、シッポが苦しくないように仰あお向むけの体勢にさせられた。

　宮尾が顔をのぞきこんでくる。眸ひとみが怖いくらいにギラギラしていた。本能的な身の危険を感じたのに、なぜかそれが快感に繫つながる。

「サクラ、──ずっと好きだった」

　胸が震える。

　本当だ、宮尾は狡ずるい。ずっとなんて、この瞬しゆん間かんに囁かれたら、心の底から信じるしかなくなってしまう。

　恋こいに気づいた瞬間は、自分だけが想いを抱いていると思っていたのに……なんだか悔くやしい。

「……僕なんか、これからずっと、好きなんだからな」

　思わず口にしたら、ふっと笑われた。とろけるように甘い笑えみだった。

　それからなぜか、せつない色を過よぎらせる。──その表情に、武虎は胸がいっぱいになった。

「好きになってくれて、ありがとう。これからも一生、愛してる」

　足を抱え上げられた。挿れてもらえるんだ、とドキドキした。脚あしの間から見えた宮尾のものが、やはり怖いくらい大きくて、思わず目をぎゅっと瞑つぶってしまう。けれど、ひたと蕾に熱が触ふれた瞬間、見たいと思った。好きな人の一番大事な部分を、自分に与あたえてもらえるところを。

「……っ！」

　息が漏もれた。きっと武虎と宮尾どちらからも。

　ぐぅ……っと押し開かれていく感覚はあまりにも未知のもので、体が強張る。けれど宮尾の眉み間けんに皺しわが寄っているのを見て、なんとか力を抜ぬこうと必死に思った。宮尾に苦しい思いをさせたくない。サクラのお尻に挿れてよかった、と思ってもらえるように、気持ちよくさせてあげたい。どうすればいいのか分からないけれど、なんとか彼を受け入れたい──。

　心からそう願った時、突とつ然ぜん、シッポが動き始めた。

　するりと前に回ってきたシッポの先が、そこへ……今まさしく深く繫がろうとしている部分へ、伸のびていく。

　武虎は灼しやく熱ねつの杭くいを受け入れようともがきながら、宮尾は武虎を苦しめないようにと気き遣づかいながら、シッポに気づいてギョッとする。

「え？　え？　……あっ!?」

　シッポはあろうことか、今まさしく埋め込まれようとしている宮尾の屹きつ立りつに、きゅっと巻きついた。それは大きく広がった武虎の蕾にもぴたりと触れている。

「……ッ」

　宮尾が息を詰つめた。巻きついたシッポが屹立を刺し激げきして、快感を覚えたのだと気づく。ぐぷっと奥に進んできたのは、シッポのせい。武虎は背を弓なりに反らせた。速く擦こすられた内部が、甘い痺しびれを生み出した。

「……サクラ？　……痛くなかったか」

　呼吸が荒あらい。動きたい衝しよう動どうと戦っているのかもしれない。

「……だい、じょうぶ。……な、今の……もっかい、……やって？」

「今のって……でも、まだ、……ッ！」

　躊ちゆう躇ちよする宮尾の屹立を、シッポがゆるゆる刺激した。それは同時に蕾も刺激したことになる。

「あっン！　……ばかぁ」

　衝しよう撃げきに二人して耐たえた。けれど波が去ってもジンジンとした鈍にぶい痺れは消えてくれない。

「……もしかして、ここか？　この浅いところを擦られるのが、感じるのか？」

　ゆるっと屹立が前後した。「ああっ」と甘い声を上げて、武虎は仰のけ反る。

　もどかしくてたまらなくなるような快感だった。声を我慢できない。ゆるっ、ゆるっ、と擦られるたび身み悶もだえて、そして体の強張りが解けてとろけていくのを感じた。

「……あんっ、……あんっ…………アッ、奥ぅ……っ！」

　深く、深く、埋められる。おなかがいっぱいになった。痛みはまったくない。ただ、凄すさまじい圧迫感で、そこに大きなものを埋められているということを実感する。この息苦しさが宮尾のせいだと思ったら、苦しみさえ愛いとしくなった。苦しいのなんて嫌いやなはずなのに、喜んで受け入れようとしている自分の体までもが愛しく思える。

　──満たされるって……こういうこと？

「全部、入った。苦しくないか？」

　苦しいに決まっている。それが嬉うれしい。

「……僕の、お尻……気持ちいい？」

　一番気になっていたことを尋たずねたら、ググッと腹の圧迫感が増した気がした。

「あっ!?」

　突つき上げられる。衝撃で体まで揺ゆさぶられた。続けて揺さぶられて、抽ちゆう挿そうされているのだと気づいた。宮尾が腰を振っている。がむしゃらなくらい荒々しい抽挿に、武虎は翻ほん弄ろうされる。

　お尻の中を熱い肉につ塊かいで擦られているのが分かった。

　腰こしを打ちつけられて、肌はだと肌がぶつかる音も感触も同じなのに、素す股またとは全然違ちがっている。

　足を開いているこのみっともない格好にも羞しゆう恥ちを煽あおられた。

　宮尾は挿入しなくてもセックスだと、自分たちはもう何度もセックスをしていると言っていたが、これこそがセックスではないかと思った。こんなふうに足を開いて、いやらしい部分を全部曝さらけ出すのは、きっと以前はできなかったことだ。宮尾の大きすぎるものを受け入れるのも、中を擦られてあられもない声を上げてしまえるのも、素直に好きだと言える今だから。

「好きっ、……みやぉっ…あんっ、あぁ……好きっ、すきっ……」

　律動のリズムなんてない。こんな宮尾は初めてだった。狂くるおしく腰を打ちつけられる。奥へ、奥へ、信じられないくらい深くまで彼の情熱を埋うめられて、最さい奥おうを抉えぐられる。

　ガクガク揺さぶられ続けて意識が朦もう朧ろうとする。口にしたこともないような卑ひ猥わいな言葉をぼろぼろと零こぼしてしまっているような気がしたが、理性なんて弾はじけてしまって自制できない。

　ただ。

「愛してる、サクラ」

　その言葉だけは、理解していた。

　もはや聞こえていないくらいメロメロに溶かされているのに、宮尾の愛の言葉だけは肌で、心で、受け止め続けていた。

「ン──ッ」

　ブルブルッと四し肢しが痙けい攣れんする。達した自覚もないまま、情熱に翻弄され続ける。

　何度かそんな絶頂を迎むかえたような気がする。いつの間にか抱だき起こされて座っている宮尾の膝ひざの上にいたり、その状態で下から突き上げられたり、うつ伏ぶせになって腰だけ高く掲かかげた状態で後ろから揺さぶられていたり、また仰向けに寝ね転ころがらされて汗あせに濡ぬれる宮尾の黒くろ髪かみを見上げながら激しく抽挿されたり……宮尾の想いの丈たけをぶつけられているような気がした。

「好きだ、サクラ。ずっと好きだ。愛してる！」

　小刻みな律動を感じながら、抱き締しめられた。ネコミミにかぶりつかれる。宮尾の背に、両りよう腕うでを回してしがみついていた。シッポも必死に宮尾を抱き寄せる。彼の体が汗で濡れていることが、やけに嬉しい。こんなにも求められている。こんなにも、自分を好きでいてくれる。

　お尻しりの中いっぱいに宮尾を感じながらネコミミを齧かじられる快感に、武虎は「みゃお」と鳴き声を上げた。

「っ、……ごめん、マジで、中に出す……！」

　宮尾が身み震ぶるいした。

「ぁっ……ん……」

　快感の吐と息いきが零れる。中を擦られすぎてもう感覚なんてないくらいなのに、じんわりと熱が広がっていくような気がした。宮尾の精をはっきり中で感じたわけではないけれど、彼の体の反応から、お尻の中で射精してくれたのだと分かる。　>>>♥

　それがどんなに特別な行こう為いか、恋を知った今、泣きたいくらいによく分かる。

「……うれし……」

　掠かすれた声で呟つぶやいたら、信じられないくらいの幸福感が体中に溢あふれるのを感じた。

　精を注ぎ終えて、雄おすの色いろ香かを放つ宮尾が見下ろしてきた。

　そして目を見張る。なぜかすごく驚おどろいた顔をして、それから急に臀でん部ぶを撫なでてきた。

「んっ！　……待って、休ませ……」

「消えた」

　尻を撫でる手が愛あい撫ぶではないと、武虎も気づく。

「え、シッポ、……ないの？」

「ああ。ネコミミもない。たった今まであったのに、一いつ瞬しゆんにして消えたんだ」

　宮尾はただ驚いているだけのようだ。

　──消えちゃったんだ……。

　なぜか、もう二度と現れないような予感がした。

　宮尾が傍そばにいてくれる限り、もうネコミミもシッポも必要ないから。

　けれど……なんだか少し淋さびしい気もする。あんなに厄やつ介かいに思っていたのに、今はただ愛しさしかない。

「もしかして……」

　宮尾が神しん妙みような顔で呟く。武虎の目を見つめて、一言。

「中出しで治るのか？」

　ぶはっと吹ふきだしてしまったことを、武虎は反省できなかった。

　笑ったお仕置きだと、またしてもあんあん鳴かされたから、さらに反省などできなくなってしまった。

　──ありがとう、僕のミミとシッポ。

　大好きな人の腕うでの中で、武虎は心から感謝した。




　　　　＊　　＊　　＊




　本格的に同居を始めた。

　一度は、世話になった大家夫ふう婦ふとこれまでの関係を続けるためにアパートは借りたままにしておいて、生活だけを宮尾のマンションで送る……と決めたが、アパートが取り壊こわされることになったのだ。土地を売って、高こう齢れい者しや向けのサービスが充じゆう実じつしたマンションに、終ついの棲すみ家かとして移り住むらしい。

　もしかしたらもっと早く、そうするつもりだったのかもしれない。

　武虎がいつまでも居座り続けたから、我が慢まんしてくれていたのではないだろうか。

　さりげなく尋ねてみたが、きっぱりと否定された。

　それが本音なのか、優やさしい噓うそなのかは分からない。彼らにケモミミが生えていたらヒントになったかもしれないが、自分たちは人間だ。ケモミミなんてなくて当たり前で、だからこそ相手の気持ちを想像して、思い遣やって、感謝するのかなと思った。

　引っ越こしというほどの荷物もなく、武虎は住居を宮尾家に移した。

　大家夫婦の引っ越しが終わるまではアパートを訪ねるし、新しいマンションにもちょくちょく遊びにいく約束をして、武虎は東京に出てきてからずっと暮らした家を後にした。

　切り詰めて切り詰めて極ごく貧ひん生活を送っていた思い出は、決してつらいものではない。

　けれど気づいてしまった両親との心の溝みぞが、武虎を苦しめていた。

「そういえば、どうして一度は治った『もふ化』が再発したんだ？」

　宮尾のマンションで落ち着いて尋ねられた時、武虎は逡しゆん巡じゆんした。両親の借金のことを、洗いざらい話すかどうか。自分の悩なやみを、宮尾にまで背負わせてしまうのではという不安もあった。けれどこれから一いつ緒しよに暮らしていく上で、ずっと隠かくしておいていいことでもないと判断した。

「再発なのか、治ってなくてなぜか一時期出なかっただけなのかは、分からないんだけど……また急に生えた原因には、ちょっと……心当たりがある。……この件で宮尾に迷めい惑わくはかけないと約束するから、聞いてくれるか？」

　ソファで横並びに座って、武虎はポツリポツリと話し始めた。

　いつもソファに座ろうものなら、隙すきあらば密着してきた宮尾が、少し体を離はなして聞いてくれる。その距きよ離り感かんが嬉しかった。真しん剣けんに話を聞こうとしてくれているのだと感じて。

　話の途と中ちゆうから、手だけを握にぎってくれたのも嬉しかった。それは性的な接せつ触しよくではなく、心の繫つながりに思えたから。無言の励はげましを感じた。宮尾は相あい槌づちを打つだけで、一言も自分の意見を挟はさまなかった。ただ武虎に話させてくれた。

　すべてを話し終えた時、武虎はなぜか泣いていた。

　両親を助けるのは息子むすことして当たり前のことだと思ってきたし、それを恨うらんだり苦しいなんて思ったこともなかったのに、どうして涙なみだなんか零れるのだろう。

　不思議だったが、次に宮尾がかけてくれた言葉で、自分の気持ちが理解できた。

「……そうか。サクラはたったひとりで、がんばってきたんだな」

　新しい涙が、ぼろぼろと零れた。そんな自分にびっくりして、呆ぼう然ぜんとする。

「え？　なんで、泣いてるんだろう、僕……？」

　宮尾が、そっと抱き寄せてくれる。逞たくましい腕に包まれて、体温を感じて、……ああ、ここでは意地を張らなくていいんだ、と思った。

　武虎は嗚お咽えつを漏もらした。これまでの人生で初めてだというくらい、感情のままに涙を流した。

　どれくらい泣いたのか分からないほど長い時間、宮尾はずっと武虎を緩ゆるく抱き締めて、背中をさすり続けてくれた。

　ようやく泣き止やんで、恥はずかしさに顔を上げられずにいた武虎を風ふ呂ろに運んで、かつて『サクにゃん』つきの武虎にしてくれたよりもずっと優しい手つきで隅すみ々ずみまで洗ってくれた。

　風呂から上がって宮尾が淹いれてくれたホットミルクを啜すする頃ころには、まるで禊みそぎでも終えたかのように心が穏おだやかになっていた。

　そこでようやく、宮尾が口を開く。

「なあ、サクラ……『イネーブラー』って、知ってるか？」

　聞いたことのない言葉だった。かぶりを振ふると、宮尾は「大学の社会心理学の授業で学んだ程度の知識なんだが……」と前置きをして、嚙かみ砕くだいて説明してくれた。

『イネーブラー』とは、直訳すると、『可能にする人』という意味らしい。

　問題行動を起こす人物の、問題行動を可能にするよう、後押しをしてしまっている人、という意味合いで使われる。借金や依い存ぞん症しよう、その他さまざまな場面で使われる言葉だ。

「そんなものは机き上じようの論理だと、怒おこってくれていい。でも少しだけ、考えてみてくれないか？　……もし仮に、サクラもお母さんもいなかったとしたら、お父さんは、何度も怪あやしい儲もうけ話に手を出すことができただろうか？」

　もし、父が一人だったら。もし、身の回りの世話をして、生活費を工面する母がいなかったら。もし、父が作った多額の借金を肩かた代がわりして払はらう武虎がいなかったら。

「……できなかったんじゃないかな。だって、父さんにはそんな余よ裕ゆうないはずだから……」

　口にしながら、おかしいな、と思った。

　武虎にだって両親にだって、余裕など最初からないはずなのに。

　ただ、最低限の生活が送れるように、必死に維い持じしてきただけなのに。

「そうだよな。そんな余裕なんかないはずなんだ。本当に本人が、どん底を味わっていれば」

「……僕が、余裕を作ってあげちゃってたってこと……？」

　宮尾は何も言わなかった。それが肯こう定ていを示していた。

　言われてみれば、確かにそうだ。父が自己破産をしてくれないし、計画的な返済をしてくれないからと、武虎が借金を肩代わりしてしまっていた。自分しかいないと思ったから。それが家族を助ける唯ゆい一いつの方法だと信じていたから。

　それなのに自分のその行動が、度たび重なる父の無む謀ぼうな行動を、後押ししてしまっていたというのか。

「……僕が悪かったのかな……？」

「悪くない」

　キッパリと否定してくれるが、そうとしか思えなかった。

「だって、僕が悪いんじゃないか。肩代わりなんかしたから。自分で稼かせげるようになったからっていい気になって、これで助けてあげられるって……！」

「なあ、サクラ。おまえのお父さんは、助けて『あげなければいけない』存在か？　放って置いたら明日あしたにでも命が消えてしまうくらい、サクラが庇ひ護ごしてあげなければいけない存在だと思うか？」

「……違ちがう。……見捨てた方が、よかったのかな？」

　呟つぶやいたら、コツンと額を弾はじかれた。

　宮尾の優しい眸ひとみが、愛情を湛たたえていることに気づく。

　ドキッとした。それは恋こい心ごころとはまた違った、深い感情に思える。

「お父さんとお母さんに『見捨てる』なんて言葉を使われて、傷ついたんだよな？」

　その言葉に、武虎は目を見張った。

　──ああ、そうか。僕は傷ついてたんだ……。

　ぎゅっと胸が引き絞しぼられて、また涙が一筋零こぼれた。

　宮尾は狡ずるい。武虎の心を丸まる裸はだかにしただけでは飽あき足らず、自分では気づいていなかった本質まで見つけ出し、真綿で包むように優しく抱だき締しめてしまう。

「見捨てるんじゃなくて、見守ってみるのはどうだろう？　お父さん自身がしでかしたことの責任は、お父さんに取ってもらうのがいいと思う。問題行動っていうのは、本人がやめたいと心から望んで、自分で改善行動を始めない限りは、周りがどれだけ懇こん願がんしても直らないよ。……俺の家は昔、祖母がアルコール依存症で苦しんでいたらしいんだ。祖父と父が『イネーブラー』になってしまっていたんだなって、授業でこれを知った時に理解した」

　宮尾の心にも傷があるのだと、武虎は初めて気づいた。

　宮尾自身と祖母の間にどんなやりとりがあったのかは分からないけれど、彼は祖母の依存症に心を痛めて、傷ついていたのだろう。

　いつか、その話も聞かせてもらえる存在になりたい。心からそう思った。

「……僕はこれから、どうしたらいいんだろう……」

「俺と幸せになればいいんじゃないかな？」

　突とつ然ぜんそんなふざけたことを言い出した宮尾に、武虎はムッとした。怒っていることを隠さずに表情に出しているというのに、宮尾は嬉うれしそうに頰ほおを綻ほころばせる。

「俺と幸せになって、サクラ自身に気持ちの余裕を作ってあげよう？　その上で、お父さんには自分の責任を自分で取ってもらえるように、お母さんには一番身近な『イネーブラー』の役目を降りてもらえるように、ご両親自身に考えてもらえるようにするには、どうしたらいいか……っていうところを、一緒に考えていこう？」

「え、一緒に？」

「当たり前だろう。だって俺たち、これから一生一緒に生きていくのに。一緒に問題を解決しないで、どうするんだ？」

　当然という表情に、そうか、一生一緒なのか……と、改めて嚙み締める。

　好きだと告げ合って、気持ちが昂たかぶっている時に誓ちかってくれた「一生」にも胸が震ふるえたけれど、こうして穏やかな時間の中で、難問と向き合っている時の「一生」の重みには、ジーンと感動してしまった。

「…………みやお」

「っ、なんだ、急に？」

　単なる名前ではなく甘い呼びかけだと、瞬しゆん時じに気づかれてしまったらしい。

　うっすらと頰を染める宮尾が可愛かわいくて、それ以上にかっこよくて、武虎はマグカップをテーブルに置くと、ドーンと体当たりしていった。

　突然のことに受け止めきれなかった宮尾ごと、ソファに倒たおれこむ。

　武虎は声を上げて笑った。驚おどろいていた宮尾も、釣つられて笑いだす。

「来年の今日まで僕のことを……好きでい続けてくれたら、お礼に……にゃんにゃんプレイ、させてやる」

「毎年お願いします！　一生、定期的に、お願いします！」

　いきなり興奮し始めた恋こい人びとの唇くちびるを、キスで塞ふさいでやる。

　それから一言、「にゃー」と甘い返事をした。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。水みな瀬せ結ゆ月づきと申します。このたびは拙せつ著ちよをお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　ルビー文庫さんでは三冊目、またしてももふもふとなりました。

　もふもふは奥が深いですね。書いても書いてもまた新たなもふもふ萌もえが湧わいてきて、一冊目は受がヨダレたらしちゃうほどのもふもふフェチだったから、次は攻せめを変態級もふもふ好きにしてみようとか、もふもふの毛並みについてはすでに力いっぱい語ったから、今度はシッポをフィーチャーしてみよう……とかとか、ネタが尽つきることがありません。今回もとっても楽しく書かせていただきました！




　挿さし絵えは、街まち子こマドカ先生が描かいてくださいました。

　キャララフの武たけ虎とらを拝見した瞬しゆん間かん、あまりの完かん璧ぺきな武虎っぷりに大興奮してゴロゴロと床ゆかを転げ回りそうになりました。ツンデレにゃんこ、最高です……！　前作も街子先生が描いてくださって、そちらはネコミミの先からリンクスティップと呼ばれる毛の束が伸のびた可愛かわいいタイプの主人公だったのですが、その可愛こちゃんリンクスとツンデレにゃんこのキャララフを並べて拝見した時の幸福感といったら、もう……！　まったく違ちがうタイプの主人公を、それぞれ完璧な姿で描いていただけて、本当に嬉うれしいです。受くんについて熱く語りすぎましたが、もちろん攻たちもかっこよくて、惚ほれ惚ぼれします。街子先生、ありがとうございました！




　担当様には、毎度のことながら、大変お世話になっております。多大なご迷めい惑わくをおかけして反省、次こそはよい子に……！　と、また改めて心に誓ちかいます。本当に、次こそは……！

　編集部、営業部、校こう閲えつなど直じかにお世話になっている方々をはじめ、拙せつ作さくの制作・出版・販はん売ばいにお力ちから添ぞえくださったすべての皆みな様さまに、お礼申し上げます。いつもありがとうございます。




　最後になりましたが、拙作をお手に取ってくださった皆様、ありがとうございました。少しでも楽しんでいただけたなら、幸いです。

　もふもふで世界が平和になればいいと心から願っているので、よろしければ、ご一いつ緒しよにもふもふしてくださいね。もふもふ！

　またどこかでお会いできたら、とても嬉しいです。





水瀬結月　　
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